
令和 4年 09月 01日開会 

令和 4年 10月 03日閉会 
 

 

 

 

令 和 ４ 年 第 ３ 回 

西 予 市 議 会 定 例 会 会 議 録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西 予 市 議 会 

 

  



 

 

 

 

第 １ 日 

 

９月１日（木曜日） 

 

  



 

- 1 - 

 

令和４年第３回西予市議会定例会会議録（第１号） 

１．招 集 年 月 日 令和４年 ９月 １日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和４年 ９月 １日 

          午前１０時００分 

１．散     会 令和４年 ９月 １日 

          午後 ２時２６分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

    ８番  佐 藤 恒 夫 

    ９番  山 本 英 明 

   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １３番  井 関 陽 一 

   １４番  中 村 敬 治 

   １５番  二 宮 一 朗 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

    な   し 

１．会議録署名議員 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

市     長  管 家 一 夫 

副  市  長  酒 井 信 也 

教  育  長  松 川 伸 二 

総 務 部 長  山 住 哲 司 

政策企画部長  宇都宮 明 彦 

生活福祉部長兼 

福祉事務所長  一 井 健 二 

産 業 部 長  和 氣 岩 男 

建 設 部 長  三 瀬 計 浩 

医療介護部長  藤 井 兼 人 

会 計 管 理 者  三 瀬   功 

消防本部消防長  酒 井 広 一 

教 育 部 長  宇都宮   裕 

明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

野 村 支 所 長  大 森 寿 和 

城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

総 務 課 長 兼 

選挙管理委員会書記長  兵 頭 章 夫 

財 政 課 長  安 岡 克 敏 

監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議  事  日  程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      議  事  日  程 

 １ 会議録署名議員の指名 

  （１６番兵頭学、１７番森川一義） 

 ２ 会期の決定 

  （９月１日～１０月３日 ３３日間） 

３ 諮問第 ９号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

４ 諮問第１０号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

５ 議案第８９号 ＣＡＴＶ整備事業 城川サ

ブセンター整備工事請負契

約について 

議案第９０号 西予市卯之町駅舎の設置及

び管理に関する条例制定に

ついて 

   議案第９１号 西予市支所及び出張所設置

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第９２号 西予市議会の議員及び長の

選挙における公費負担に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第９３号 西予市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第９４号 令和４年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

議案第９５号 令和４年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計補正予

算(第１号) 

   議案第９６号 令和４年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

１号) 

   議案第９７号 令和４年度西予市後期高齢

者医療特別会計補正予算

(第１号) 

   議案第９８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第１号) 

   議案第９９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第１号) 

 ６ 認定第 １号 令和３年度西予市一般会計

歳入歳出決算の認定につい

て 

  認定第 ２号 令和３年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計歳入歳

出決算の認定について 

   認定第 ３号 令和３年度西予市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

   認定第 ４号 令和３年度西予市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

   認定第 ５号 令和３年度西予市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認

定について 

   認定第 ６号 令和３年度西予市農業集落

排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

   認定第 ７号 令和３年度西予市水道事業

会計決算の認定について 

認定第 ８号 令和３年度西予市簡易水道

事業会計決算の認定につい

て 

認定第 ９号 令和３年度西予市公共下水

道事業会計決算の認定につ

いて 

   認定第１０号 令和３年度西予市病院事業

会計決算の認定について 

   認定第１１号 令和３年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計決算

の認定について 

７ 報告第 ８号 令和３年度西予市一般会計

継続費精算報告について 

   報告第 ９号 令和３年度健全化判断比率

の報告について 

   報告第１０号 令和３年度資金不足比率の

報告について 

   報告第１１号 西予市土地開発公社の経営

状況について 

   報告第１２号 株式会社エフシーの経営状

況について 

   報告第１３号 株式会社城川ファクトリー

の経営状況について 

   報告第１４号 株式会社どんぶり館の経営

状況について 

   報告第１５号 あけはまシーサイドサンパ

ーク株式会社の経営状況に
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ついて 

   報告第１６号 株式会社グリーンヒルの経

営状況について 

   報告第１７号 一般財団法人宇和文化会館

の経営状況について 

報告第１８号 西予ＣＡＴＶ株式会社の経

営状況について 

８ 発議第 ２号 西予市決算審査特別委員会

の設置について 

   選任第 ３号 西予市決算審査特別委員会

委員の選任 
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本日の会議に付した事件 

 １ 会議録署名議員の指名 

 ２ 会期の決定 

３ 諮問第 ９号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

４ 諮問第１０号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

５ 議案第８９号 ＣＡＴＶ整備事業 城川サ

ブセンター整備工事請負契

約について 

議案第９０号 西予市卯之町駅舎の設置及

び管理に関する条例制定に

ついて 

   議案第９１号 西予市支所及び出張所設置

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第９２号 西予市議会の議員及び長の

選挙における公費負担に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第９３号 西予市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第９４号 令和４年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

議案第９５号 令和４年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計補正予

算(第１号) 

   議案第９６号 令和４年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

１号) 

   議案第９７号 令和４年度西予市後期高齢

者医療特別会計補正予算

(第１号) 

   議案第９８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第１号) 

   議案第９９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第１号) 

 ６ 認定第 １号 令和３年度西予市一般会計

歳入歳出決算の認定につい

て 

  認定第 ２号 令和３年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計歳入歳

出決算の認定について 

   認定第 ３号 令和３年度西予市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

   認定第 ４号 令和３年度西予市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

   認定第 ５号 令和３年度西予市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認

定について 

   認定第 ６号 令和３年度西予市農業集落

排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

   認定第 ７号 令和３年度西予市水道事業

会計決算の認定について 

認定第 ８号 令和３年度西予市簡易水道

事業会計決算の認定につい

て 

認定第 ９号 令和３年度西予市公共下水

道事業会計決算の認定につ

いて 

   認定第１０号 令和３年度西予市病院事業

会計決算の認定について 

   認定第１１号 令和３年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計決算

の認定について 

７ 報告第 ８号 令和３年度西予市一般会計

継続費精算報告について 

   報告第 ９号 令和３年度健全化判断比率

の報告について 

   報告第１０号 令和３年度資金不足比率の

報告について 

   報告第１１号 西予市土地開発公社の経営

状況について 

   報告第１２号 株式会社エフシーの経営状

況について 

   報告第１３号 株式会社城川ファクトリー

の経営状況について 

   報告第１４号 株式会社どんぶり館の経営

状況について 

   報告第１５号 あけはまシーサイドサンパ

ーク株式会社の経営状況に

ついて 

   報告第１６号 株式会社グリーンヒルの経
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営状況について 

   報告第１７号 一般財団法人宇和文化会館

の経営状況について 

報告第１８号 西予ＣＡＴＶ株式会社の経

営状況について 

８ 発議第 ２号 西予市決算審査特別委員会

の設置について 

   選任第 ３号 西予市決算審査特別委員会

委員の選任 
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  開会 午前10時00分 

○小玉議長 

おはようございます。 

ただいまの出席議員は 18名であります。 

これより令和４年第３回西予市議会定例会を開

会いたします。 

管家市長より今定例会招集の挨拶があります。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

令和４年西予市議会第３回定例会の開会に当た

りまして、一言御挨拶を申し上げます。 

処暑を過ぎ、朝夕は夏の暑さも幾分収まり、秋

の気配も感じられるようになってまいりましたが、

日中は猛暑が続いております。 

気温差も大きく体調も崩しやすい時期でもあり

ますので、体調管理、そして健康管理には十分御

留意をいただきたいと存じます。 

さて、新型コロナウイルスでございますが、Ｂ

Ａ.５への置き換わりによりまして爆発的な感染

拡大が続いております。特に、お盆前後から感染

者数が急増し、本県でも 3,000 人を超える感染者

が連日確認をされるなど、過去にない規模で推移

をしております。 

今週に入り幾分ピークは過ぎたような感じがあ

りますが、当市におきましても、先週には 81 名

という感染確認があり衝撃を受けたところであり

ます。 

こうした感染者数の激増によりまして、医療機

関は非常に逼迫し、一般診療にも影響が生じかね

ない事態となりました。 

愛媛県では、こうした現状を踏まえ、８月９日

に発出したＢＡ.５対策強化宣言からＢＡ.５医療

危機宣言に切替え、当面９月 16 日までの期間、

医療現場の危機的状況の改善に努め、そのための

対策を打ち出し、県民・事業者への協力を要請し

ております。 

当市でもこの宣言を受け、コロナ感染の疑いの

ある場合の対応に関するチラシを作成し、その危

機感と緊急性を踏まえ、急遽、職員の人海戦術に

より全戸配布を実施いたしました。 

この取組により、市民の皆様の理解と意識向上

につながり、少しでも医療現場の負担軽減、環境

改善に結びつければと期待しているところであり

ます。 

また、宣言に合わせた具体的な対策として、施

設の利用制限や会食ルールの徹底、イベント対策

の強化に取り組んでおります。 

市民の皆様、利用者の皆様には大変御不便、御

迷惑をおかけいたしますけれども、自分自身、ま

た、身近な大切な人を守るため、最大限の警戒と

感染予防対策の徹底について御理解と御協力をお

願い申し上げます。 

その一方で、直面する課題としての対策ととも

に、アフターコロナを見据えた観光振興への取組

も進めているところであります。 

一昨日は、通常松山駅から大洲駅、または、八

幡浜駅の区間を運行します、人気の観光列車、伊

予灘ものがたりが「えひめ南予きずな博 開明学

校創建 140 周年記念！卯之町歴史探訪の旅」とし

て、松山駅から卯之町駅間まで往復運行されまし

た。 

おかげさまで、上下線ともほぼ満席となり、多

くの方に開明学校や卯之町町並みの散策を楽しん

でいただきました。 

沿線では、多くの市民の皆様が手振りを行って

いただき、観光客を歓迎していただきました。誠

にありがとうございました。 

今回の運行につきましては、議会をはじめ、関

係各位の御尽力により実現できたもので、これに

応えていただきましたＪＲ四国に深く感謝を申し

上げます。 

今後も、今回の成功を踏まえ、定期運行コース

に加えていただければと期待するところであり、

さらに南予一円へと広がる観光振興につながるよ

う、宇和島市、鬼北町、松野町などとも連携し、

ＪＲ四国に要望してまいりたいと思います。 

また、西予市の知名度の向上、アフターコロナ

の旅行先としてのＰＲなどを目的に、トラベルウ

ェブマガジン「旅色」とタイアップし作成しまし

た西予市の旅を特集する旅色の特集号が、ウェブ

媒体と動画で８月 25 日から公開されております。 

若手人気女優の片山友希さんが、宇和米博物館

や明浜狩浜の段々畑を巡り、市内の食や景観の魅

力を紹介しております。 

配信開始以来 4,000 人を超える皆様が視聴され
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ているようで、これをきっかけに多くの方が本市

を知り、関心を深め、実際に当地へお越しいただ

き、その魅力を体験し、ファンになっていただき

たいと期待しているところであります。 

市民の皆様にもぜひとも御視聴いただくととも

に、市外・県外のお知り合いにも御紹介いただき、

アフターコロナの旅行先に加えていただきたいと

思います。 

また、あわせまして、西予市産品にも興味、関

心を持っていただき、購入につなげていただけれ

ば幸いと存じます。 

いずれにいたしましても、新型コロナウイルス

の感染拡大が１日も早く終息し、かつての日常が

戻ることを願うところであります。 

さて、本定例会でございますが、４名の議員か

らの一般質問にお答えするとともに、人権擁護委

員の推薦、条例制定及び改正、補正予算に加え、

令和３年度各会計の決算認定、出資法人の経営状

況報告など、合計 35 件の案件を上程し、御審議

をお願い申し上げるものでございます。 

議案等の提案理由につきましては、上程の際に

説明をいたしますので、何とぞ慎重に御審議いた

だき、御決定賜りますようお願い申し上げまして

招集の御挨拶といたします。 

○小玉議長 

次に、前定例会以降における諸般の報告はお手

元に配信のとおりでありますのでお目通し願いま

す。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

（日程１） 

○小玉議長 

まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行い

ます。 

今回の会議録署名議員に、16 番兵頭学君、

17 番森川一義君の両名を指名いたします。 

（日程２） 

○小玉議長 

次に、日程第２、会期の決定を議題といたしま

す。 

お諮りいたします。 

今回の会期は、本日から 10 月３日までの 33日

間といたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

異議なしと認めます。よって、今回の会期は本

日から 10月３日までの 33日間と決定いたしまし

た。 

（日程３） 

○小玉議長 

次に、日程第３、諮問第９号「人権擁護委員候

補者の推薦について」を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

諮問第９号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」提案理由の御説明を申し上げます。 

法務大臣から委嘱された本市の人権擁護委員の

うち１名の方が令和４年 12 月 31 日をもって任期

満了となります。 

その後任につきまして検討いたしました結果、

宇和町の青野正氏を新任として推薦したいと存じ

ます。 

青野氏は、長年にわたり家業の衣料品店を営む

傍ら、西予市社会教育委員を３期にわたり務めら

れ、西予市商工会の理事を務めるなど、地域に貢

献され地域住民の信頼も厚いものがあります。 

青野氏は、広範な知識と豊かな経験から社会の

実情全般に通じ、人権擁護に強い理解があり適任

者であると考え、人権擁護委員法第６条第３項に

基づき議会の御意見を聞くものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○小玉議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

諮問第９号は会議規則第 37 条第３項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。これに
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御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

異議なしと認め、諮問第９号は委員会付託を省

略することに決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

諮問第９号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」は原案のとおり同意することに賛成の議員の

起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、諮問第９号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

（日程４） 

○小玉議長 

次に、日程第４、諮問第 10 号「人権擁護委員

候補者の推薦について」を議題といたします。 

この際、地方自治法第 117条の規定に基づき加

藤美香君の退場を求めます。 

 〔加藤美香君退場〕 

○小玉議長 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

諮問第 10 号「人権擁護委員候補者の推薦につ

いて」提案理由の御説明を申し上げます。 

法務大臣から委嘱された本市の人権擁護委員の

うち１名が令和４年７月１日から欠員となってお

ります。 

その後任について検討いたしました結果、宇和

町の加藤美香氏を新任として推薦したいと存じま

す。 

加藤氏は、人権対策協議会の理事としても活動

され、平成 28 年からは西予市議会議員として広

く地域に貢献され、地域住民の信頼も厚いものが

あります。 

加藤氏は、人格識見が高く、広範な知識と豊か

な経験から社会の実情全般に通じ、人権擁護に深

い理解があり適任者であると考え、人権擁護委員

法第６条第３項に基づき議会の御意見を聞くもの

であります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○小玉議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

諮問第 10号は会議規則第 37 条第３項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

異議なしと認め、諮問第 10 号は委員会付託を

省略することに決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

諮問第 10 号「人権擁護委員候補者の推薦につ

いて」は原案のとおり同意することに賛成の議員

の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立多数であります。よって、諮問第 10 号は

原案のとおり同意することに決定いたしました。 

加藤美香君の入場を許可いたします。 

 〔加藤美香君入場〕 

（日程５） 

○小玉議長 

次に、日程第５、議案第 89 号「ＣＡＴＶ整備

事業 城川サブセンター整備工事請負契約につい

て」から議案第 99 号「令和４年度西予市農業集
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落排水事業特別会計補正予算（第１号）」までの

11 件を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

 〔宇都宮政策企画部長登壇〕 

○宇都宮政策企画部長 

議案第 89号「ＣＡＴＶ整備事業 城川サブセン

ター整備工事請負契約について」提案理由の御説

明を申し上げます。 

本市では、テレビの難視聴解消とネット通信の

高速化を目的として、平成 20 年度から平成 22 年

度にかけて、総務省及び農林水産省の補助金を活

用し、市内全域にＣＡＴＶが利用できる環境を整

備いたしております。 

今回の城川サブセンター整備工事につきまして

は、設備の整備から 10 年以上が経過しているこ

とから、更新計画に基づき、現在利用しています

城川支所２階電算室内の放送・通信機器類を整備

更新するものでございます。 

本工事につきましては、去る８月９日、電子入

札による事前審査型一般競争入札の開札を行い、

三德電機株式会社 代表取締役木下裕介氏と工事

請負金額 1 億 7143 万 5000 円で、８月 10 日に工

事請負仮契約を締結いたしましたので、議会の議

決を求めるものであります。 

続きまして、議案第 90 号「西予市卯之町駅舎

の設置及び管理に関する条例制定について」提案

理由の御説明を申し上げます。 

本議案は、鉄道及び駅前公共交通機関等の利用

者に対する利便性の向上を図るため、西予市卯之

町駅舎の設置及び管理に関する条例を定めるもの

であります。 

本駅舎は、本市の玄関口であるＪＲ卯之町駅に

おいて、来訪者向けの観光、物産等の情報発信を

行うとともに、鉄道利用者等の利用に供する待合

スペースやトイレを備えた面積 94.25 平方メート

ルの施設でございます。 

施設の供用開始の時期につきましては、令和４

年 11月初旬を予定いたしております。 

以上２議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

大森野村支所長。 

 〔大森野村支所長〕 

○大森野村支所長 

議案第 91 号「西予市支所及び出張所設置条例

の一部を改正する条例制定について」提案理由の

御説明を申し上げます。 

今回の改正は、昭和 42 年度に建設され、老朽

化の激しい野村支所庁舎を野村公会堂跡地へ新築

移転することに伴い、野村支所の位置を定める本

条例の一部を改正するものでございます。 

なお、建物は８月末で完成しており、今後、完

成検査を行い、什器等の搬入、情報通信基盤シス

テムの動作確認を経て、10 月 24 日を供用開始日

とさせていただくものでございます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

よろしくお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

兵頭選挙管理委員会書記長。 

 〔兵頭選挙管理委員会書記長登壇〕 

○兵頭選挙管理委員会書記長 

議案第 92 号「西予市議会の議員及び長の選挙

における公費負担に関する条例の一部を改正する

条例制定について」提案理由の御説明を申し上げ

ます。 

本条例は、西予市議会議員及び西予市長の選挙

における選挙運動に係る公費負担の限度額を定め

たものであります。 

今回の改正は、公職選挙法施行令の改正に伴い、

昨今の物価の変動等を踏まえた選挙公営に要する

経費の単価改正が行われたことから、これに準じ、

選挙運動用の自動車の使用及び選挙運動用のポス

ターの作成、並びに選挙運動用ビラの作成に係る

公費負担限度額について見直しを行うものであり

ます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

 〔山住総務部長登壇〕 

○山住総務部長 

議案第 93 号「西予市職員の育児休業等に関す
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る条例の一部を改正する条例制定について」提案

理由の御説明を申し上げます。 

今回の改正は、地方公務員の育児休業等に関す

る法律の一部改正に伴い、本条例の一部を改正す

るものであります。 

主な改正の内容としましては、育児を行う職員

の職業生活と家庭生活の両立を一層容易にするこ

とを目的として、育児休業の取得回数の制限や非

常勤職員に係る育児休業等の取得要件を緩和する

ことのほか、夫婦交代での取得や特別の事情があ

る場合の取得を可能とするなど、育児休業の取得

を柔軟化するものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

議案第 94 号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第４号）」について、提案理由の御説明を

申し上げます。 

初めに、国の方針等について触れさせていただ

きます。 

政府が６月７日に閣議決定しました経済財政運

営と改革の基本方針 2022（骨太の方針）におい

て、経済あっての財政の考えのもと、感染症及び

直近の物価高の影響をはじめ、国内外の経済情勢

等を常に注視しつつ、必要な政策対応と財政健全

化目標に取り組むことは決して矛盾するものでは

なく、経済をしっかり立て直し、そして、財政健

全化に向けて取り組んでいくことが前年度に引き

続き示されております。 

当面の経済財政運営については、現状、民需に

力強さを欠く状況にある中、海外への所得流出を

伴う物価高騰に直面しているほか、ロシアによる

ウクライナ侵攻は、安全保障をめぐる環境を一変

させており、こうした中にあって大胆な金融政策、

機動的な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略

のもと、適切な実行を図るものとし、コロナ克

服・新時代開拓のための経済対策を具体化する令

和３年度補正予算及び令和４年度予算を着実に執

行するとともに、令和４年度予備費等を活用した

コロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急

対策を迅速かつ着実に実行し、景気の下振れリス

クへの対応、消費や投資をはじめ、民需中心の景

気回復を着実に実現すべく、賃上げや価格転嫁な

ど、成長と分配の好循環に向けた動きを確かにす

るものとされております。 

また、令和５年度予算編成に向けては、民需中

心の景気回復の着実な実現、骨太の方針 2021 及

び 2022 に基づく経済・財政一体改革の着実な推

進、コロナ対策のもとでふくれあがった地方創生

臨時交付金等の各種支援措置については、社会活

動の正常化とともに着実な見直しと正常化を図っ

ていくこと、新しい資本主義の実現に向けた人へ

の投資、科学技術・イノベーションへの投資、ス

タートアップへの投資、ＧＸへの投資、ＤＸへの

投資の分野への計画的で大胆な重点投資、予算執

行における単年度主義の弊害是正、コロナ禍での

類似予算の使い道や成果を見える化するとともに、

効果的・効率的な支出を徹底することなどが取り

組まれることとなっております。 

また、地方財政計画における一般財源総額につ

いては、骨太の方針 2021 に基づき、地方税、地

方交付税及び臨時財政対策債等の総額が、令和３

年度と実質的に同水準で推移する状況となってお

ります。 

このような状況下、今回の補正予算に関わる主

な歳入予算については、令和３年度決算に伴う繰

越金と普通交付税及び臨時財政対策債の算定結果

に伴う補正を行っております。 

まず、繰越金については、令和３年度の決算  

剰余金となりますが、歳入決算総額から歳出決算

総額を差し引いた金額から翌年度への繰越財源を

差し引いた金額、実質収支額とも言われておりま

すが、今回の増額補正の主な理由として、令和３

年度決算の歳出において、平成 30 年７月豪雨災

害からの復旧・復興事業、臨時交付金を財源とし

た新型コロナウイルス感染症対策等の事業に取り

組む一方で、集客イベント関連や県外移動を伴う

事業を中心に感染拡大の影響等により実施できな

かった事業が多数あり、補正予算にて減額調整を

行ってまいりましたが、決算において多額の歳出

予算の不用額が生じたことによるものであります。 

不用額とは、歳出予算現計額から実際に支出し

た額と翌年度への繰越額を差し引いた残額となり

ます。 
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不用額の原因といたしましては、新型コロナウ

イルス感染症関連以外には、執行段階での事業費

の精査と入札実績等によるもの、事務の改善や効

率化の努力によるもの、不測の事態に備えるため

等があります。不用額の多い事務事業につきまし

ては、不用額の理由、予定した事業は実施できて

いたか等の調査を行いましたが、調査の結果、予

定した事業は完了しており、市民の皆様への行政

サービス提供の影響はなかったと検証しておりま

す。 

しかし、例年、多額の不用額が生じております

ので、予算の執行管理を厳しく行い、本市の財政

規模に応じた行政サービス・歳出水準となるよう

努めてまいります。 

次に、普通交付税及び臨時財政対策債の補正に

ついてであります。 

本市の本年度の普通交付税の算定結果について

でありますが、地方債の元利償還金に係る歳入増

加を見込んだものの、地方財政計画における一般

財源総額が令和３年度と同水準とされる中、同計

画の地方税収が大きく伸びた結果を反映して、当

初予算を下回る結果となりました。臨時財政対策

債発行可能額においても、国が示す市町村の減額

割合を超えた結果となり、減額補正を行うもので

あります。 

本市における令和５年度以降の見込みについて

は、人口減少等の影響はあるものの、地方債の元

利償還金に係る財政需要額が増加傾向にあること

から、横ばいで推移することを見込んでおります。 

今後においても、事務事業のスクラップアンド

ビルドの徹底や組織のスリム化等により、歳入に

見合う事業量と財政規模の実現を目指し、持続可

能な財政運営の確立に取り組んでいかなければな

りません。 

市民の皆様、並びに議員の皆様の御理解、御協

力をお願いするところであります。 

それでは、今回の補正予算でございますが、

国・県補助事業において、内示等を受けての事業

費の計上や令和５年度の地域づくり活動センター

設置に向けた準備経費、突発的な修繕経費等を計

上するとともに、令和３年度決算に伴う繰越金の

調整を行うものであります。 

その主な内容でありますが、予算書の款別に御

説明を申し上げます。 

総務費では、地域づくり活動センターの推進経

費を計上し、民生費では、民間保育所がＩＣＴ化

等を行うためのシステム導入に要する経費に対す

る補助金を、農林水産業費では、新規就農者や畜

産経営者への支援に要する経費を、商工費では、

観光物産協会が展開する事業支援としての補助金

を、土木費では、がけ崩れ防止工事に要する経費

や避難路整備等を踏まえた都市防災事業計画策定

に関する経費を、教育費では、宇和文化会館にお

ける舞台機構設備取替工事に要する経費を計上い

たしております。 

また、地方財政法に基づき、令和３年度決算に

よる剰余金の一部を財政調整基金へ積立てをして

おります。 

これらの経費の財源につきまして、それぞれの

歳出に見合う国・県支出金、地方債等の特定財源

を計上し、収支均衡を図るものであります。 

これによりまして、歳入歳出予算の補正は、既

決いただいております歳入歳出予算の総額に、そ

れぞれ 10 億 9340 万 6000 円を増額し、歳入歳出

予算の総額を 337億 2898万 8000 円と定めるもの

であります。 

さらに、継続費補正では、宇和文化会館におけ

る舞台機構設備取替工事に係る経費を増額変更し、

債務負担行為では、サーバー統合構築業務委託に

よる経費を設定、地方債補正では、緊急自然災害

防止対策事業を追加し、臨時財政対策債等の限度

額変更を行っております。 

以上が今回の補正予算の概要でありまして、詳

細な点につきましては、担当課長から補足説明を

させますので、よろしく御審議を賜り、御決定く

ださいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

安岡財政課長。 

 〔安岡財政課長登壇〕 

○安岡財政課長 

それでは、予算書に沿いまして、歳出から補足

説明を申し上げます。 

15 ページをお開き願います。 

2 款総務費、8 項 1 目地域振興費、地域づくり

活動センター推進事業 254 万 2000 円であります

が、令和５年度から設置する予定の地域づくり活

動センターの準備として、各センターに掲げる表
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札用の看板を作成するため、看板製作等委託料を

計上するものであります。 

16 ページをお開き願います。 

3 款民生費、2 項 1 目児童福祉総務費、保育所

（園）管理事業 369 万 5000 円でありますが、保

育士の業務負担軽減を図るため、民間保育所が保

育業務のＩＣＴ化等を行うためのシステム導入に

要する経費に対する補助金を計上するものであり

ます。財源として国庫補助金を充てております。 

18 ページをお開き願います。 

6 款農林水産業費、1 項 3 目農業振興費、農業

後継者育成事業 740 万 1000 円でありますが、就

農後の定着と経営発展に資するため、新規就農者

が実施します機械及び設備等を導入するための経

費に対する補助金を計上しております。財源とし

て県補助金を充てております。 

6 款 1 項 4 目畜産業費、畜産新技術等導入支援

事業 2023万 4000円でありますが、畜産経営の収

益力向上に資するため、畜産クラスター協議会が

実施します新技術等の導入に必要な施設及び機械

の整備等に係る経費に対する補助金を計上するも

のであります。財源として県補助金を充てており

ます。 

19 ページをお開き願います。 

7 款商工費、1 項 4 目観光費、観光物産協会等

運営支援事業 204万円でありますが、観光拠点施

設にＥ－ＢＩＫＥを設置し、市内ジオ巡り等の活

用による経済波及効果を目的として、西予市観光

物産協会が実施しますＥ－ＢＩＫＥの導入事業に

対する補助金を計上するものであります。 

8 款土木費、1 項 2 目急傾斜崩壊防災対策事業

費、がけ崩れ防災対策事業 500 万円でありますが、

市民の生命及び財産を保護するため、がけ崩れ防

止工事を実施するための工事請負費を計上するも

のであります。財源として県補助金、地方債及び

寄附金を充てております。 

20 ページをお開き願います。 

8 款土木費、5 項 1 目都市計画総務費、都市計

画策定管理事業 232 万 1000 円でありますが、避

難路整備等を踏まえた都市防災事業計画（第２期）

を策定するに当たりまして、新たに避難困難者ゼ

ロプログラムに関する内容を盛り込むことが義務

づけられたため、策定に必要な委託料を計上する

ものであります。 

21 ページをお開きください。 

10 款教育費、6 項 3 目文化施設運営管理費、宇

和文化会館管理運営事業 1728 万円でありますが、

舞台機構設備取替工事における各電動装置及び滑

車等の部品につきまして、原材料価格及び石油価

格等の高騰に起因します調達コストの増加のため

工事請負費を増額計上するものであります。財源

として地方債を充てております。 

22 ページをお開き願います。 

13 款諸支出金、2項 1目基金費、財政調整基金

事業 7 億 8446万 1000円でありますが、地方財政

法第７条に基づきまして、令和３年度決算による

剰余金のうち２分の１以上を積み立てるものであ

ります。また、前年度繰越金の増額に伴います歳

入超過分を財源として、減債基金及び公共施設整

備基金事業に 1 億円ずつ積立金を計上しておりま

す。 

次に、主な歳入につきまして御説明申し上げま

す。 

予算書は 11ページにお戻りください。 

10 款地方交付税、1項 1目 1 節普通交付税であ

りますが、総務省におきまして、７月 26 日に本

年度の普通交付税の交付額を決定し、同日閣議報

告されました。全国の交付状況を見ますと、市町

村分におきましては、対前年度比 5.2％の減、愛

媛県内の市町分では、対前年度比 4.5％の減であ

った中、本市におきましては、算定に用います収

入額における市税、譲与税及び各種交付金の増加、

需要額においては、高齢者人口の減少等の影響に

よりまして、対前年度比 1.4％、1 億 6235 万

2000 円減額の 111 億 7826 万 2000 円の算定結果

でありました。当初予算は 114 億円でありました

ので、その差額 2億 2173万 8000 円を減額補正す

るものであります。 

14 款国庫支出金、1項 1目 3 節生活保護費国庫

負担金でありますが、令和３年度生活保護関連各

種事業の実績に伴いまして、精算金となります扶

助費等国庫負担金 2712 万 8000 円を計上するもの

であります。 

12 ページをお開き願います。 

18 款繰入金、1 項特別会計繰入金でありますが、

令和３年度決算に伴います繰越金の調整としまし

て、育英会奨学資金貸付特別会計では 511 万

1000 円を、国民健康保険特別会計では 3141 万
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3000 円を一般会計へ繰り出し、同額を一般会計

において繰り入れるものであります。 

13 ページをお開き願います。 

20 款諸収入、5 項 4 目 3 節民生費雑入 2412 万

1000 円でありますが、後期高齢者医療広域連合

へ負担しました令和３年度療養給付費負担金の確

定によりまして返還金として受入れするものであ

ります。 

21 款市債、1項 8目 1節臨時財政対策債であり

ますが、本年度の発行可能額 1億 5507万 2000 円

と当初予算との差額 4692万 8000 円を減額するも

のであります。 

以上、補足説明とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮教育部長。 

 〔宇都宮教育部長登壇〕 

○宇都宮教育部長 

議案第 95 号「令和４年度西予市育英会奨学資

金貸付特別会計補正予算（第１号）」について提

案理由の御説明を申し上げます。 

今回の補正は、令和３年度決算による繰越金の

確定によるものです。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算をそれぞれ 511 万 1000 円増額し、歳

入歳出予算の総額を 2170万 3000 円と定めるもの

であります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井生活福祉部長兼福祉事務所長。 

 〔一井生活福祉部長兼福祉事務所長登壇〕 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

議案第 96 号「令和４年度西予市国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）」について提案理由

の御説明を申し上げます。 

まず、事業勘定予算から御説明いたします。 

今回の補正の主な内容につきましては、前年度

決算による繰越金の確定に伴い、その一部を財政

調整基金に積み立てるものであります。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算に、それぞれ 6282 万 6000 円を増額し、

事業勘定予算の歳入歳出予算総額を 50億 7170 万

円と定めるものであります。 

次に、診療施設勘定予算について御説明申し上

げます。 

今回の補正は、野村病院から土居診療所への看

護師派遣に伴い、委託料を増額するとともに、会

計年度任用職員給与費のうち、不用となった非常

勤職員報酬と社会保険料を減額するものです。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算に、それぞれ 51 万 3000円を増額し、

診療施設勘定の歳入歳出予算総額を 1 億 5225 万

1000円と定めるものであります。 

続きまして、議案第 97 号「令和４年度西予市

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」に

ついて提案理由の御説明を申し上げます。 

今回の補正の主な内容につきましては、前年度

決算による繰越金の確定に伴い、後期高齢者医療

広域連合納付金を増額するものであります。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算に、それぞれ 2281 万 5000 円を増額し、

歳入歳出予算の総額を 7億 8339万 1000円と定め

るものであります。 

続きまして、議案第 98 号「令和４年度西予市

介護保険特別会計補正予算（第１号）」について

提案理由の御説明を申し上げます。 

今回の補正の主な内容につきましては、前年度

繰越金の確定による介護給付費準備基金積立て、

会計年度任用職員の任期延長に伴う会計年度任用

職員給与費及びそれに伴う一般会計繰入金の増額、

並びに前年度国県負担金等の超過交付額の返還を

行うものであります。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算に、それぞれ 1億 7198万 4000 円を増

額し、歳入歳出予算の総額を 65 億 1181 万

5000円と定めるものであります。 

以上３議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

 〔三瀬建設部長登壇〕 

○三瀬建設部長 

議案第 99 号「令和４年度西予市農業集落排水

事業特別会計補正予算（第１号）」について提案

理由の御説明を申し上げます。 
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今回の補正は、前年度繰越金の確定に伴う財源

調整により歳入予算の組替えを行うもので、歳入

歳出予算の総額に変更ありません。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○小玉議長 

理事者の説明は終わりました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 11時 02分） 

○小玉議長 

再開いたします。（再開 午前 11時 15分） 

（日程６） 

○小玉議長 

次に、日程第６、認定第１号「令和３年度西予

市一般会計歳入歳出決算の認定について」から認

定第 11 号「令和３年度西予市野村介護老人保健

施設事業会計決算の認定について」までの 11 件

を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬会計管理者。 

 〔三瀬会計管理者登壇〕 

○三瀬会計管理者 

認定第１号「令和３年度西予市一般会計歳入歳

出決算の認定について」御説明申し上げます。 

お手元にお配りしております地方自治法に基づ

く令和３年度決算における主要な施策の成果報告

書によりまして御説明をさせていただきます。 

まず初めに、その概要を申し上げます。 

資料は１ページをお開きください。 

令和３年度は、夢と希望を叶える６つの変革

（挑戦）と題して、１．「豪雨からの復旧・復興、

『人の命をまもる』せいよ強靱化への取り組

み・・防災、減災」、２．「仕事づくり・・稼ぐ

力増強、地産品を生かした産業振興」、３．「人

づくり・・西予市に誇りと住みたい人を育む」、

４．「まちづくり・・地域の宝を生かし人を呼び

込む」、５．「生活あんしんのまち・・医療、福

祉」、６．「市役所改革・・西予市の更なる発展

のために」の６つの分野で、西予市復興まちづく

り計画及び第２次西予市総合計画に基づく事業を

展開いたしました。また、新型コロナウイルス感

染症対策を国と歩調を合わせて実施をいたしまし

た。 

それでは、令和３年度の一般会計決算の状況と

あわせまして、普通会計における財政指標等の状

況について御説明し、主要な施策の成果につきま

しても、その概要を御報告いたします。 

まず、一般会計の決算規模と決算収支について

御説明いたします。 

資料は 10ページをお開きください。 

令和３年度の一般会計の決算規模につきまして

は、歳入決算額は 342億 7366 万 3000 円、歳出決

算額は 324 億 2337 万 3000円、歳入歳出差引額は

18 億 5029 万円となり、翌年度への繰越財源 3 億

1339 万 3000 円を除くと、実質収支は 15 億

3689 万 7000 円となります。前年度の決算規模と

比較すると、歳入では 7.5％の減、歳出では

9.0％の減となっております。 

次に、歳入決算の概要について御説明いたしま

す。 

令和３年度の決算額は、前年度と比較し 27 億

9037万 5000円減少しております。 

減額の主な要因は、特別定額給付金給付事業費

国庫補助金、社会福祉施設災害復旧費県補助金の

減などであります。 

一般財源を見ますと、市税は 32 億 1869 万

3000 円で、固定資産税、市町村たばこ税が増と

なったことにより、前年度と比較して 2033 万

3000円の増となっております。 

普通交付税は 113億 4061万 4000 円で、前年度

と比較して 6億 3256万 6000 円の増、特別交付税

は 16 億 3732 万 3000 円となり 1 億 7013 万

2000円の増となりました。 

本市は、歳入の多くを地方交付税、国・県支出

金、市債等に依存しており、特に、地方交付税の

動向が財政運営に大きく影響することになります。

豪雨災害からの復旧・復興事業に加え、長引く新

型コロナウイルス感染症対策、不安定な世界情勢

による原油価格等の高騰への対応が求められる中、

柔軟な財政出動を行うためには、一定規模の基金

残高の確保が重要となります。 

次に、地方交付税の状況について御説明いたし

ます。 

資料は 12ページをお開きください。 

普通交付税につきましては、前年度と比較して、

全国総額ベースで 17.6％増、全国市町村分で

17.0％増、愛媛県内市町分で 13.1％増という状
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況の中で、本市では、地域デジタル社会推進費の

創設、公債費に係る算入額の増加、国の補正予算

に伴う再算定に係る追加交付等により、5.9％増

の 113 億 4061 万 4000 円となりました。 

特別交付税につきましては、前年度と比較して、

全国総額ベースで 7.9％増、全国市町村分では

10.0％増となりましたが、愛媛県内市町分では

7.5％増、本市においては 11.6％増の 16 億

3732万 3000円が交付されました。 

臨時財政対策債につきましては、前年度と比較

して、全国総額の発行可能額で 74.5％増、本市

においては 26.7％増の 5 億 7779 万円、これを含

めた交付税総額は、前年度と比較して 9 億

2451万 6000円の増となりました。 

次に、財政力指数の状況について御説明いたし

ます。 

資料は 13ページをお開きください。 

本市の令和３年度の財政力指数は 0.24 であり、

県市町平均 0.40 と比較すると本市の財政力は極

めて脆弱な状況にあります。 

今後の見通しにつきましては、市税等の大きな

伸びが見込めない中、この指数は横ばいで推移す

ることが予想されます。 

次に、市債の状況について御説明いたします。 

資料は 15ページをお開きください。 

市債の発行につきましては、令和３年度の決算

額は 38億 7759 万円で、四国西予ジオミュージア

ム等の大型建設事業に係る借入額の増加により、

前年度と比較し 5.6％の増、地方債残高は、前年

度と比較し 2 億 9029 万 2000 円減の 396 億

2595万 4000円となりました。 

次に、歳出決算の概要について御説明いたしま

す。 

資料は 16ページをお開きください。 

令和３年度の決算額は 324億 2337 万 3000 円で、

前年度と比較し 9.0％の減となっています。 

減額の主な要因は、総務費で特別定額給付金給

付事業の減、土木費で災害公営住宅整備事業の減、

消防費で防災行政無線デジタル整備事業の減、教

育費でせいよ東学校給食センター建設事業の減な

どでございます。 

性質別決算額では、人件費、扶助費及び公債費

を合計した義務的経費は 139 億 5700万 7000円、

前年度と比較し、住民税非課税世帯及び子育て世

帯に対する臨時特別給付金給付事業等の扶助費の

増加及び公債費の増加により 8.8％の増となって

おります。また、普通建設事業費及び災害復旧事

業費を合計した投資的経費は 60 億 3226 万

8000 円となり、前年度と比較し 11.0％の減とな

っております。普通建設事業費の主なものとして

は、ジオパーク拠点施設整備事業、ＣＡＴＶ整備

事業、野村支所庁舎建設事業、及び災害復旧事業

費においては、道路橋梁河川等の復旧事業となっ

ております。 

目的別決算額では、増額科目においては、主に

民生費が 82 億 1955 万 6000 円となり、住民税非

課税世帯及び子育て世帯に対する臨時特別給付金

給付事業等の増により 10.8％の増、衛生費が

26 億 6809 万 4000 円となり、新型コロナウイル

スワクチン接種委託料等の増により 19.5％の増

となっております。 

減額科目においては、主に総務費が 44 億

2884 万 9000 円となり、特別定額給付金給付事業

等の減により 35.2％の減、土木費が 21 億

3416 万 9000 円となり、災害公営住宅整備事業等

の減により 19.5％の減、教育費が 24 億 992 万

2000 円となり、せいよ東学校給食センター建設

事業等の減により 25.4％の減などとなっており

ます。 

資料は 34ページをお開きください。 

令和３年度においても、平成 30 年７月豪雨災

害からの復旧・復興事業に引き続き取り組みまし

た。令和３年度の復旧・復興予算は、当初予算及

び補正予算により 7億 6833 万 1000円を計上し、

令和２年度からの繰越予算を含めますと合計

27 億 3904 万 9000 円となっています。 

復旧・復興予算の主なものは、総務費において、

復興まちづくりシンポジウム事業 603 万 1000 円、

民生費において、被災者見守り・相談支援事業

857 万 4000 円、衛生費において、被災建物等解

体・撤去支援事業 1038 万 3000 円、商工費におい

て、店舗リニューアル補助金事業 2620 万円、土

木費において、野村地区都市再生整備計画事業

2 億 8547 万円、小規模住宅地区等改良事業

9929 万 9000 円、災害復旧費において 21 億

3649万 5000円などとなっております。 

令和３年度の歳出決算額は 11 億 842万 4000円

ですが、橋梁新設・撤去事業 6845 万円、野村地
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区都市再生整備計画事業 2億 4316万 4000 円等を

翌年度に繰越ししております。なお、繰越事業の

財源といたしましては、国庫補助金、市債等を充

てております。 

資料は 92ページをお開きください。 

令和３年度も新型コロナウイルス感染症への対

応として、数次の補正予算を編成し 25 億 277 万

4000円を計上いたしました。 

感染症対策予算の主なものは、総務費において、

新生活様式対応行政サービス構築事業 1 億

5139 万 5000 円、民生費において、住民税非課税

世帯等に対する臨時特別給付金給付事業 8 億

914 万 8000 円、子育て世帯への臨時特別給付金

給付事業 4 億 7216 万 9000円、商工費において、

新型コロナウイルス感染症対策中小企業者等経営

安定支援事業 5 億 6329 万 5000 円などとなってお

ります。 

令和３年度の歳出決算額は 20 億 8564 万

4000円となり、1億 6396万 7000 円を翌年度に繰

越ししております。なお、繰越事業の財源といた

しましては国庫補助金を充てております。 

次に、実質公債費比率の状況について御説明い

たします。 

資料は 19ページをお開きください。 

令和３年度の実質公債費比率は 11.4％で、前

年度と比較して 0.9％上昇しております。元利償

還金が大幅な増となったことが、比率上昇の主な

要因であります。 

次に、健全化判断比率の状況について御説明い

たします。 

資料は 20ページから 21 ページとなりますが、

21 ページを御覧ください。 

実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字額

が生じていないため該当ありません。実質公債費

比率は、先ほど申し上げましたとおり、前年度と

比較して 0.9％上昇の 11.4％、将来負担比率は、

前年度と比較して 8.8％減少の 64.1％となってお

り、いずれの指標も早期健全化基準を下回ってい

る状況であります。 

しかしながら、市税、普通交付税等の大きな伸

びが見込めない中、今後、実質公債費比率につい

ては、元利償還金の増加等により上昇し、将来負

担比率についても、一般会計の地方債残高及び特

別会計に対する繰出見込額の高止まり、充当可能

基金の減少等により上昇することが見込まれ、財

政全般にわたる慎重な運営が求められます。特に、

多額の市債発行が続きますと、地方債残高も増加

の一途となり、将来に大きな負担を残すことにな

ります。財政上、可能な限り有利な市債を活用し、

後年度の財政運営にできるだけ影響が出ないよう

計画的な市債発行を行っているところであります。 

次に、主要な施策の成果についてその概要を御

報告いたします。 

資料２ページを御覧ください。 

政策別の施策といたしましては、新型コロナウ

イルス感染症の影響を受けた事業はあったものの、

「しごとづくり」では、事業所の経営支援、企業

誘致と創業支援等の商工業振興事業、持続的な農

業経営への基盤づくり、森林環境の基盤整備、漁

港整備及び維持管理等の農林水産業振興事業、ジ

オパークの普及推進等の観光振興事業を実施いた

しました。 

「ひとづくり」では、子育て支援の推進、学校

教育の充実、健康づくりの推進、継続的な医療体

制づくりの推進、火災・救急体制の整備、高齢者

福祉の推進、セーフティネットの確保と地域福祉

の推進、生涯学習及び人権教育の推進、スポーツ

及び文化振興事業を実施いたしました。 

「まちづくり」では、市街地整備等の持続的な

市域へのデザイン、市民協働の推進、防災・減災

対策及び交通安全・防犯対策の推進、道路・橋梁

の整備及び維持管理、汚水処理の推進、自然環

境・生活環境の保全、地域情報化と情報発信力の

向上を図るための事業を実施いたしました。 

「行財政」では、移住・定住の促進、公共施設

マネジメントの推進、オフィス改革による効率的

な仕事の推進など、持続的な行政経営の取組を実

施いたしました。 

なお、主要な施策の成果に係る事業の概要につ

きましては、成果報告書の 42 ページから 91ペー

ジに記載しておりますのでお目通しいただきます

ようお願いいたします。 

以上、主要な部分のみを御説明申し上げました

が、詳細につきましては、委員会におきまして各

担当部課長が御説明をいたしますので、よろしく

御審議の上、御認定いただきますようお願い申し

上げます。 

引き続きまして、令和３年度西予市特別会計の
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決算について御説明申し上げます。 

資料は８ページになります。 

公営企業会計を除く特別会計の総額では、歳入

決算額は 125 億 4195 万 3000 円、歳出決算額は

122 億 7310 万 3000 円、歳入歳出差引額は 2 億

6885万円、実質収支も同額でございます。 

それでは、会計別に御説明を申し上げます。 

まず、認定第２号「令和３年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計歳入歳出決算の認定について」

御説明申し上げます。 

資料は 95ページになります。 

令和３年度決算額は、歳入総額が 4627 万

6000 円で、前年度と比較いたしまして 295 万円

の増、歳出総額は 3467 万 4000 円で、前年度との

比較では 1793 万 3000円の増となり、形式収支、

実質収支ともに 1160万 2000 円となっております。 

なお、令和３年度貸付人数は 22 人で、貸付総

額は 849万円、償還人数は延べ 836人で、償還総

額 1969万 800 円であります。 

続きまして、認定第３号「令和３年度西予市国

民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について」

説明を申し上げます。 

資料は 96ページをお開きください。 

まず、国民健康保険特別会計事業勘定は、歳入

総額が 50億 4533万円、歳出総額は 49億 8250 万

4000 円となり、形式収支、実質収支ともに

6282 万 6000 円の黒字となっております。この繰

越額につきましては、その一部を財政調整基金積

立金に充てることとしております。 

当会計におきましては、被保険者の減少や高齢

化、医療技術の高度化などに伴い、今後も厳しい

財政運営となることが予想されます。 

将来にわたって、国保の安定的な運営と財政の

健全化を図るためにも、引き続き保険税の高い収

納率を維持するとともに、ジェネリック医薬品の

普及促進、健康の保持増進や保健事業の効率的な

実施による重症化予防に取り組むことにより、国

保会計の健全化に努めてまいります。 

次に、診療所施設勘定について御説明いたしま

す。 

資料は 101 ページからになりますが、102 ペー

ジをお開きください。 

市内３診療所の歳入総額は 1 億 3417万 5000円、

歳出総額も同額となっております。 

診療所勘定におきましては、一般会計から

4025 万 9000 円を繰り入れることにより収支均衡

を図っている状況にあることから、引き続き医  

療材料費等の経費削減に努めるとともに、今後も

医療体制の見直しを図るなど、地域の実情に応じ

た医療提供体制の確保に努めてまいります。 

続きまして、認定第４号「令和３年度西予市後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」御説明申し上げます。 

資料は 105 ページをお開きください。 

歳入総額は 6億 8772万 4000 円で、前年度と比

較いたしまして 2108万 8000 円の増、歳出総額が

6 億 6490 万 8000 円で、前年度と比較して

1684 万 3000 円の増となりまして、形式収支、実

質収支ともに 2281 万 6000円の黒字額を計上して

おります。 

歳入につきましては、被保険者の保険料が 4億

1489 万 1000 円、繰入金 2 億 4298 万 2000 円、後

期高齢者医療健康診査の受託収入などの諸収入

1122万 7000円が主なものでございます。 

歳出につきましては、後期高齢者医療広域連合

納付金が 6 億 2858 万 8000円となり、歳出全体の

94.6％を占め、歳出のほとんどが実績額確定に伴

う保険料、保険基盤安定分、広域連合の共通経費

となっております。 

続きまして、認定第５号「令和３年度西予市介

護保険特別会計歳入歳出決算の認定について」御

説明申し上げます。 

資料は 108 ページからになります。 

介護保険特別会計事業勘定は、歳入総額が

63 億 304 万 9000 円で、前年度と比較しまして

1 億 7207 万 4000 円の増、歳出総額は 61 億

3198 万円で、前年度と比較しまして 5798 万

7000 円の増となり、形式収支 1 億 7106 万

9000円の黒字額を計上しております。 

今後も介護サービスや介護予防サービス、介護

予防・日常生活支援総合事業が、多様な事業者、

または施設等から適正かつ安定的、継続的に提供

されるよう指導・監理し、介護保険の健全運営を

図ってまいります。 

続きまして、認定第６号「令和３年度西予市農

業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて」御説明申し上げます。 

資料は 115 ページからになります。 
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農業集落排水事業特別会計における歳入総額は

3 億 2539 万 9000 円で、前年度と比較いたしまし

て 2020万 8000 円、5.85％の減、歳出総額が 3 億

2486 万 2000 円で、前年度と比較いたしまして

2022 万 8000 円、5.86％の減となっておりまして、

実質収支が 53 万 7000 円となっております。 

本事業につきましては、農業集落における農業

用用排水の水質の汚濁を防止し、農村地域の生活

環境の向上を図るため、現在 10 処理場が稼働し

ており、機能診断調査の評価結果に基づき、適

時・適切な施設の維持管理に努めているところで

あります。 

以上、令和３年度西予市特別会計歳入歳出決算

につきまして御説明をさせていただきました。 

よろしく御審議の上、御認定いただきますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

 〔三瀬建設部長登壇〕 

○三瀬建設部長 

認定第７号「令和３年度西予市水道事業会計決

算の認定について」御説明申し上げます。 

公営企業会計決算書の 18 ページをお開きくだ

さい。 

まず、令和３年度の西予市水道事業の概要を報

告いたします。 

総括事項として、給水収益を含む営業収益につ

きましては、給水人口及び給水戸数の減少等によ

り、前年度比 0.1％の減となりました。 

また、業務量につきましては、給水人口が前年

度から 549 人減少し 2 万 8844 人、年間総有収水

量は前年度比 0.4％減の 327 万 1353 立方メート

ルとなりました。 

次に、収益的収入及び支出の決算額について御

説明いたします。 

４ページをお開きください。 

水道事業収益 7 億 2159 万 2145 円に対しまして、

水道事業費用は 6億 7854万 5377 円となり、前年

度と比較しまして、収益は 1.7％の増、費用につ

いても 0.4％の増となっております。なお、これ

らは消費税込みの金額であります。 

８ページをお開きください。 

このことを損益計算書で御説明いたしますと、

営業収益 5 億 7015 万 243 円に対しまして、営業

費用が 6 億 2629 万 7490 円となり、差引き

5614万 7247円の営業損失となりました。 

次に、営業外収益は、水道加入金など 8136 万

8523 円となっており、営業外費用は企業債の支

払利息など 2512万 783 円を支出しております。 

以上によりまして、経常利益 10 万 493 円、当

年度純利益 62 万 2200円となり、当年度未処分利

益剰余金が 9620万 3293円となっております。 

なお、積立金と合わせた利益剰余金の合計は

4 億 9690万 5876円であります。 

次に、資本的収入及び支出について説明いたし

ます。 

６ページをお開きください。 

資本的収入につきましては、税込み収入総額

1 億 5384 万 4783 円となっております。その内訳

は、負担金 187 万 9537 円、企業債 5000 万円、補

助金 7678万 9246円、出資金 2517万 6000 円であ

ります。 

次に、資本的支出につきましては、税込み支出

総額 4 億 1497 万 9197 円で、建設改良費として

3 億 707 万 5637 円、企業債償還金として 1 億

790万 3560 円を支出しております。 

建設改良の主な工事は、三瓶給水区域の津布理

浄水場整備事業、宇和給水区域の永長第１水源に

おける井戸築造事業等であります。 

また、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する 2億 6113万 4414 円につきましては、当年

度分損益勘定留保資金等で補填をいたしました。

そのほか、決算資料を掲載しておりますので御参

照ください。 

続きまして、認定第８号「令和３年度西予市簡

易水道事業会計決算の認定について」御説明申し

上げます。 

公営企業会計決算書の 56 ページをお開きくだ

さい。 

まず、令和３年度の西予市簡易水道事業の概要

を報告いたします。 

総括事項といたしまして、給水収益を含む営業

収益につきましては、給水人口及び給水戸数の減

少等により、前年度比 1.4％の減となりました。 

また、業務量につきましては、給水人口が前年

度から 163 人減少し 4,622人、年間総有収水量は

前年度比 0.6％増の 54 万 8253 立方メートルとな
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りました。 

次に、収益的収入及び支出の決算について御説

明いたします。 

42 ページをお開きください。 

簡易水道事業収益 1 億 3598 万 758 円に対しま

して、簡易水道事業費用は 1 億 3427万 5209円と

なり、前年度と比較いたしまして、収益 3.7％の

増、費用につきましては 3.2％の減となっており

ます。なお、これらは消費税込みの金額でありま

す。 

46 ページをお開きください。 

このことを損益計算書で御説明いたしますと、

営業収益 5409 万 5678円に対しまして、営業費用

が 1 億 2686 万 5668 円となり、差引き 7276 万

9990円の営業損失となりました。 

次に、営業外収益は、市からの補助金など

7606 万 2303 円となっており、営業外費用は、企

業債の支払利息など 131万 823 円を支出しており

ます。 

以上によりまして、経常利益 198 万 1490 円、

当年度純利益 204万 803 円となったことにより、

当年度未処理欠損金は 519 万 4748 円となってお

ります。 

次に、資本的収入及び支出について説明いたし

ます。 

44 ページをお開きください。 

資本的収入につきましては、税込み収入総額

923 万 448 円となっております。その内訳は、負

担金 18 万 1500 円、補助金 904 万 8948 円であり

ます。 

次に、資本的支出につきましては、税込み支出

総額 1500万 4501円で、建設改良費として 102 万

3000 円、企業債償還金として 1398 万 1501 円を

支出しております。 

なお、建設改良工事については、中筋簡易水道

におけます頭王浄水場内整備工事及び予子林簡易

水道における導水管布設替工事であります。 

また、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する 577 万 4053 円につきましては、当年度分

損益勘定留保資金等で補填をいたしました。その

ほか、決算資料を掲載しておりますので御参照く

ださい。 

続きまして、認定第９号「令和３年度西予市公

共下水道事業会計決算の認定について」御説明申

し上げます。 

公営企業会計決算書の 90 ページをお開きくだ

さい。 

令和３年度西予市公共下水道事業の概要を報告

いたします。 

当事業は、野村処理区と宇和処理区の計２処理

区で下水道事業を実施しており、宇和処理区にお

ける管路整備工事を行っております。 

業務量につきましては、接続人口が前年度から

236 人増加し 6,013 人、年間総有収水量は、前年

度比 2.1％増の 80 万 9893 立方メートル、水洗化

率は、前年度より 2.6 ポイント増の 58.5％とな

りました。 

次に、収益的収入及び支出の決算について御説

明いたします。 

76 ページをお開きください。 

下水道事業収益 4億 7060万 8968 円に対しまし

て、下水道事業費用は 4億 5081万 8967円となり、

前年度と比較しまして、収益は 7.2％の減、費用

についても 3.1％の減となっております。なお、

これらは消費税込みの金額であります。 

80 ページをお開きください。 

損益計算書で御説明いたしますと、営業収益

1 億 561 万 376 円に対しまして、営業費用が 4 億

365 万 4168 円となり、差引き 2 億 9804 万

3792円の営業損失となりました。 

次に、営業外収益は、他会計負担金など 3 億

4613 万 6325 円となっており、営業外費用は、企

業債の支払利息など 3776万 2294 円を支出してお

ります。 

以上によりまして、経常利益 1033 万 239 円と

なり、特別利益と特別損失を合わせまして、当年

度純利益 1061 万 1765 円となっております。 

なお、積立金と合わせた利益剰余金の合計は

4946万 1577円であります。 

次に、資本的収入及び支出について御説明いた

します。 

78 ページをお開きください。 

資本的収入につきましては、税込み収入総額

2 億 9315 万 8570 円となっております。その内訳

は、企業債 7770 万円、出資金 1 億 2973 万

5311 円、補助金 7549 万 3259 円、分担金及び負

担金 1023万円であります。 

次に、資本的支出につきましては、税込み支出
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総額 3 億 9050 万 6904 円で、建設改良費として

1 億 8793 万 4813 円、企業債償還金として 2 億

257万 2091 円を支出しております。 

建設改良費については、宇和処理区の管路整備

に係る費用であります。主な整備地区は伊賀上地

区であります。 

また、翌年度繰越額に係る財源充当額を除いた

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する

1 億 2055 万 4334 円につきましては、繰越工事資

金及び過年度分損益勘定留保資金等で補填をいた

しました。そのほか、決算資料を掲載しておりま

すので御参照ください。 

以上、よろしく御審議の上、御認定いただきま

すようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

藤井医療介護部長。 

 〔藤井医療介護部長登壇〕 

○藤井医療介護部長 

認定第 10 号「令和３年度西予市病院事業会計

決算の認定について」御説明を申し上げます。 

公営企業会計決算書の 124ページをお開きくだ

さい。 

全国的な医師及び看護師の不足など、医療を取

り巻く環境は依然として厳しい状況が続いており

ます。 

また、当年度においても新型コロナウイルス感

染症の影響を大きく受けた経営となっております。 

そのような中、西予市民病院におきましては、

内科、外科、泌尿器科及び整形外科の常勤医師及

び必要な診療科等の非常勤医師を確保し、また、

野村病院におきましても、内科、整形外科の常勤

医師及び必要な診療科等の非常勤医師を確保し、

両病院とも年間を通して入院・外来診療等を行う

ことができました。 

これらによりまして、両病院が連携して、公立

病院としての診療機能や市内の二次救急体制の維

持に努めてきたところでございます。 

今後におきましても、医師及び看護師等の確保

に努め、医師会や関連機関と連携し、西予市内の

地域医療を維持していく所存でございます。 

次に、125 ページの業務量でございますが、西

予市民病院では、年間入院延患者数 2 万 8193 人、

外来延患者数 4 万 5603 人、野村病院では、年間

入院延患者数 2 万 3147 人、外来延患者数 4 万

857人となっております。 

次に、112 ページの収益的収入及び支出につい

て御説明いたします。 

病院事業収益 41 億 1913 万 9889 円に対しまし

て、病院事業費用は 42 億 5686 万 4880 円となっ

ております。なお、これらは消費税込みの金額で

ございます。 

その詳細につきましては、116 ページの損益計

算書で御説明いたします。 

医業外収益 30 億 2596 万 4212 円に対し、医業

費用は 40 億 356 万 6346 円で、差引き 9 億

7760万 2134円の営業損失となりました。 

その主な要因といたしましては、患者数の減少

に伴う診療収益の減、西予市民病院建設及び野村

病院の大規模改修に係る減価償却費、医療スタッ

フの確保に伴う給与費の増などでございます。 

次に、医業外収益は 10 億 5669 万 6013 円で、

うち 6 億 4474万 7518円が一般会計からの負担金

及び補助金、9080 万 9920 円が国・県からの補助

金でございます。 

医業外費用は 2 億 3862 万 3321 円で、主に企業

債の利息、控除対象外消費税として計上される雑

支出及びスマイル保育園の運営費でございます。 

以上によりまして、経常損失 1 億 5952 万

9442 円、当年度純損失 1 億 4035 万 3063 円とな

り、当年度未処理欠損金は 6 億 9736万 6088円と

なっております。 

続いて、114 ページの資本的収入及び支出につ

いて御説明いたします。 

資本的収入の総額は 3 億 2111 万 8 円で、内訳

は、一般会計出資金 340 万円、一般会計負担金

2 億 3420 万 8008 円、企業債 6950 万円、補助金

1400万 2000円であります。 

次に、資本的支出につきましては、税込み支出

総額は 4億 6282万 1083 円で、これは医療機器の

更新などの建設改良費 9379 万 6890円、企業債償

還金 3 億 6662万 4193円、奨学資金制度に係る投

資 240 万円となっております。 

これにより、資本的収入額が資本的支出額に対

して不足する額 1億 4171万 1075 円につきまして

は、過年度分損益勘定留保資金等で補填いたしま

した。 

151 ページから、西予市民病院及び野村病院の
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決算資料を掲載しておりますので御参照ください。 

今後とも、関係機関と緊密な連携を図り、効率

的な施設運営と経費節減に努めるとともに、引き

続き安全・安心な医療を提供してまいります。 

続きまして、認定第 11 号「令和３年度西予市

野村介護老人保健施設事業会計決算の認定につい

て」御説明を申し上げます。 

公営企業会計決算書の 198ページをお開きくだ

さい。 

令和３年度は、利用者が住みなれた地域で安心

して生活できるよう在宅復帰支援や在宅療養支援

に力を入れました。具体的には、令和３年 12 月

から施設基準を在宅強化型から超強化型に変更し、

在宅復帰に向けたリハビリをより強化していると

ころでございます。また、サービスの高度化によ

る介護報酬区分を算定することで経営の安定化を

目指し、年間入所延利用者数は、対前年度より

319 人増となりました。利用者に選ばれる施設と

なれるよう職員が一丸となって努力をしていると

ころでございます。 

業務量でございますが、年間施設入所者延利用

者数は 3 万 1139 人、短期入所延利用者数は

1,876 人、入所・短期を合わせた入所延利用者数

は 3万 3015 人、１日平均利用者数は 90.5人、年

間通所延利用者数は 6,696人、１日平均利用者は

22.4人となりました。 

次に、184 ページをお開きください。 

まず、収益的収入及び支出について決算報告書

で御説明いたします。 

施設事業収益 5 億 8923 万 7394 円に対しまして、

施設事業費用は 5億 6848万 5010 円となっており

ます。これらは消費税込みの金額であります。 

このことを 188 ページの損益計算書で御説明い

たしますと、施設運営事業収益は 5 億 2017 万

120 円に対しまして、施設運営事業費用は 5 億

5222 万 4025 円となり、差引き 3205 万 3905 円の

営業損失となりました。 

令和３年度は営業損失を計上することとなりま

したが、施設基準の変更と利用者増に伴い、施設

運営事業収益は、前年度比 2489万 2882円の増収

となりました。費用においては、超強化型への移

行のため、介護職員の増員に伴い給与費が増額と

なりました。また、新型コロナウイルス感染防止

に必要となる経費も昨年に引き続き増加しており

ます。 

次に、施設運営事業外収益は、市からの補助金

などにより 4260万 1084 円となっており、施設運

営事業外費用は企業債の支払利息などで 1595 万

1065円を支出しております。 

以上によりまして、経常損失は 540 万 3886 円、

特別利益と特別損失を合わせますと、当年度純利

益は 2075万 2384円となり、当年度未処理欠損金

は 1623万 8896 円となりました。 

次に、資本的収入及び支出について御説明いた

しますので、決算書の 186ページをお開きくださ

い。 

資本的収入につきましては 7073万 2074円とな

っており、市からの繰入金を計上したものであり

ます。 

一方、資本的支出につきましては 7138 万

3274 円となっており、建設改良費及び企業債償

還金を支出しております。 

事業の概要につきましては 193 ページの貸借対

照表及び 197ページからの事業報告書等を御参照

願います。 

今後とも、関係機関と緊密な連携を図り、効率

的な施設運営と経費節減に努め、さらなるサービ

スの向上と利用者やその家族の生活を支援してま

いります。 

以上、よろしく御審議の上、御認定いただきま

すようお願い申し上げます。 

○小玉議長 

理事者の説明は終わりました。 

暫時休憩いたします。（休憩 午後０時 16 分） 

○小玉議長 

再開いたします。（再開 午後１時 30分） 

ただいま議題となっております認定第１号から

認定第 11号までの監査報告を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

正司代表監査委員。 

 〔正司代表監査委員登壇〕 

○正司代表監査委員 

決算審査意見について御報告を申し上げます。 

市長から地方自治法の規定に基づき審査に付さ

れました令和３年度西予市一般会計・特別会計の

決算及び西予市基金運用状況並びに地方公営企業

法の規定に基づき審査に付されました西予市公営
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企業会計の決算について、慎重に審査を行い、去

る８月 16 日に決算審査意見書を市長へ提出した

ところでございます。 

以下、その内容について御報告させていただき

ます。 

お手元の令和３年度西予市一般会計及び特別会

計決算審査意見書の１ページを御覧ください。 

第１ 審査の対象は、令和３年度一般会計及び

令和３年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計ほ

か４特別会計の歳入歳出決算です。 

第２ 審査の概要であります。 

まず、審査の方法につきましては、市長から提

出されました一般会計及び特別会計の歳入歳出決

算書、その他政令で定められた書類について、関

係諸帳簿及び証拠書類と照合し、計数の正確性、

予算の執行状況の確認を行うとともに、定例監査

や例月現金出納検査の結果を参考に審査をいたし

ました。 

次に、審査の期間ですが、令和４年６月 30 日

から８月８日までの間実施をいたしました。 

第３ 審査の結果であります。 

計数に誤りはなく、歳入歳出予算の執行及び関

連する事務処理についても適正に行われていると

認められました。 

次に、決算の概要であります。 

２ページの（１）決算規模のア 総計決算額を

御覧ください。 

アの総計決算額は、歳入が 468 億 1562 万円、

歳出が 446 億 9648 万円であります。 

ウの総計決算額の比較を見ていただきますと、

前年度に比べて、歳入が 27 億 8539万円、歳出が

32 億 9501 万円それぞれ減少しております。 

続いて、３ページの（２）決算収支状況を御覧

ください。 

一般会計及び特別会計の決算収支の状況は、合

計欄に記載のとおり、歳入歳出差引額、いわゆる

形式収支が 21 億 1914万円で、翌年度へ繰り越す

べき財源を差し引いた実質収支が 18 億 575 万円

であります。 

一般会計と特別会計に分けてみますと、まず、

一般会計の形式収支は 18億 5029 万円で、実質収

支は 15億 3690 万円、実質収支から前年度実質収

支を差し引いた単年度収支は 5 億 3537 万円の黒

字となっています。 

次に、特別会計では、形式収支・実質収支とも

に 2億 6885 万円で、単年度収支は 9723 万円の黒

字となっています。 

なお、各会計決算収支の状況につきましては、

６ページ以降に記載しておりますので、お目通し

いただき、詳細な説明は省略させていただきます。 

次に、49ページをお開きください。 

まとめの中ほど、16 行目以降を御覧ください。 

財政指数の結果では、公債費負担比率が

18.6％に上昇し、経常収支比率はやや改善したも

のの 92.5％と財政の硬直化が見られ、財政力指

数においても 0.24 と低く、依然として厳しい財

政状況が続いています。 

このことを踏まえ、今後の行政運営等御配慮い

ただきたいことにつきまして４点を挙げさせてい

ただいております。 

まず１点目は、財政運営であります。 

これまでの行財政改革の推進とその努力は理解

できますが、基金、特に財政調整基金は年々減少

して、財政面で厳しい状況がうかがえることなど

から、本市の将来を見据え、持続可能な財政基盤

の確立と健全運営により一層力を注いでいただき

たいと考えます。 

２点目は、不納欠損額と収入未済額であります。 

一般会計の不納欠損額は 673 万円、収入未済額

は 1 億 8953 万円、また、特別会計の不納欠損額

は 871 万円、収入未済額は 6286 万円で、一般会

計と特別会計を合わせた不納欠損額と収入未済額

の合計額は 2億 6782万円に及んでおります。 

これらに対し、実効性のある方策が求められる

ところですが、徴収の強化や債権処理など、債権

管理に向けた新たな取組に期待するものでありま

す。 

３点目は、不用額であります。 

一般会計では約 18 億円の不用額が生じており

ます。新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあ

りますが、特に、土木費と災害復旧費の予算現額

に対する執行率が極めて低く、多額の不用額が生

じていることから、予算管理に当たっては、最善

の注意を払っていただくようお願いいたします。 

４点目は、新型コロナウイルス関係であります。 

新型コロナウイルスの感染拡大が長期化し、市

民生活や地域経済へさらなる影響が憂慮されてき

ております。 
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引き続き、市民生活への配慮と資金に乏しい個

人事業主や中小企業などへの切れ目のない支援と

柔軟な対応を望むものであります。 

以上、一般会計及び各特別会計決算の審査結果

報告とさせていただきます。 

なお、50 ページ以降の西予市基金運用状況審

査の結果につきましては、各基金の計数はいずれ

も正確であり、適正に運用されていると認められ

ましたので報告させていただきます。 

続きまして、令和３年度西予市公営企業会計決

算審査意見書の１ページを御覧ください。 

第１ 審査の対象は、令和３年度水道事業会計、

簡易水道事業会計、公共下水道事業会計、病院事

業会計、野村介護老人保健施設事業会計の各事業

会計の決算であります。 

第２ 審査の概要であります。 

まず、審査の方法につきましては、市長から提

出されました各事業会計の決算報告書、財務諸表、

事業報告書及び政令で定められた書類について、

これらの計数・経営成績・財政状態が適正な表示

であるか、関係諸帳簿及び証拠書類と照合すると

ともに、定例監査、例月現金出納検査の結果も参

考に審査をいたしました。 

次に、審査の期間ですが、令和４年６月 21 日

から令和４年８月８日までの間実施いたしました。 

第３ 審査の結果であります。 

いずれも法令に基づいて作成され、計数、経営

成績及び財政状態についても適正に表示されてい

ると認められました。 

次に、総合意見について説明させていただきま

す。 

６ページ（２）総合意見を御覧ください。 

経営の状況ですが、公営企業会計全体の純損失

は、前年度の 2601 万円から 1 億 633 万円に増加

しております。純損失の増加要因は、主に病院事

業会計の委託料、減価償却費等の費用の増加によ

るものであります。 

５行目以降を御覧ください。 

各事業会計の経営分析結果ですが、財務比率の

流動・当座・現金預金の各比率はおおむね良好に

推移していますが、損益その他の比率の事業収支

比率は各事業会計ともに 100％未満で事業損失が

生じています。 

公営企業は、経済性の発揮と公共の福祉増進を

果たすことを目的としており、経営の安定と市民

生活に対するサービスの維持が求められておりま

すが、新型コロナウイルス感染症の影響が続いて

いることに加え、物価の上昇もあり、今後の経営

への影響が懸念されているところであります。経

営成績や財政状況を常に把握するとともに、経営

戦略や改革プランを策定している事業会計におい

ては、その計画を活用するなど中長期的な視点に

立った持続可能な経営を望むものであります。 

当面、各事業会計において留意して取り組んで

いただきたいことを上げさせていただきました。 

まず、水道事業です。 

水道事業の経営は、法定耐用年数を経過した水

道管の割合が高く、更新が進んでいないのが現状

であり、経営戦略に基づき水道管の更新を計画的

に進めていただきたいと考えます。また、安心・

安全な水道水の供給と水道管更新などに必要な財

源の確保を念頭に、適切な料金設定にも取り組ま

れるよう望むものであります。 

次に、簡易水道事業です。 

簡易水道事業の経営は、少子高齢化や過疎化に

よって給水人口が減少し、経営が困難になること

が予測されるところであります。これから先の経

営の在り方や料金設定の在り方について危機意識

を持って対応し、事業の方向性を導き出していた

だくよう望むものであります。 

次に、公共下水道事業です。 

公共下水道事業の経営は、一般会計からの繰入

金があって成り立っている状況にあります。当面、

経営戦略に基づいて経営基盤を強化し、接続推進

による水洗化率の向上と料金収入の向上に積極的

に取り組むとともに、汚水処理費の削減に努め、

経費回収率の向上を図っていただくよう望むもの

であります。 

続いて、病院事業です。 

病院事業の経営は、新型コロナウイルス感染症

や人口減少の影響などで医業収支は厳しい状況が

続いているところでありますが、令和４年度から

実施の病棟再編や病床削減が健全な経営につなが

るよう努めるとともに、公立病院として安定した

運営に取り組まれるよう望むものであります。 

最後に、野村介護老人保健施設事業です。 

野村介護老人保健施設事業経営は、超強化型の

施設基準取得や利用者数の増加などに努めた結果、
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収益は向上しているところでありますので、引き

続き利用者数の維持・向上に努め、経営の安定化

を図っていただくよう望むものであります。 

なお、各事業会計の決算審査の状況は７ページ

以降に記載しておりますので、お目通しいただき

説明は省略させていただきます。 

以上、公営企業会計決算審査意見の報告とさせ

ていただきます。 

これで決算審査意見についての報告を終わりま

す。 

○小玉議長 

以上で監査報告は終わりました。 

 （日程７） 

○小玉議長 

次に、日程第７、報告第８号「令和３年度西予

市一般会計継続費精算報告について」から報告第

18 号「西予ＣＡＴＶ株式会社経営状況について」

までの 11件を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井副市長。 

 〔酒井副市長登壇〕 

○酒井副市長 

報告第８号「令和３年度西予市一般会計継続費

精算報告について」提案理由の御説明を申し上げ

ます。 

令和３年度において、ＣＡＴＶ整備事業におけ

る西予ＣＡＴＶセンター整備工事及び監理委託、

ジオパーク拠点施設整備事業における実施設計監

理委託、展示及び本体工事、宇和地区防災行政無

線デジタル整備事業の継続費に係る継続年度が終

了しましたので、地方自治法施行令第 145 条第２

項の規定により継続費精算報告書を添えて御報告

を申し上げます。 

続きまして、報告第９号「令和３年度健全化判

断比率の報告について」提案理由の御説明を申し

上げます。 

令和３年度決算に基づく実質赤字比率、連結実

質赤字比率、実質公債比率及び将来負担比率の健

全化判断４比率を算定いたしましたので、地方公

共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項

の規定により監査委員の意見を付し報告をするも

のであります。 

なお、財政健全化判断比率と申しますのは、市

の財政運営が将来を含め、今どういう状態である

かを見るためのものでございます。 

その比率でございますが、実質赤字比率及び連

結実質赤字比率につきましては、一般会計並びに

全ての会計を通しての実質赤字額はございません。 

次に、実質公債費比率は借入金返済の度合いを、

また、将来負担比率は将来の財政運営を圧迫する

度合いを見るものでございます。いずれの比率に

つきましても早期健全化の基準額を下回っており、

現状では健全な財政運営状況であることを御報告

いたします。 

続きまして、報告第 10 号「令和３年度資金不

足比率の報告について」提案理由の御説明を申し

上げます。 

水道事業会計、簡易水道事業会計、公共下水道

事業会計、病院事業会計、野村介護老人保健施設

事業会計及び農業集落排水事業特別会計につきま

して、令和３年度資金不足比率を算定いたしまし

たので、地方公共団体の財政の健全化に関する法

律第 22 条第１項の規定により監査委員の意見を

付し報告するものであります。 

この資金不足比率とは、公営事業の経営状況の

悪化の度合いを見るものですが、一覧表のとおり

全ての会計において資金不足を生じておらず、健

全な経営がなされている状況であることを御報告

申し上げます。 

続きまして、報告第 11 号「西予市土地開発公

社の経営状況について」、報告第 12 号「株式会

社エフシーの経営状況について」、報告第 13 号

「株式会社城川ファクトリーの経営状況につい

て」、報告第 14 号「株式会社どんぶり館の経営

状況について」、報告第 15 号「あけはまシーサ

イドサンパーク株式会社の経営状況について」、

報告第 16 号「株式会社グリーンヒルの経営状況

について」、報告第 17 号「一般財団法人宇和文

化会館の経営状況について」、報告第 18 号「西

予ＣＡＴＶ株式会社の経営状況について」一括し

て提案理由の御説明を申し上げます。 

地方自治法第 221条第３項で規定する市の出資

比率が 50％以上の法人などについては、同法第

243 条の３第２項の規定により、毎事業年度に法

人の経営状況を説明する書類を作成し、議会に提

出することが義務づけられており、本議会に８法
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人の令和３年度経営状況について報告するもので

あります。 

各法人の経営状況の詳細につきましては、担当

部長から補足説明いたしますので、よろしくお願

いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

 〔山住総務部長登壇〕 

○山住総務部長 

報告第 11 号「西予市土地開発公社の経営状況

について」補足説明を申し上げます。 

令和３年度西予市土地開発公社の実績につきま

しては、完成土地売却として、さくら団地４区画

を販売し 2566 万 9900 円の収入がありました。 

令和４年度の事業計画につきましては、宇和町

さくら団地残り 27 区画、城川町高野子団地残り

６区画、三瓶町いぶき団地残り 10 区画、宇和町

みどり団地残り 12 区画、合計 55 区画の販売促進

を行うことといたしております。 

次に、令和３年度の収支報告をいたします。 

収入の部では、事業収益 2566 万 9900円、事業

外収益 3 万 9500 円、繰越金 3286 万 9019 円、事

業借入金 4500 万円の合計 1 億 357万 8419 円でご

ざいます。歳出の分は、販売費及び一般管理費

455 万 6977 円、事業外費用 14 万 3973 円、事業

借入元金償還 7000 万円の合計 7470万 950円でご

ざいます。 

差引き繰越金といたしましては 2887万 7469円

でございます。 

詳細につきましては、お配りをいたしておりま

す資料をお目通しいただけたらと思います。 

以上で、西予市土地開発公社の経営状況の補足

説明とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

 〔和氣産業部長登壇〕 

○和氣産業部長 

報告第 12 号「株式会社エフシーの経営状況に

ついて」補足説明を申し上げます。 

同社は、森林の保全や林業の担い手育成等を主

な目的に、林産物の生産、加工、販売及び農林業

基盤整備に係る伐出・除伐・作業道開設と木質ペ

レット製造施設の指定管理者として、素材生産・

森林整備事業に取り組んでおります。 

令和３年度は、ベテラン作業員が２名退職した

ため、素材生産量 6,739 立方メートルと、前年度

比約 69％に減少いたしました。あわせて、森林

整備面積においても前年値の 118ヘクタールを下

回り 85 ヘクタールとなりました。 

木質ペレット等木材加工品生産量につきまして

は、ペレット 298 トン、前年度から 24 トン増、

おが粉 423 立方メートルと前年度から１立方メー

トルの増となりました。 

これらを合わせた売上げ総額は約 1 億 1100 万

円と昨年に比べ約 800万円の減額となり、あわせ

て、当期純利益が約 100万円となり、約 900万円

の減額となりました。雇用者数は現在 18 名で、

事業目的に林業者の人材育成が位置づけられてい

ることから、令和４年度についても、引き続き人

材の雇用と育成、機械化による効率化及び林家向

上等を目指すとともに、計画的な森林管理を行い、

安定的な木材の生産と供給が可能となるよう地域

の森林整備に取組みます。 

また、西予市内森林の適切な整備と林業活性化

に向けて、将来につながる経営の安定化と担い手

の育成に引き続き努めてまいります。 

なお、詳細につきましては、お配りしておりま

す資料を御覧ください。 

次に、報告第 13 号「株式会社城川ファクトリ

ーの経営状況について」補足説明を申し上げます。 

同社は、市内農林業の活性化のため、地元産品

を使用した特産品の開発・生産・加工・販売を主

な業務としており、指定管理者として、特産品セ

ンター、農産物加工センター、食肉加工センター、

産地形成等促進施設の運営を行っております。令

和３年度売上高は約 5億 700 万円となり、昨年度

に比べ約 3600 万円の増となりましたが、当期純

利益は約 550万円と昨年度から微増にとどまりま

した。 

主な要因は、和栗ブームの流れを受け、栗製品

の売上げを大きく伸ばすことができたものの、原

料栗の不足と高値基調が原因となり大きく利益率

を上げる結果とはなりませんでした。 

令和４年度につきましては、今年度実施して好

感触を得ることができました冷凍保存栗の活用、

経済状況、消費者ニーズの把握、ネット販売の強
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化や小口取引先の開拓等城川ファクトリーとして

のブランド力を高め、引き続き、お客様の視点に

立った商品サービスの開発を行ってまいりたいと

考えております。 

なお、詳細につきましては、お配りしておりま

す資料を御覧ください。 

次に、報告第 14 号「株式会社どんぶり館の経

営状況について」補足説明を申し上げます。 

同社は西予市指定管理者として、観光物産事業

の振興による市内事業者の所得の向上、地元雇用

の創出による若者の定住、高齢者の生きがいづく

り及び都市と農村の交流を目的に、どんぶり館の

ふれあい市場、レストラン、駅前店あおぞらなど

の事業に取り組んでおります。 

令和３年度につきましても、新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響を受け、来館者は約 47 万人

にとどまったものの、売上高は昨年に比べて約

960 万円増の約 1 億 7300 万円となりました。当

期純利益については、駅前店あおぞらオープンに

係る費用を計上したことにより、約 180万円の損

失を出す結果となりましたが、損失はオープンに

係る一時的な支出によるものであるため、経営の

安全性に問題はないと考えております。 

令和４年度は、どんぶり館２号店としてオープ

ンしたあおぞらと団体専用レストラン、ジオ・キ

ッチンをたくさんの方が御利用いただけるようＰ

Ｒしていくとともに、コロナウイルスの影響に注

視しながら、地元産品の販売促進に力を入れてま

いります。 

なお、詳細につきましては、お配りしておりま

す資料を御覧ください。 

次に、報告第 15 号「あけはまシーサイドサン

パーク株式会社の経営状況について」補足説明を

申し上げます。 

同社は西予市指定管理者として、明浜ふるさと

創生館、明浜観光交流拠点施設、あけはまオート

キャンプ場の３施設で、明浜地区の基幹産業であ

る柑橘等の農林水産物を使った地域特産品の製造

販売のほか、市民の健康増進、漁村と都市間の観

光交流の推進、雇用確保を含めた地域振興を担う

経営管理を行っております。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大

の影響はあったものの、施設利用者数が約 5万人

と前年と比べ約 4,000人増加いたしました。あわ

せて、売上高は前年比 109％の約 1 億 5500 万円

となり、当期純利益は約 600 万円を確保すること

ができました。 

今後につきましても、経営再建を最重点としな

がら、人材の確保、育成に取り組んでまいります。 

また、西予市を代表する観光施設として、新型

コロナウイルス対策に取り組むとともに、感染状

況に注意しながらさらに経営改革を進めてまいり

ます。 

なお、詳細につきましてはお配りしております

資料を御覧ください。 

次に、報告第 16 号「株式会社グリーンヒルの

経営状況について」補足説明を申し上げます。 

同社は、農産物の生産、加工、販売を主な業務

とし、西予市指定管理者として、野村青汁工場の

管理経営を行っております。 

令和３年度の売上高は約 7 億 6800 万円と前年

比 79％にとどまり、当期純利益についても前年

比約 90％の約 3200 万円となりました。 

今年度の売上げが前年度よりも大きく減少した

要因としましては、夏場のケール生産において、

黒すす病による生産量の落ち込みをはじめ、新型

コロナウイルス感染症拡大、原油価格の高騰、円

安などの経営環境の悪化が続いていることが原因

であります。 

期末における正職員数は 15 名で、平均年齢が

50 歳と高齢化が進んでいるため、若手人材の雇

用・育成が急務となっており、今後も積極的に求

人募集を行い、人材確保に努める予定でございま

す。 

なお、詳細につきましては、お配りしておりま

す資料を御覧ください。 

以上で補足説明とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮教育部長。 

 〔宇都宮教育部長登壇〕 

○宇都宮教育部長 

報告第 17 号「一般財団法人宇和文化会館の経

営状況について」補足説明申し上げます。 

一般財団法人宇和文化会館は、本年４月から引

き続き指定管理者として、芸術文化事業の実施と

施設の管理運営を行っております。 

会館運営におきましては、令和３年度も前年度
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に引き続き、新型コロナウイルス感染症の拡大に

より、自主事業や貸館事業等に大きな影響を受け

ました。 

芸術文化事業につきまして、自主事業では、計

画しておりました４事業のうち１事業を実施、共

催事業につきましては、計画しておりました３事

業のうち１事業の実施となりました。なお、三瓶

文化会館における自主事業は実施することができ

ませんでした。 

続きまして、令和３年度の貸館事業につきまし

ては、新型コロナウイルス感染症の影響により、

年間利用者数 550 件、利用人数 1 万 3249 人であ

り、前年度と比較しますと、件数で 95.8％、利

用者数で 90.7％となっております。 

次に、収支の状況について御報告させていただ

きます。 

事業活動収入につきましては、合計 4685 万

1391 円、事業活動支出につきましては、合計

4354 万 7651 円でございました。収入合計から支

出合計を差引き、さらに投資活動の収支差額のマ

イナス 140 万 4149 円を合わせた当期収支差額は

189 万 9591 円となっております。前期繰越収支

差額が 249 万 5398 円でしたので、次期繰越収支

差額は 439 万 4989 円となっております。 

平成３年 12 月に開館をしました宇和文化会館

は、建設から 30年が経過しました。 

本年度から文化会館長寿命化計画に基づき、舞

台吊物機構、照明・音響設備等の改修に順次取り

組んでいくこととしております。 

来館者及び定期利用者の方々には、感染症拡大

防止対策を徹底し、安心して利用できる環境整備

に努めながら、今後も市民のニーズに沿った取組

を行い、さらに利便性を高めることにより、経営

の安定を図ってまいりたいと考えているところで

あります。 

以上、宇和文化会館の経営状況についての説明

とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

 〔宇都宮政策企画部長登壇〕 

○宇都宮政策企画部長 

報告第 18 号「西予ＣＡＴＶ株式会社の経営状

況について」補足説明を申し上げます。 

西予ＣＡＴＶ株式会社の事業は、光ケーブルを

伝送路としたＣＡＴＶ事業であり、行政情報番組、

ジモトーク等自主放送番組の制作・放送、エリア

の天気予報や定点カメラ映像、緊急情報の発信等

を行っております。 

令和３年度におきましては、昨年度に引き続き

訪問による営業活動に力を注ぎ、新規加入者を増

やしつつ、新プランの提案により加入促進営業を

展開した結果、令和４年３月末の西予ＣＡＴＶが

提供するテレビ加入率は 58.7％、インターネッ

ト加入率は 41.6％となり、ともに前年度と比較

して増加しております。 

その結果、令和３年度の売上高につきましては

4 億 5932 万 9166 円、経常利益 1 億 448 万

7595 円、当期純利益 6954 万 5295 円となってお

ります。 

現在、営業活動により加入者数は増えておりま

すが、人口減少、転出などによる解約・休止の件

数が増加傾向にあることから、今後、事業の多角

化により新たな事業の柱を構築するため、新規事

業について研究を行っているところでございます。 

情報通信技術の技術革新は目まぐるしいものが

あり、業界を取り巻く環境だけでなく、業界その

ものの環境が大きく変わろうとしています。 

今後も変化を見極め、的確に対応し、市民の皆

様に必要な情報やサービスを提供することで、明

るく安心安全なまちづくりに貢献し、企業として

さらに成長していけるよう努めてまいります。 

詳細につきましては、お配りをいたしておりま

す資料をお目通しください。 

以上で、西予ＣＡＴＶ株式会社の経営状況の補

足説明とさせていただきます。 

○小玉議長 

理事者の報告は終わりました。 

（日程８） 

○小玉議長 

次に、日程第８、発議第２号「西予市決算審査

特別委員会の設置について」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

本案については、16 名の委員で構成する西予

市決算審査特別委員会を設置し審査することにい

たしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 
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異議なしと認めます。よって、本案については、

16 名の委員で構成する西予市決算審査特別委員

会を設置し審査することに決定いたしました。 

次に、選任第３号「西予市決算審査特別委員会

委員の選任について」を議題といたします。 

本案については、委員会条例第８条第１項の規

定により、西予市決算審査特別委員会委員に、１

番和気数男君、２番宇都宮久見子君、３番信宮徹

也君、４番宇都宮俊文君、５番加藤美香君、６番

中村一雅君、７番河野清一君、８番佐藤恒夫君、

９番山本英明君、10 番竹﨑幸仁君、12 番源正樹

君、13 番井関陽一君、14 番中村敬治君、16 番兵

頭学君、17 番森川一義君、18 番酒井宇之吉君を

それぞれ指名いたします。 

ただいま選任されました西予市決算審査特別委

員会委員の諸君は、直ちに委員会を開催の上、委

員長、副委員長を互選し議長へ報告願います。 

暫時休憩いたします。（休憩 午後２時 15 分） 

○小玉議長 

再開いたします。（再開 午後２時 25分） 

西予市決算審査特別委員会の委員長、副委員長

の互選結果について報告いたします。 

西予市決算審査特別委員会委員長に信宮徹也君、

副委員長に和気数男君、以上のとおりであります。 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

９月７日は午前９時より一般質問を行います。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午後２時26分 

 



 

 

 

 

第 ２ 日 

 

９月７日（水曜日） 
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本日の会議に付した事件 

１ 一般質問 
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  開会 午前９時00分 

○小玉議長 

おはようございます。 

本日はこのように大勢の方が傍聴にお越しいた

だき、誠にありがとうございます。 

ただいまの出席議員は 18名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

（日程１） 

○小玉議長 

日程第１、一般質問を行います。 

質問者は通告内容及び申し合わせに従い発言し

てください。 

それでは通告順に発言を許可いたします。 

まず、15番二宮一朗君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

おはようございます。公明党の二宮一朗でござ

います。 

議長より許可をいただきましたので、トップバ

ッターとして質問をさせていただきます。 

心配しておりました台風 11号、大きな被害もな

く西予市を過ぎ去っていただきましたので一安心

をしております。ただ、依然終息の見えないウク

ライナの皆さんの現状、また、コロナ拡大の現状、

これについては本当に１日も早く平穏を取戻して

いただきたいというふうに願うばかりでございま

す。 

今回の一般質問は４項目分割でさせていただき

ます。時間に気をつけながら質問しますので御答

弁ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

まず１点目、投票率向上対策について質問をさ

せていただきます。 

さきの参議院選挙の投票率、愛媛県では

48.81％、西予市においては 56.84％とかなり低い

投票率となりました。近年、投票率の低下は全国

的な課題となっておりまして、現行の選挙制度に

対しての懸念や選挙結果を民意と呼べなくなる日

が来ても不思議ではないと民主主義の危機ではな

いかと、そういうふうな御意見も聞かれるように

なってきております。 

全国的に投票率が下がり始めたのは 1990年代に

なってからと言われておりまして、参議院選挙の

投票率で言えば、1989 年、平成元年では 65.02％

だったものが、1993 年から 2016 年までは 50％台

というふうに推移をしております。この７月の参

議院選挙では、全国では 52.05％でしたけれども、

愛媛県では 48.81％という状況であります。国政

選挙の投票率は、そのときそのときの政治状況に

大きく左右されますので、何とも言えないんです

けれども、有権者の半数以上が参政権を放棄する

というふうになれば、先にも言ったように、民主

主義の危機と言えるのではないかと考えておりま

す。 

どうすれば有権者の皆様が選挙へ関心を持って

いただけるか、関心を高めることができるのか、

行政も我々議会も今こそ真剣に取り組むべき課題

の一つではないかと考えております。 

そこで、今回は３点について質問をさせていた

だきます。 

１点目は、今回実施いたしました期日前移動投

票所の実証試験についてどのような結果だったの

か。また、次回の県知事選挙でも実証試験を行う

というふうに言われておりましたけれども、今回

と同じ方法なのか、また違う方法になるのでしょ

うか。実証試験本格開始までのタイムスケジュー

ルについてお伺いをいたします。 

２点目は、期日前投票について、現状の期日前

と当日の投票率についてお伺いをいたします。そ

してまた、18 歳の有権者対策についての考え方を

お願いいたします。 

３点目につきましては、移動投票所以外での投

票率向上に有効と思われる対策について、移動支

援を実施している自治体等も今増えてきていると

思いますけれども、西予市の選管の考え方をお伺

いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

皆さんおはようございます。 

本日は、一般質問に当たりまして、早朝より傍

聴にお越しいただき心から感謝を申し上げます。 

昨日の台風 11号は、大型で非常に強い勢力を持
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つ台風ということで非常に心配をしていたところ

でございますけれども、西予市では風は強かった

ものの降水量も思いのほか少ないくらいで、被害

発生の報告もなく安堵をしたところでございます。

農業関係、またかん水等ではもう少し雨量があれ

ばよかったかなという気持ちを持っているところ

であります。しばらくは台風シーズンが続くと思

われます。近年台風が大変大型化し甚大な被害を

もたらすケースも少なくありません。気象情報、

災害対策には御留意をいただきたいと思います。 

本日から２日間にわたりまして４名の議員の皆

様から一般質問をお受けいたします。それぞれの

質問に対しましては真摯に回答させていただきた

いと考えておりますのでどうぞよろしくお願いい

たします。 

市政運営の根幹に関わる御質問には私が回答す

ることとし、それ以外の専門的分野などの質問に

つきましては、各部長を中心として回答させてい

ただきたいと考えておりますので御理解をいただ

きますようよろしくお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

兵頭選挙管理委員会書記長。 

○兵頭選挙管理委員会書記長 

二宮議員の御質問に対しまして、選挙管理委員

会書記長として答弁させていただきます。 

２つの地域で実施しました移動期日前投票所の

実証試験につきましては、当日の天候は開始前後

に小雨が降る天候ではありましたが無事に実施す

ることができました。 

移動投票所での投票結果につきましては、宇和

町明間板ケ谷地区では、投票率が 53.8％で、前回

の令和元年参議院選挙の増設投票所での投票率

41.9％と比較すると約 12％の増加となり、城川町

窪野地区では、投票率が 17.9％で、こちらも前回

の増設投票所での投票率 16.9％と比較すると約

１％の増加となりました。 

次に、投票者を年齢別に見ますと、どちらの地

区においても 60 から 80 歳代の高齢者の方が中心

となっております。 

今回の結果につきましては、大きな成果までは

出ておりませんが、当日の気温が高い中、また、

県全体の投票率が低下した中で、わずかではあり

ますが前回の投票率を超える結果となったことに

つきましては、少しながらも効果はあったのでは

ないかと思っております。 

また、選挙後においては、該当地区の有権者に

対してアンケート調査を行っております。 

主な回答結果としましては、移動投票所を利用

した方からは、便利になったとの意見が 80％を占

めており、その理由としましては、歩いて行ける

近い距離で投票ができた、移動距離が少ない場所

で投票できたと回答されています。逆に、移動投

票所を利用しなかった方については、60 代までの

働いている方に多く、移動投票の日程、また時間

帯が合わなかった、通勤や職場の関係で市役所で

の期日前投票所のほうが利用しやすかったなどが

主な理由となっております。 

さらに分析が必要ではありますが、平成 22年度

の投票区見直しによって当日投票所から遠方の地

域においては、増設投票所を半日開設する取組を

行ってきており、今回は、さらにその地域の中で

投票所数を増やしたわけですが、それに対して、

特に高齢者で投票所が少しでも近くなった方にと

っては便利になったとの回答を得る一方で、この

方々は、前回も車等で増設投票所に来ていただい

ていた方がほとんどと思われ、全体の投票率が大

きく伸びていないことを鑑みると、移動投票所に

よる新たな高齢投票者の掘り起こしまでには至ら

なかったのではないかと考えております。 

次に、次回の実証試験についてお答えします。 

今回、投票率向上に向けて大きな成果が見られ

なかったことにつきましては、やはり初めての試

みであったことや、アンケート結果においても、

一部に移動投票所の実施を理解されていない方も

おられたことから、これらも要因の一つかとは思

いますが、このことに関してはさらに分析が必要

と考えております。 

よって、選挙管理委員会としては、１回のみの

検証では、その有効性について明確に判断しがた

いことから、11 月の愛媛県知事選挙においても、

もう一度同地域に対して移動投票所の試験運用を

行うこととしております。そして、次回の結果も

踏まえた上で、移動投票所の在り方を判断し、そ

の後に予定されている選挙に向けて方向性を決め

ていきたいと考えております。 

次に、期日前投票の投票率についてお答えしま

す。 
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今回の参議院選挙における西予市内の期日前投

票率は、在外選挙人を除いた数値で 30.29％であ

り、令和元年の参議院選挙より 2.81ポイント低い

結果となりました。当日投票を含めての全体の投

票率は 56.84％であり、県内の市の中では、西予

市が一番高い投票率ではあったものの、今回の選

挙では、県内全域で投票率が低下した結果となり

ました。 

次に、全体の投票者数に対する期日前投票者数

の割合を比較しますと、今回の参議院選挙では約

53％が期日前投票を利用されていました。昨年の

衆議院選挙も令和元年の参議院選挙も約 53％でし

たので、投票者の半数以上が期日前投票を利用し

ていることが常態化している状況です。 

期日前投票は当日投票と比較して期間が長く、

また、仕事帰り等に気軽に利用できることから、

期日前投票の利便性を向上させることが全体の投

票率向上につながると考えております。引き続き、

投票所内の混雑解消対策など気軽に投票できる環

境づくりに努めてまいります。 

次に、18 歳の有権者対策についてお答えします。 

今回の参議院選挙における 18 歳の投票率は

30.5％でした。このうち、高校３年生相当の投票

率で見ますと 67.9％と高くなります。特に、新た

に有権者となる高等学校の生徒に対する対策とし

ましては、学校の授業に合わせて選挙管理委員会

職員が出向き、出前講座や実際の投票所で使用す

る記載台や投票箱を利用した模擬選挙を行うなど

啓発に取り組んでいるところです。 

さきに述べたとおり、高校在学中に選挙権を有

している場合は、多くの生徒が投票に出向いてい

ますが、その一方で、高校卒業後の進学では、住

民票を異動しないまま市外へ転出されている方が

多く、その結果、投票ができない事案が多く発生

していることが投票率低下の要因になっているの

ではないかと考えております。 

このため、各高校で行う出前講座においては、

生徒に対して、住民票異動と選挙の関係性につい

てチラシを配布して詳しい説明を行うなど、住民

票手続の重要性についても啓発に努めているとこ

ろです。 

最後に、移動支援についてお答えします。 

現在は、選挙に特化した移動支援は行ってはい

ないものの、低料金で利用できる生活交通バスや

デマンドタクシーについては、選挙時における移

動手段として利用を促してきたところですが、こ

れらの交通は、実施地区が限定されていたり、時

間帯に制限があるなど、広く公平に利用できるも

のではないことから、選挙での利用が進んでいな

い状況です。 

市内全域で利用できる一般タクシー等の移動支

援につきましては、公平性を考慮した対象者の選

定や対応事業者の協力体制、必要経費の確保など

課題が多くありますが、移動支援はより広く投票

の機会を提供できる手段となりますので、まずは

先進自治体に学びながら、移動投票所の検証結果

も踏まえつつ、支援手段の一つとして検討は進め

ていきたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○二宮議員 

ありがとうございます。 

何点か再質問させていただきます。 

今県内では一番高かったとの答弁もありました

けれども、この投票率低下という問題は、特に高

齢者や人口減少、過疎化が進む地方自治体におい

てはより深刻な問題だと考えております。 

私が初当選させていただいた 14年前の人口は約

4 万 5000 人弱、有権者が 3 万 7000 人、投票率

83.9％で約 3 万人の方が投票をされました。２年

前につきましては、人口約 3 万 7000 人、有権者

3 万 1000 人、投票率 64.42％で、投票していただ

いた方が約 2 万人です。この間に人口が約

7,000 人余り減ってるんですけれども、それ以上

に投票をされてない、要するに棄権された方が

1 万 500 人いるというこの現実ですよね。ここが

やっぱり私は一番問題じゃないかなと思うわけで

すよ。再度ですけども、この 56.84 というのをど

のようにお考えなのかお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

兵頭選挙管理委員会書記長。 

○兵頭選挙管理委員会書記長 

先ほども申しましたように、今回の西予市での

投票率は、県内の市の中では一番高い投票率では

ありましたが、西予市合併後の 23選挙において４
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番目に低い値となっております。 

二宮議員も申し上げられましたが、投票率は選

挙時の政治状況や候補者等によって大きく左右さ

れるものでありますが、選挙管理委員会としても

危機感を感じており、次回の知事選に向けて投票

率向上に努めてまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

２点目の再質問ですけれども、先ほどの答弁に

もあったように、今や期日前投票と当日投票が一

緒というか、期日前のほうが、今、増えているよ

うな状況があると思うんですけれども、今回の実

証試験と併せて、次回で結論を出すということで

すが、どういう結果になるかはちょっと私は想像

もつきませんけれども、最初の答弁にもありまし

たように増設投票所ですね、22 年に減らしたとこ

ろに大体増設投票所を今つくっとるんですけども、

そこに行くことが大変なという状況が今生まれて

おります、地域によって。ですから、そこを僕は

巡回していくぐらいのね、前もちょっとスクール

バスでそういうところ回ったらええんやないかと

いう質問をしたことあるんですけれども、今、こ

の移動投票所という考えが出てきて、移動投票車

で一番近いところまで回っていただくのがいいと

思って質問しとるわけですけども。先ほど言った

増設投票所を回るような、そういうこともちょっ

と視野に入れて選管には議論を期待したいと思う

んですがいかがでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

兵頭選挙管理委員会書記長。 

○兵頭選挙管理委員会書記長 

このことに関しましては、県知事選挙後におい

て、検証結果を踏まえながら選挙管理委員会で議

論してまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ぜひよろしくお願いします。 

投票率向上のためには、選挙管理委員会のそう

いう技術的なことだけではなくて、私はオール西

予で取り組むべきではないかと考えております。 

我々議会が取り組んでいる市民との意見交換会

や議会だより、そして我々議員の個人活動につい

ても、もっともっと工夫や努力をする余地は十分

あると考えております。 

行政におかれましても、市長が２年に１回地域

懇談会で回られておりますけれども、実際にそこ

に来られてる方というのは、もう役員の方ぐらい

しかあまりこう見受けられない、一般の住民がな

かなか参加していただけないという現状もあるん

じゃないでしょうか。この高齢化と人口減少が進

む西予市においては、来年からスタートする地域

づくり活動センターで、持続可能な地域とか、未

来の西予市を目指しているわけでございますけれ

ども、この状況で行政や議会に無関心な市民が増

え続ければ、住民自治というのが成り立たなくな

ると、それが一番心配をしているところでござい

ます。 

投票率が下がることが地域づくりや住民自治の

危機ということで市長はどのようにお考えなのか

お伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

ただいまの二宮市議の御質問に対しまして私の

考えを述べさせていただきたいと思いますが、現

在西予市では広報紙、そしてホームページ、ケー

ブルテレビでの行政番組、またＳＮＳ、防災行政

無線など多様な手段を活用して、市民の皆様に情

報発信を行っております。 

また、議員も言われましたように、市政懇談会、

そして昨年からサテライト市長室などを定期的に

開催し、私が直接市民の方と意見を交換する場を

設けております。また、その中の内容の充実、持

ち方の充実ということも図っていかなければなら

ないと思っております。 

これからも市の方針や施策について様々な手段

を用いながら、読む人、見る人の視点、受け取っ

ていただく方の視点に立った情報を発信をします

し、また年齢、性別を問わず多様な市民の皆様の
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御意見をお聞きする中で、地域との一体感を醸成

し、来年、令和５年４月１日スタートします地域

づくり活動センターを拠点として、協働のまちづ

くりを進めてまいりたいと、そのように考えてお

ります。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

危機感は市長も私と同じだと思っておりますの

でぜひよろしくお願いしたいと思います。 

次に、２点目の子育て支援策についてお伺いを

いたします。 

まず高校生までの医療費の無償化についてです

けれども、私たち公明党は子育て・教育を国家戦

略にという観点から、一貫して子どもの幸せを優

先する社会の実現というものを目指してきており

ます。昨年の衆議院選挙では、子育て応援トータ

ルプランというものをつくって、出産一時金の増

額とか、子ども家庭庁の創設、そしてこども基本

法の制定などと併せて高校生までの医療費の無償

化を目指すということを公約として掲げておりま

す。 

以前中学生の通院費の無償化を何度か質問しま

したが、そのときに必ず当時の市長から言われた

のは、国がやるべき政策だということで福祉の国

境論というものを言われて、私は何度も挫折をい

たしました。 

そのときは、国からの中学生の通院費、医療費

無償にした自治体へのペナルティーとして国庫補

助減額というものがあって、そういったことも自

主財源の厳しい自治体が躊躇していて、ネックの

一つだったということは理解はしております。そ

れでも、昨年から中学生の通院医療費無償化を実

施していただいており、保護者の皆さんからは喜

んでいただいております。 

そこで、国庫補助減額のペナルティーについて、

今、現状はどのぐらいあるのかということをお伺

いしたいというふうに思います。 

そして、高校生の医療費無償化は、私たち公明

党の重要政策の課題の一つであり、国においても

必ず近い将来実現できるとは思っておりますけれ

ども、今月２日の愛媛新聞では大洲市が来年から

実施をふまえての予算計上というふうに載ってお

りました。大洲の二宮市長は、５月の市長選にお

いてこのことを公約とされておりましたので、い

ずれ出てくるだろうなと予想はしておりました。

こういうあちこちの市町が手を挙げてやり始める

ことで、愛媛県全体に広がるし、国の制度として

の後押しになると私は考えております。 

そこで、西予市も子育て支援策の一つとして国

に先んじて、高校生までの医療費無償化をするべ

きだと考えておりますけれども、市長の考えをお

伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井福祉事務所長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

それでは現在の国庫補助減額についてお答えを

させていただきます。 

地方単独事業による医療費助成に関わる国庫負

担の減額調整措置については、平成 30年度から、

未就学児までを対象とする医療費助成の減額調整

措置は行わないとする規定の整備がなされました。 

このことから、令和３年度から開始いたしまし

た小中学生医療費無償化に伴う国庫負担の減額調

整額は約 65万 8000円となっております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗議員に申し上げます。 

分割質問ですので、ヤングケアラーについても

一緒に分割として質問していただきたいと思いま

す。 

○二宮議員 

誠に失礼しました。 

ついつい癖で御容赦いただきたいと思います。 

それではヤングケアラーについて質問させてい

ただきます。 

近年ヤングケアラーという活字を目にすること、

耳にすることが増えておりますけれども、日常的

に家族の介護をしている子どもたち、いわゆるヤ

ングケアラーは、障がいや病気のある家族に代わ

って買物や料理などの家事や幼い兄弟の世話、家

族の入浴やトイレの介助を行うケースが代表的な

例だと言われております。核家族や高齢化、ひと

り親家庭の増加といった家族構成の変化が背景に
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あるようですけれども、本来大人が担うべきこと

に向き合う子どもへの支援が今必要とされており

ます。 

厚労省と文科省が 2021年４月に発表した実態調

査では、中学２年生の 17人に１人、高校２年生の

24 人に１人がいると判明をしております。愛媛県

も学校にアンケート調査をしたところ、中学校と

高校のおよそ３割がヤングケアラーと思われる生

徒がいると回答し、今、県のホームページを見て

おりますと、今年の７月５日から 20日の間、Ｗｅ

ｂでアンケート調査をされたようでございます。

結果はまだホームページに載ってなかったんです

けれども、教育委員会や学校でどのような現状認

識なのか。 

また、ヤングケアラーの方はどこに相談をすれ

ばいいのか。加えて、ヤングケアラーと認識、確

認された場合、支援の現状や方法についてもお伺

いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

ただいま二宮議員から質問のありました高校生

までの医療費の無償化について、私から答弁をさ

せていただきたいと思います。 

子育ての充実を国家戦略にという公明党として

の戦略の御紹介もありましたが、私もそのように

思いますし、また、今問題であります少子化対策

ということも重要な課題であると、そのように思

っております。 

医療費無償化に関わる当市の取組でございます

が、県内の医療費助成の実施状況を見てみますと、

令和４年４月時点で１市４町が原則 18歳年度末ま

での医療費助成を実施しております。ただ、全国

的に見ましても、助成対象を原則 18歳年度末とす

る自治体というのは年々増えてきている現状とな

っております。 

当市におきましても、高校卒業までの医療費無

償化につきましては、令和３年度に実施しました

まちづくり市民アンケートをはじめ、子育て世代

の保護者の皆様との対話、そしていろんな場所で

そういう要望も多く寄せられておりますし、議員

の皆様からもそのようなお話を多数聞いていると

ころであります。 

そういうことを総合的に判断しながら、疾病の

早期発見と治療を促進し、子どもの健康増進に寄

与するとともに、子育て世帯の経済的負担軽減を

図るため、子育て支援充実の一環として、令和５

年４月から原則 18歳以下を対象とした医療費の無

償化に向けて準備を進めてまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

私からは、ヤングケアラーについて答弁をさせ

ていただきます。 

まず、教育委員会の現状認識についてというこ

とでございますが、ヤングケアラーとは、法令上

の定義はありませんが、一般的に、本来大人が担

うとされているような家事や家族のお世話などを

日常的に行っている子どもとされています。 

ヤングケアラーは、家庭内のデリケートな問題

であり、本人や家族に自覚がないことから、表面

化しにくく実態を把握するのが難しい状況です。 

そうした中でも、教職員は、児童・生徒と接す

る時間が長く、日々の変化に気づきやすいことか

ら、ヤングケアラーを発見しやすい立場にありま

す。 

教育委員会といたしましては、児童・生徒の行

動の背景にヤングケアラーの可能性があるという

視点に立ち、事例を認識した際には、関係機関に

つなぐよう学校に指導をしているところでありま

す。 

また、今年７月に愛媛県が県内の小学５年生か

ら高校３年生までの児童・生徒を対象としたヤン

グケアラー支援に向けた実態調査を行っておりま

す。この中で、西予市においては、「回答を学校

に伝えてほしい」と答えた児童・生徒が複数おり、

８月末に愛媛県から該当の学校に情報提供されま

した。現在、状況確認を進めているところであり

ます。確認後、学校でケース会議等を開き、支援

が必要と判断した場合、支援策を講じてまいりま

す。 

続きまして、専門相談窓口設置についてお答え

をいたします。 

西予市のヤングケアラーに関する相談窓口は、



 

- 38 - 

 

西予市役所福祉課内にあります福祉総合相談セン

ターとなっており、相談を受け付けた場合は、関

係機関と連携を図り、具体的な支援事業などにつ

なぐなど支援体制を整えています。 

西予市教育委員会及び各学校におきましては、

ヤングケアラーを明確に対象とした相談窓口はあ

りませんが、学校に対して、児童・生徒の悩みや

相談を受けるためのスクールカウンセラーを派遣

したり、家庭と福祉を結ぶことを目的としたスク

ールソーシャルワーカーを派遣したりする事業が

あり、今年度、西予市では５つの学校にスクール

カウンセラーを、２つの学校にスクールソーシャ

ルワーカーを配置しています。 

続きまして、支援の状況と方法についてお答え

をいたします。 

スクールカウンセラーにおきましては、令和４

年度から相談内容の項目に新たにヤングケアラー

の項目が追加されており、今まで以上に意識して

相談に当たることができるようになっています。 

今年度、市内の学校において、ヤングケアラー

の可能性があるという相談が数件あり、いずれも

学校内で情報を共有し適切に対応しております。 

スクールソーシャルワーカーにおきましては、

これまで具体的にヤングケアラーの対応をした事

例はありませんが、今後確認された場合は、福祉

総合相談センター等関係機関と連携を図りながら、

家庭への支援体制を整えていくこととしておりま

す。 

ヤングケアラーの問題は、学校だけで解決でき

るものではありません。西予市としましても、こ

の問題を地域社会全体に呼びかけ、児童・生徒の

学びを保障し、一人ひとりが夢や希望を持ち、い

きいきとした生活が送れるよう支援していきたい

と考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございます。 

高校生までの医療費無償化、18 歳以下というこ

とでしたけれども、市長から力強い答弁をいただ

きまして、確実にできるんだなというふうにうれ

しく思っております。ぜひよろしくお願いします。 

そこでちょっと２つだけ再質問ですけれども、

１つ目は原則 18歳以下ということでしたけども、

原則について、どういうことが原則なのかという

御説明をお願いします。 

もう１点は、ヤングケアラーのですね、アンケ

ートに複数回答があったというふうにありました

けれども、そこの人数が差し支えなければお願い

したいのと、もう一つは答弁の中で、確認された

場合は、関係機関と連携を図りながら支援体制を

整えるというふうに言っていただきました。先進

地のほうで見てみますと、家事や介護をしている

ヤングケアラーの家庭に、家事の支援とか介護の

支援という人材を派遣しているところもあるよう

ですけども、そういった支援ができるということ

で理解してよろしいのか、質問させていただきま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井福祉事務所長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

議員御質問の原則 18歳以下とはどういう方が対

象になるのかについてお答えをいたします。 

出生日から 18歳到達後最初の３月末までを助成

対象といたします。進学のため市外に転出してい

る場合であっても、保護者が西予市在住であれば

助成対象とし、婚姻や就労により保護者の加入し

ている健康保険の被扶養者でない場合は、助成対

象外にしたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

県が実施しましたアンケートで回答を学校に伝

えてほしいと答えた児童・生徒の数でありますけ

ども、児童・生徒の数は２名であり、いずれも学

校において、家庭での状況確認を進めております。

支援体制につきましては、事案にもよりますが、

教育委員会、福祉課、子育て支援課、南予子ども

女性支援センター等でケース会議を開き支援方針

を決めていくこととなります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 
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一井福祉事務所長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

家事や介護の支援の部分につきましてお答えを

させていただきます。 

現時点におきましては、家事や介護そのものを

直接行う支援は行っておりませんけれども、まず

は家庭訪問を実施いたしまして、十分聞き取った

上で、福祉サービスへつなぐなどどのような支援

が必要か、要支援者の状況に応じた対応を行うこ

とといたしております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

先ほども言いましたように、ヤングケアラーと

いう言葉自体がこの近年出てきたということもあ

りまして、またプライバシーとかね、いろんな難

しい問題もたくさんあると思いますけれども、学

校、福祉だけでなくて、我々大人が、この近所の

子どもとかね、そういうところまで目を配りなが

ら、やっぱりどうなのかなという心配をする、そ

ういうときに声をかけるとか、そういう行動がや

っぱ大事になってくるんじゃないかなと思います

んで、特に学校、福祉関係の皆さんには御苦労か

けますけれどもよろしくお願いしたいと思います。 

次に３点目、Ｅ－ＢＩＫＥの取組について質問

させていただきます。 

昨年の９月議会の質問できずな博のプロジェク

トの一環によって、南予９市町のＪＲ駅周辺など

に各自治体２台ずつＥ－ＢＩＫＥのレンタサイク

ルが設置されたということをきっかけとして質問

をさせていただいて、そういうことが西予市の観

光推進に活用できないかというふうに質問をいた

しました。 

利用状況を見て検討するという御答弁でしたが、

そのあと西予市においてはどんぶり館駅前店のあ

おぞらに行きますと、Ｅ－ＢＩＫＥが見当たりま

せんでしたので、お店に聞いたら店内の奥の倉庫

に保管しているということでございました。その

ことを経済振興課にお伝えしてＥ－ＢＩＫＥを見

えるように設置をしておかないと、限られた期間

しかないこのきずな博プロジェクトの意味がない

のではないかというふうに申入れをいたしました。

そのあと行ったときには、店舗前に設置されてお

りましたので安心はいたしましたけれども、きず

な博の期間がちょうど新型コロナウイルスの感染

拡大とちょっとまるかぶりですので、レンタサイ

クルの利用というのは難しいのかなというふうに

私自身は考えております。とはいえ、四国ジオパ

ークのジオサイトの見どころへのアクセスとか、

この広い西予市のよさを知っていただくことでの

関係人口やＩＪＵターンや、移住定住につながる

ツールとしては、Ｅ－ＢＩＫＥのレンタサイクル

の利用は有効だと、今でも私は思っております。 

そこで今回の一般質問になったわけですが、今

回、ちょうど市長から上程されました一般会計補

正予算に、観光物産協会等運営支援事業として、

Ｅ－ＢＩＫＥ導入事業の補助金の計上がございま

した。さっそく取組をしていただくのかなという

ことでうれしく思っております。 

そこで、南予きずな博のレンタサイクルの利用

実績、これ２台ですね、と観光物産協会が取り組

むＥ－ＢＩＫＥの事業内容についてお聞かせをい

ただければと思います。 

そして、愛媛県のホームページ見ましたら、Ｅ

－ＢＩＫＥアクションというのがありまして掲載

をされておりました。県もこういうふうにやって

おりますので、何らかの連携ができないかどうか

というふうなこと。 

最後に、西予市の朝霧湖マラソン、例年やって

おりますけれども、そういう継続的な大会でＥ－

ＢＩＫＥのイベントができたらいいんじゃないか

なと考えておりますけれどもいかがでしょうか、

お伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

○和氣産業部長 

最初に、えひめ南予きずな博に係るＥ－ＢＩＫ

Ｅレンタルの実績につきましては、令和３年度が

７人、令和４年度が８月時点で５人となっており

ます。 

近隣市町の状況についても調べましたところ、

令和３年度の利用者数につきましては、大洲市は

26 人、宇和島市は 18 人、八幡浜市は１人となっ

ており、コロナ禍もあり利用者数が伸び悩んでい
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る部分があるかと想定しております。 

次に、今後のＥ－ＢＩＫＥの取組につきまして

は、一般社団法人観光物産協会が主となり、西予

市内に 27台程度のバイクを導入いたしまして、四

国西予ジオミュージアムを起点としたＥ－ＢＩＫ

Ｅによるジオ巡りを考えております。ジオを核と

した市内周遊促進をＥ－ＢＩＫＥという媒体を用

いて行おうと進めているところであります。Ｅ－

ＢＩＫＥは、モーターで踏む力を補助してくれま

すので、女性や高齢者など体力に自信のない層で

も、気軽に体を動かし楽しめるのが魅力となって

おりますので、今までジオと縁の薄かった新たな

層の掘り起こしにも有効であると考えております。 

ジオ巡りについては車で行うこともできるので

すが、なぜＥ－ＢＩＫＥなのかですが、風を体で

感じ、川のせせらぎや虫の声を聞きながら、自分

の体を動かしてジオ巡りをすることで、滞在時間

を上げることはもちろん、車では目に入りにくい

魅力や新たな発見、例えば、小さなお店の気づき

であるとかはもちろん、体感できる西予市の自然

や魅力の幅を大きく広げることでより西予市のＰ

Ｒ効果と経済波及効果を高めることを目的として

おります。導入後はモニターツアーやジオ関連の

イベント等はもちろん、市内外の多くの方に気軽

に使っていただけるよう、周知やＰＲを進めるほ

か、利用しやすい形を検討しております。 

次に、2019 年に始動しましたＥ－ＢＩＫＥ利用

による健康づくりや豊かな暮らしへとつなげる愛

媛県のＥ－ＢＩＫＥアクションでありますが、こ

のＥ－ＢＩＫＥアクションと連携した取組に関し

ましては、現在、どんぶり館駅前店あおぞらがレ

ンタサイクルターミナルとして登録されておりま

す。今後、西予市内のモデルコース等ができ次第、

愛媛県にも情報共有をし、Ｅ－ＢＩＫＥアクショ

ンの公式ホームページ内に西予市のルートも記載

していただくよう進めてまいります。 

次に、Ｅ－ＢＩＫＥイベントにつきましては、

今年度、きずな博の関連で、宿泊つきのモニター

ツアーが開催されます。西予市を通るルートとし

ましては、八幡浜のみなっとを出て、海の鳥居を

過ぎ、須崎海岸を眺める海岸線を通り、わらマン

モスを過ぎてから、夕食は、はなが牛のバーベキ

ュー、宿泊は宇和パークホテルとなります。翌日

は卯之町の町並みを過ぎ、法華津峠、狩浜の段々

畑からＪＲ宇和島駅をゴールとするコースが設定

されております。このモニターツアーが好評であ

れば、今後の西予市独自のＥ－ＢＩＫＥイベント

等を企画する上でも、実際のルートとして生かせ

る可能性が大きいと期待しているところでござい

ます。 

いずれにしましても、Ｅ－ＢＩＫＥは西予市を

アピールする媒体のうちの一つであるととらえま

して、そのため、今後Ｅ－ＢＩＫＥのイベントを

企画することは大前提として、トラベルウェブマ

ガジンの旅色で獲得いたしました全国的な西予市

の認知度を生かし、いかに誘客や特産品消費を促

進できるかなど、重層的、多角的な視点で西予市

にメリットを生み出す方策を検討してまいりたい

と考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございます。 

再質問ですけれども、答弁の中で 27台のＥ－Ｂ

ＩＫＥというふうに導入していただくということ

でありましたけれども、ジオミュージアムを起点

にジオを核とした市内周遊促進ということでした

けれども、市内の何カ所に、どこに配置をされる

のかというのが１点と、あと置いてあるところへ

の乗り捨てみたいなのが可能なのかどうかという

ことと、そしてＥ－ＢＩＫＥの種類ですね、いろ

いろ見よったらいろんな種類があるみたいなんで

すけども、何種類ぐらいあるのか、もし分かって

いればお答えいただきたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

○和氣産業部長 

Ｅ－ＢＩＫＥの設置場所につきまして現在の案

といたしまして、ジオミュージアムに５台、みか

め本館に２台、あけはまーれと狩江公民館で合わ

せて５台、城川宝泉坊と宇和游の里で合わせて５

台、乙亥会館に３台、町並みにある文化の里休憩

所に７台を予定しております。現段階では、あく

までも予定であるため、施設との協議や調整を進

めて確定していく予定でございます。 
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それから、Ｅ－ＢＩＫＥの乗り捨て返却の件で

ございますが、このＥ－ＢＩＫＥの導入に当たっ

ては、利活用策を併せて検討する必要があり、各

貸出施設からジオサイト等を巡るコースを設定し、

利用を促進することを検討しております。コース

の設定に当たっても、貸出施設を出発し、同地点

に帰着することを想定しております。 

また、当市の交通事情の現況等を考慮すると、

乗り捨てた後の交通手段が乏しく、一般的な利用

では、貸出施設まで自動車等で移動して、Ｅ－Ｂ

ＩＫＥをレンタルすることを想定しております。

乗り捨てについては現在のところ想定しておりま

せんが、導入後の利用実態に応じて検討してまい

りたいと考えております。 

それから、Ｅ－ＢＩＫＥの種類でございますが、

一般的によくありますハンドルがＴ字、直線の形

状になっております長い距離を走ることができる

クロスバイクのほかに、タイヤが太く悪路でも軽

やかに走れるマウンテンバイクタイプのものの２

種類を予定しております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございます。 

聞いとったら僕もちょっとわくわくしてきまし

たので、ぜひ乗ってみたいなと思っております。

よろしくお願いします。 

最後の質問ですけれども、カーボンニュートラ

ルについて質問させていただきます。 

このことも昨年 12 月、カーボンシティ 2050 に

ついて質問をして、カーボンシティ宣言をしたら

どうかとかいうふうなお話もさせていただきまし

た。 

それで環境省のホームページを見てましたら、

環境省が７月 26 日から８月 26 日まで、脱炭素先

行地域の２回目の募集をしておりました。西予市

は検討されたのかどうかなということでお伺いを

したいなと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井生活福祉部長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

それではカーボンニュートラルの関係について

お答えをさせていただきます。 

まず、表明の現在の検討状況でございますけれ

ども、前回の答弁と重なる面もございますけれど

も、本年４月に施行されました国の改正地球温暖

化対策推進法、本年度策定を予定しております地

球温暖化対策地方公共団体実行計画（事務事業

編）、そして、西予市エネルギービジョンも策定

を予定しておりますが、その中で、市民や事業者、

行政が連携して取り組んでいける体制が構築した

段階で宣言については表明をしたいと考えてござ

います。 

次に、２回目の募集についての検討でございま

すけれども、今回、脱炭素先行地域に選定される

ためには、まず脱炭素先行地域計画提案書を作成

いたしまして、国に提出する必要がございます。

それらを国が、書面及びヒアリング等の審査を行

い選ばれる形となります。 

当市といたしましては、現在、計画提案書の作

成には至っておらず応募はいたしておりません。 

今後、西予市エネルギービジョンの計画を策定

する段階において、専門家を交えた調査・研究結

果をもとに応募について判断してまいりたいと考

えております。 

また、西予市ができるカーボンニュートラルで

ございますけれども、策定予定のエネルギービジ

ョンをもとに国庫補助を活用し、まずは施設管理

担当課との協働によって公共施設に再生可能エネ

ルギーを導入することで施設の省エネ化に取り組

んでいきたいと考えております。 

また、その後の動きとしましては、市内の特性

に応じた再生可能エネルギーを地域産業に取り入

れることで、新産業の創出や防災力強化を図るほ

か、集会所や地域の防犯灯などに再生可能エネル

ギーを取り入れることで、地域住民のエネルギー

に関する理解を促進し、地域コミュニティーの活

性化を図ることについても検討できるものと考え

ておりますので同じく進めてまいりたいと思いま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 
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まだかまんということですね、もう１回は。 

今、行政が段階を踏んで事業を進めているとい

うことは私も理解をしております。ただ去年の

12 月に質問をして今回も質問させていただいたの

は、市民の皆さんが我が家でできること、我が地

域でできることというのを、西予市がやっている

よということで共感をしていただく、それが脱炭

素が進んでいくということではないのかなと思っ

ております。 

国においては、内閣府、環境省、経済産業省の

みならず、資源エネルギー庁や農林水産庁も積極

的に取り組んでおります。近年の災害の多さが明

らかに気候変動によるものだというのは誰もが分

かっていることだと思いますし、４年前の西日本

豪雨を経験した西予市だからこそ、積極的にカー

ボンニュートラルに向かう姿勢を示していただき

たいと思っております。西予市が取り組んでいる

よということで、例えば、各企業とかがコラボで

やりませんかとか、今、伊予銀や媛銀なんかも、

地域と共同でいろんな取組をしております。そう

いうのは出ないかなと思って何度も質問をしてお

ります。 

質問でいいんですか。いいですか。もしお答え

があればお願いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井生活福祉部長。 

部長に申し上げます。 

５分を切っておりますので、答弁は簡素にお願

いいたします。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

それでは西予市のカーボンニュートラルの姿勢

についてお答えをさせていただきます。 

議員御指摘いただいたとおり全庁的な体制で推

進をしていくことが重要であると考えております。

具体的、各企業とのコラボの部分についてはまだ

当市においては進んでおるところではございませ

んけれども、庁舎内におきましては、木質ペレッ

トの普及とか、あるいはオフセットクレジット、

そして、公共施設のＬＥＤ化やエアコンの更新、

また、太陽光施設につきましては西予市民病院、

また完成間近の野村支所にも設置をいたしており

ます。様々な分野におきまして行う事業の中で今

後も取り組んでまいりたいと考えております。 

西予市としましては、気候変動対策の推進とと

もに、低炭素・脱炭素社会の実現に向けて、市民

の皆様や事業所の皆様の御協力を得ながら進めて

まいりたいと思いますので、どうか皆様の御理解

と御協力をよろしくお願い申し上げます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

さっきも言いましたように、西予市がやること

を市民の皆さんが分かることで、こういう脱酸素

のカーボンニュートラルが進んでいくと思ってお

りますので、発信の仕方ですね、やってないとは

僕も思ってないんですよ。発信の仕方をより工夫

をして前に進めるように努力していただければと

思いますのでよろしくお願いします。 

以上で一般質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

○小玉議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 10 時 00 分） 

○小玉議長 

再開いたします。（再開 午前 10時 15分） 

次に、18番酒井宇之吉君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

おはようございます。台風一過、野福峠を上が

ってきてますと秋の風のにおいがする。そして先

ほど市長も挨拶でありましたが、台風が来た割に

はもう少し雨が欲しかったなというような状況で

ございます。 

今回、議長に許可を得ております２つの施策に

ついて質問をいたします。 

二宮議員は分割質問でやりましたけれども、私

は一問一答で質問をさせていただきます。 

今起きてる問題が１点、コロナ対策について、

将来 10 年先になるか 20 年先になるか、起きるで

あろう問題である水道事業について質問をさせて

いただきます。 

まず、愛媛県が緊急のお知らせとして出しまし

た愛媛県ＢＡ.５医療危機宣言が、先般急遽、８
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月 23日に宣言されました。今まで、デルタとかい

ろんなコロナが発生して３年になりますけども、

国の施策だけで、そして県のほうに尋ねても国が

聞いても保健所が西予市の状態を聞いても県の保

健所の管轄で分からないという答弁が多かったん

ですけれども、今度オミクロンのＢＡ.５になっ

て、国が施策をおたおたおたおたおたおたしてる

ので、県のほうが我慢ができず、この医療危機宣

言を８月 23 日から９月 16 日までの期間宣言した

んだろうと思います。それに付随した形で、西予

市もこのようなチラシ文を、職員が配ったという

ようなことを聞き及んでおりましたので、やっと

この現在起きてるコロナについて質問ができるな

と思って質問するわけでございます。 

今まで質問したいなと思ったんですけども、県

や国の言い方をそのまま受けてるだけで、西予市

としての考え方、対策なんてのはあんまり出てこ

なかった。どこに誰が発生したか。明浜であるか

宇和であるか、そういうものも県の保健所が発表

しないというようなことでずっときておりました

が、オミクロンになりまして、隣近所誰でも出て

る、話が出てきました。 

宣言が出ましたので改めて質問をさせていただ

きますが、国や県の指標はマスコミやテレビで

我々は知らしてたと、西予市の対策はこれからど

うするのかについてお尋ねをいたします。 

また、西予市での医療崩壊が、これだけ起きた

ら出るんじゃないかという心配もいたしておりま

す。経済活動と感染回避行動の両立はできるのか。

４月の当初予算で私たち議員が、本年度の予算に

ついてということでありましたので、ウィズコロ

ナの予算に注目ということで議会報で出させてい

ただきました。このようなこともありまして、経

済活動と感染回避行動の両立はできるのか、この

ような点について、まず説明をお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井生活福祉部長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

それでは、感染対策の強化についてお答えをさ

せていただきます。 

西予市におきましては、７月に入り感染が急拡

大し、８月 23 日には過去最大となる 81 人の陽性

者が確認されており、各医療機関では、８月以降、

多数の救急対応、発熱外来対応、電話対応などに

追われる日々が続きまして、非常に厳しい状況と

なっております。また、医療スタッフにおいても

陽性者が確認されたり、濃厚接触者に認定された

りする事例もございまして、マンパワー不足が医

療現場の負担をさらに増加させている状況でござ

います。 

このような中、当市におきましても県の要請に

基づき、防災行政無線、ホームページなどを活用

し、多くの人出で混み合う場所への出入りを控え

るなどの感染回避行動の徹底や特にふだん顔を合

わせない人との会食ルールの徹底など強く呼びか

けを行っているところでございます。 

また、先ほど議員から御紹介もございましたよ

うに、ＢＡ.５医療危機宣言が発出された翌日、

８月 24 日から 26 日にかけて、緊急性に鑑みまし

て、コロナ感染に関する相談先や適正受診に関す

るチラシを職員によるポスティングや常会を通じ

全戸配布を行ったところでございます。 

ウィズコロナを進めていくという国の方針に基

づきまして、通常どおり経済活動を推進していく

ためには、やはり市民の皆様お一人おひとりの感

染対策への意識向上が不可欠であると考えており

ます。 

今後も引き続き感染対策について啓発していき

たいと考えておりますので、皆様の御理解、御協

力をお願いいたします。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

経済活動と、それから、実際の感染対策を両方

一緒にどっちもうまくいくということはなかなか

難しいやり方だと思いますけれども、まず、その

中で、現実にあります受診センターにつながりに

くい状態の解決策、というのは非常に苦情が上が

っております。受診相談センターにつながりにく

い状態の解決策は。また、先般ちょうどこの危機

宣言があった後、愛媛県は陽性者登録センターと

いうものを設置されたそうでございますが、これ

についてもあわせてどのようなものであるのか説

明をお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○小玉議長 

一井生活福祉部長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

それでは、まず受診相談センターについてお答

えをさせていただきます。 

愛媛県では、発熱の症状など新型コロナウイル

スの感染が疑われた場合、かかりつけ医を持たな

い人や相談先に迷う場合などの相談先として、

24 時間対応の受診相談センターを設置し相談に対

応いたしております。特に、お盆期間以降は、受

診センターへの電話がつながりにくい状況となり、

県のホームページにおいても午前６時から 11時頃

及び午後３時から７時頃特につながりにくい状況

が続いているため、込み合う時間を避けて電話し

ていただくか、近所の医療機関へ相談いただくよ

う呼びかけをいたしております。 

受診相談センターを設置運営しております県の

健康増進課に問合せをいたしましたところ、お盆

明けのピーク時には、１日 3 万件以上の着信があ

ったとのことで、対応の限界をはるかに超えてい

るとのことでございました。その後、８月 20日以

降、１日の着信件数が 5,000 件、3,000 件、

2,000 件と減少傾向にございまして、実際に対応

できている件数は 500 から 800 件で推移している

ということでございます。 

受診相談センターの設置は愛媛県であることか

ら、具体的な対応人数など詳細は不明でございま

すけれども、ピーク時の着信件数から考えますと、

幾らオペレーターを増員しても対応には限界があ

ると考えられます。 

以上のようなことから、市民の皆様にお願いし

たいことは、ふだんからかかりつけ医を持ちまし

ょうということでございます。日常的な診療や健

康管理などを行ってもらう身近な医療機関がある

ことで、いざというときに適切に対応してもらう

ことができ、必要があれば専門の医療機関につな

いでもらえるなどのメリットがございますので、

ぜひ安心への第一歩として御検討いただけたらと

思います。 

次に、お尋ねがありました愛媛県陽性者登録セ

ンターの概要についてでございますけれども、愛

媛県では、医療・検査機関の逼迫を回避するため、

８月 26日から愛媛県陽性者登録センターを設置し

運用を開始いたしております。 

対象者といたしましては、自己検査、または無

料検査で陽性となった方で、次の要件を全て満た

す方となっております。 

１つ目は県内在住の方、長期滞在の方も含むそ

うでございます。２つ目は軽症または無症状の方、

３つ目は基礎疾患などの重症化リスク因子がない

方となっております。 

申請はオンラインで行うことになっており、氏

名、生年月日、住所、基礎疾患の有無等の入力に

加えまして、本人確認書類や検査結果画像のアッ

プロードが必要となりますので、お手元に運転免

許証やマイナンバーカード、また、検査結果の通

知書などを準備しておかなければなりません。登

録が終わりましたら、御本人宛にメールで通知が

あり、自宅療養を開始する仕組みとなっており、

同時に同センターから保健所へ陽性者の詳細が報

告をされます。 

ただし、センターの登録は１日当たり 300 人が

上限となっておりますので御注意をいただきたい

と思います。 

詳細につきましては、愛媛県のホームページに

てまた御確認をいただけたらと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

２日ほど前に熱が出たということで、かかりつ

け医に電話したら、何時に来て車の中で待ってい

てくださいということだったらしいです。先ほど

答弁がありましたのは、愛媛県の数字で不自由す

るという形のものだろうと思うんですけども、西

予市の中で、そのような発熱患者が、医師会とか、

そしてその対応が、受診相談センターとか、医療

者登録センターに連絡するというのは実績っての

は余り少ないんじゃないかと思うんですが、西予

市の実態はいかがでしょう。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井生活福祉部長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

議員お尋ねのそういう実態でございますけれど

も、詳細な数値的なものにつきましては、現在把

握はしていないところでございます。ただやはり
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つながりにくい、なかなか受診ができないという

ようなお話も聞いておりますので、各医療機関、

また医師会と定期的に情報交換をさせていただい

ておりますので、今後も引き続き、情報共有を図

って、適正な受診、スムーズな受診ができるよう

に取り組んでまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

感染対策の励行はという点についてお尋ねしま

す。 

デルタが出たりコロナが出始めてから三密を厳

しく言われて、手洗い、マスク着用、マスク着用

も国の指導でいろいろ変わっております。何か最

近三密さえ言わなくなったんかなというような感

じがいたしておりますが、私は、やはり基本励行

するのが大事だと思っておりますが、予防接種も

しない人もおる。何か熱が出たから次はやらない

のよとおっしゃる方もおられる。感染対策の再度

の励行の推進策はどのようにされるのかお尋ねし

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井生活福祉部長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

感染対策の励行についてお答えをさせていただ

きます。 

新型コロナウイルスの基本的な感染対策の内容

につきましては、おおむね変わっておらず、通常

の社会生活を送っていくためには、今後も継続し

ていかなくてはならない重要な対策となっており

ます。 

酒井議員がおっしゃるとおり、マスクの着用、

手指消毒、換気、手洗い、そして、三密の回避な

どの徹底については、感染対策の基本中の基本で

ございまして、常に頭に置いて行動していくため

に、今後においても繰り返し、防災行政無線、ホ

ームページ、広報などあらゆる手段を通じて啓発

していく必要があると考えております。 

また、新型コロナウイルスワクチンの接種でご

ざいますが、現在、満 60歳以上の方、医療従事者、

高齢者福祉施設等の従事者への４回目の接種を進

めており、おおむね大きな山は超えたところでご

ざいます。当市におきましては、医師会の御協力

のもとスムーズなワクチン接種が推進できている

ことに対し、この場をお借りいたしまして厚く御

礼を申し上げます。 

新型コロナワクチンの接種でございますが、強

制はできませんけれども、発症予防、重症化予防

のメリットがございますので、可能な限り接種を

御検討いただきたいと考えております。 

今後 10月以降、オミクロン株に対応したワクチ

ンを接種していく予定となっておりまして、現在

準備を進めているところでございますが、国の方

針が決定し、準備が整い次第、市民の皆様に御案

内いたしますので、そちらのほうも積極的に接種

を御検討くださいますようお願い申し上げます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

コロナ対策については、西予市独自のコロナ対

策、感染防止対策がなかなか打ち出しにくいので

あろうと思います。やはり答弁にありましたよう

に市民の皆様一人ひとりが感染対策への意識向上

が不可欠であるというのが最前提であろうと思い

ますが、市民の中にも、コロナ、デルタは非常に

怖がってましたけど、最近のオミクロンに関して

は、非常に臆病な方、横着って言えば悪いですけ

ども、何らかまわんよというような発想の怖がる

率が非常に少ない人もおられますので、そのあた

りも踏まえた形で、やはり今からは予防注射、人

にもうつさないよと、自分は自分で助ける。そし

て、他人に迷惑かけない、そして、公の助けをし

っかりと享受する、このような考え方をやっぱり

市民一人ひとりが持つべきだろうと私は思ってお

ります。なかなか大変な時期でございまして、感

染対策を強化すれば経済活動が麻痺する、動かな

い、このようなものは、国が一番苦労してるんで

すけども、西予市は西予市でもうその中で、ウィ

ズコロナという形とアフターコロナという形の中

で、強い気持ちで対策をとっていただきたいなと

思います。経済活動が動かないと、やはり人の生

活ってのは動かないわけで、これについてのある

程度、反矛盾する点はありますけれども、しっか
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りとコントロールしながらやっていただきたいな

と、かように思っております。 

次に、水道事業につきましてお尋ねをいたしま

す。 

水道事業につきましては、先般、行政報告会の

中で、県の愛媛県水道広域化推進プランの説明を

受けました。それにつきまして、私は、10 年先

20 年先を憂うる一人として、私も生きてないかも

しれませんけれども、後ろにおられる方、傍聴に

来られてる方々は、将来 20年先も西予市を担うで

あろう方がおられますので、問題意識としてお聞

き願ったらと思います。 

まず、生活用水供給の現状はということでござ

いますが、生活用水ってもいろいろございます。

飲料水、洗濯、水洗、いろんなことを、水撒き、

いろいろあるわけでございますが、これについて

の供給体制についてお尋ねします。 

上水道、簡易水道、その他の供給施設の組織数、

給水戸数、人口の実態は。また、料金はそれぞれ

どのようになっているのか。旧町ごとの施設の実

情をお尋ねします。 

水は命の水になったり、人の命を奪う洪水にな

ったり、扱いようによっては、なかなか水っての

は砂漠の水と洪水の水の違いを認識しながら、空

気みたいな感覚でおると思いますけれども、この

あたりも意識を持ってもう一度水に対して、実態

がどのように西予市にはなっているのかをお尋ね

をいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

それでは、御質問の供給体制についてお答えを

いたします。 

西予市の上水道は、明浜、宇和、野村、三瓶の

４つの給水区域で構成をしております。令和４年

３月末時点での給水戸数は 1万 5242戸、給水人口

は 2万 8844人となっております。 

計画給水人口 101 人以上 5,000 人以下の簡易水

道は、宇和に５カ所、野村に 13 カ所、城川に

15 カ所、計 33 カ所ございます。 

給水戸数は 2,315 戸、給水人口は 4,622 人でご

ざいます。 

また、計画給水人口 50人以上 100人以下の県条

例水道及び飲料水供給施設は、宇和に５カ所、野

村に８カ所、城川に５カ所の計 18カ所ございます。

給水戸数は 350 戸、給水人口は 782 人でございま

す。 

計画給水人口 50人未満の簡易給水施設及び共同

給水施設は、野村に３カ所、城川に 44 カ所、計

47 カ所ございます。給水戸数は 324 戸、給水人口

は 703 人であります。 

さらに、専用水道が野村に１カ所ありまして、

給水人口は 79 人でございます。 

次に、水道料金につきましては、上水道では、

基本料金について、口径 13ミリで５立方メートル

までが 660 円、５立方メートルを超え８立方メー

トルまでが 990 円と料金が統一されております。

８立方メートル以上の超過料金につきましては、

４つの給水区域によってそれぞれ料金が異なって

おります。 

上水道以外の水道につきましては、各水道施設

の維持管理費用をもとにそれぞれ料金を定めてお

りますが、城川の簡易給水施設及び共同給水施設

については、小規模な施設であるため、年間

9,020 円の定額と加入戸数当たり 770 円の合計金

額となっております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

何とたくさんの水道の供給体制が西予市にある

ものだなと、かように思っております。これも旧

町ごとのいろんな合併までに、そうですね、合併

のときに水道施設だけは、水道料金だけは、合併

協議の中に協議をしちゃいかんというような雰囲

気になっておりましたね。それだけ水ってのは空

気のようであり難しい問題なんだろうなと今もっ

て認識をいたしております。 

監査報告にもありましたように、水道事業の経

営は、法定耐用年数を経過した水道管の割合が高

く、更新が進んでないのが現状である。経営戦略

に基づき、水道管の更新を計画的に進めていただ

きたい。また、安心・安全な水道水の供給と水道

管更新などに必要な財源の確保を念頭に、適切な

料金設定にも取り組んでいただきたい。 

そして簡易水道についても、少子高齢化、過疎
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化によって給水人口が減少し、経営が困難になる

ことが予想される。これからのやり方や料金設定

の在り方について危機意識を持って、事業の方向

性を導いていただきたい。 

このような監査の報告が来ておりますけれども、

やはり毎年、多分これからもこういうような監査

が出てくると思うんです。そこで、10 年先 20 年

先になろうと思いますけれども、現状の実態をし

っかり分かってないと、これからの対応がとれな

いと思いますので。 

質問の中でちょっと尋ねたいと思うことが一つ

ありましてね、先ほどの数字の中で、人口が 3 万

5500 人と解釈しますと、いろんな給水の施設の方

法が、給水人口全部足しますと 3万 5100人ぐらい

になるんで、あと 300 か 400 ぐらいの人は、どの

ような水の供給体制になってるのか、ちょっと分

かれば教えていただきたい。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

先ほど答弁をさせていただきました人口につき

ましては、令和４年３月末現在の人口で報告をさ

してもらっております。全体が 3万 5564人となっ

ておりますが、先ほどの答弁の中に含まれない箇

所につきましては、水道施設がなく山水や井戸を

使用されている未給水人口となります。これにつ

きましては 534 人となっております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

経済は水が高いところから低いところへ流れる

のが経済であり、政治ってのは、水を低いところ

から高いところへ管理するのが政治であるという、

偉い人が言ったんだろうと思うんですけど、学校

に行ってたときにこういう話を聞いたことがあり

ますが、これから水の管理ってのは、今からもや

っていかないといけない。今日も、先ほど言いま

したけれども、これ水が昨日で多分、聞いており

ますのは 10ミリ前後しか明浜は降ってないという

ことですので、クーラーのやはり灌水を野村ダム

の水をいただいて、感謝しながらやらなければな

らなくなってくると思いますが、野村ダムと言い

ますと、またこれは水源の問題があります。 

西予市の水源が現在どのようになってるか。施

設、供給施設ごとの水源。また、野村ダムの水を

はじめ、肱川の水を原水としている世帯数及び人

口についてお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

水道の水源についてお答えをいたします。 

上水道の水源は、それぞれ供給区域の表流水や

井戸水及び湧水であり、宇和に 17カ所、野村に２

カ所、三瓶に８カ所の合計 27 カ所ございます。 

上水道以外の水道の水源は、一部には湧水を水

源としていたり、複数の水源を持つところもござ

いますが、ほとんどが表流水、川の水を水源とし

ており、単一の水源となっております。 

次に、野村ダム及び肱川の水を水源としている

のは、南予水道企業団から受水している明浜給水

区域全域及び三瓶給水区域の一部でございます。

なお、渇水期には、野村給水区域も肱川を予備水

源として使用する場合もございますが、これは臨

時的なものでございます。 

このため、野村ダム、肱川を水源としているの

は、令和４年３月末で、明浜 1,730戸、2,862人、

三瓶は総配水量に占める受水量の割合が令和３年

度で 10.9％でありますので、この割合から算出を

いたしまして 407 戸、671 人、合計で 2,137 戸、

3,533 人でございます。これは、上水道全体の戸

数では 14％、給水人口では 12.2％となっておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

私が原水はどのようになってるかという質問を

しますのは、これだけ西予市ってのは肱川の恩恵

を受けながら、野村ダム、昭和 42年の大干ばつで

の需要が出たんだと思うけど、２市８町にだけ水

を供給、生活用水を供給する南予農業用水を供給

するためにつくったんですけども、実際西予市に

野村ダムの水使ってる飲料水、生活用水に使って
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るのは 3,500人なんです。今 3万 5500人だから１

割の人しか野村ダムの恩恵を受けてないんですよ。

受けてない野村ダムが、先般の大きな洪水になっ

て、そして、西予市には一つも寄与してないじゃ

ないかという感情論が出てくる。その辺りに将来、

20 年先には、やはり人口減の中で野村ダムがあれ

だけあって、できたときは２市８町で 17万人ちょ

っとの給水人口でありましたところが、今、２市

９町の合併しましたけど、13 万人ぐらいになって

ると思います。このあたりも含めて、将来的には

やはり給水を野村ダムに頼る、その施策も 20年ぐ

らいの間にするべきではないかなと思います。 

いろんな財源の問題がありますので、この原水

の問題は、地下水の問題、伏流水の問題、いろん

なその湧き水だとか、三瓶なんかは野村ダムの水

をとりながら自分とこの地下水を入れて、そして

生活用水にしてる。もちろん原水の単価がありま

すので、このあたりも含めた形で将来的な原水の

在り方についても将来考えるべきであろうと、私

は現在そう思っております。 

水質検査についてお尋ねします。 

これだけ多種多様な供給体制がある中で、安

全・安心のための水質検査は。検査場所、回数、

料金等をお答え願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

水質検査の場所、それから回数、料金等につい

てお答えをいたします。 

水道によって供給される水が備えなければなら

ない水質上の要件は、水道法第４条に水質基準と

して規定をされております。水道水が水質基準に

適合するかどうかを判断するための水道水質の定

期及び臨時の検査が水道事業者に義務づけられて

おります。このため、市では、水質検査計画を策

定し、その検査項目や検査頻度などを定めており

ます。 

まず、上水道につきましては、明浜１カ所、宇

和８カ所、野村１カ所、三瓶４カ所の給水栓にお

いて、浄水の毎月検査を実施しており、原水につ

きましては、原水の毎月検査を実施しております。

また、上記給水栓において、年４回検査も３カ月

に１回実施をしております。このほかにも年に１

回、上記給水栓における浄水基準項目検査、これ

につきましては、宇和が 17カ所、野村が２カ所、

三瓶８カ所の原水基準項目検査、そして、原水基

準項目検査につきましては、宇和１カ所、三瓶７

カ所のクリプトスポリジウム検査、これは原虫に

対する検査でございますが、これを実施しており

ます。 

次に、料金につきましては、南予３市４町２企

業団で構成をいたします南予地方水道水質検査協

議会負担金として、上水道で 624万 8243円を負担

しております。 

簡易水道においても、それぞれの給水栓及び原

水において同様に検査を実施しており、負担金は

522万 9262 円となっております。 

給水人口の少ない県条例水道や飲料水供給施設

では、浄水９項目検査を２カ月に１回、さらに給

水人口の少ない簡易給水施設や共同給水施設にお

いては、浄水９項目検査を年１回実施しており、

負担金は、合計で 154万 8495円となっております。  

水質検査に関します費用は、総額 1302 万

6000円となっており、これは協議会全体の約 25％

になります。給水人口の割合では 17.7％と少ない

のですが、検体数の割合では 32.4％ございまして、

給水人口の割に検査数が多いことを示しておりま

す。 

なお、水質検査の詳細につきましては、市のホ

ームページに水質検査計画書と水質検査結果を掲

載しておりますので御覧いただきたいと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

何と水質検査の数が多いことかと思います。 

各自治体を比べてみますと、特別に西予市は多

い。宇和町の水質検査８カ所というのは、上水道

とかそういうことが１カ所になってたら１カ所で

いいんじゃないかと思うのが単純な考え方なんで

すが、何で８カ所になるのか説明できたらしてい

ただきたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 
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ただいまの宇和の検査箇所について御答弁申し

上げます。 

宇和では、上松葉、明石、新城、下川、多田、

河内、田之筋、文治が駄場の８つの浄水場があり

ますので、それぞれの浄水場からの給水栓で検査

を行っております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

愛媛県も将来的に水道事業については非常に難

しくなるということで、これから愛媛県水道広域

化推進プランの概要ということで、令和 40年度予

測なんかを立てて対策をどうしたらいいかという

ことが始まりつつあります。 

そのときにお聞きするんですが、有収水量の現

状と人口減少、また、節水とか生活様式の多様化、

ここ数年飲料水なんか、水道水を直接飲まれる人

なんか少なくなってると思います。そしてまた、

洗濯機でも節水型、食器でも節水型、そういうも

のができておりまして、有収水量は非常に落ちて

ると思います。このあたりの人口減少とともに、

現状と西予市の将来見込みが分かれば教えていた

だきたいんですけども、愛媛県の水需要予測は出

ておりますが、ほとんどどちらも令和 40年には半

分になって経営ができない、水の供給をどういう

対策をしてやるのかというのが問題になっており

ますが、西予市も今から、これだけ多様性があっ

て原水が違う、生活用水の供給施設が違う、他市

とも比べても複雑怪奇な水道事業になっておりま

すが、有収水量、給水収益の現状と人口減少等々

についてお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

令和３年度実績では、有収水量、前年比 1 万

2848 立方メートル減の 327 万 1353 立方メートル

となっております。給水収益は、前年度比 2 万

4397円増の5億6254万3333円となっております。 

次に、将来の見込みにつきましては、先ほど議

員御指摘のとおり、今年度策定されました愛媛県

水道広域化推進プランによりますと、南予地域で

は、令和 40年度における有収水量及び給水収益は、

平成 30 年度の約 50％となる予測が出されており

ます。 

西予市におきましても同程度の割合で減少する

と仮定をいたしますと、令和 40年度には、現在の

有収水量及び給水収益は半減するものと予測をさ

れます。 

また、電気料金や薬品及び資機材などの維持管

理費用が上昇することが考えられます。このまま

では将来的に資金が不足して水道事業の経営が成

り立たなくなるおそれがあると考えられます。 

また、施設の老朽化対策、耐震対策についても

喫緊の課題となっております。これらに要する費

用も経営を圧迫する要因となっていくと考えられ

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

将来的には資金もショートして水道事業の経営

が成り立たなくなるおそれとありますけども、数

年ぐらい後にはもうこれ完全にシミュレーション

をつくって、そして、給水収益とかそういうもの

を考えながらやらないとやっていけなくなるとい

うことは目に見えておりますので、そのあたりの

対応もこれから始めるべきではないかと考えてお

ります。 

老朽化、耐震化対策についてお尋ねをいたしま

す。 

上水道の老朽化はどれほど進んでいるのか。ま

た耐震化はやられておるのか。他市との耐震化率

の比較は。耐震化の財源は。簡易水道、その他供

給施設の老朽化対策についてどのように考えてお

られるのかお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

上水道の老朽化、耐震化についてお答えをいた

します。 

地方公営企業法における耐用年数は、浄水施設

60 年、配水設備 60 年、配水管 40 年となっており
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ます。 

上水道施設については、三瓶が昭和 25年に事業

を創設いたしまして、71 年が経過をしております。

野村が昭和 32 年で 64 年が経過しております。宇

和が昭和 34 年で 62 年が経過しております。最も

新しい明浜が昭和 53 年で 43 年が経過をしており

ます。 

以降、随時拡張、改良工事等を実施してきてお

りますが、主要施設の一部は、現在も創設当時の

まま 60年以上経過し使用しているものもございま

す。これらは耐用年数を超過しております。また、

基幹管路は他施設に比べまして耐用年数が短いた

め、耐用年数を超過した管路も多く存在しており、

およそ４分の１は耐用年数を超過している現状と

考えております。 

次に、耐震化につきましては、令和２年度末の

時点で、西予市の耐震化率は、浄水場が 39.6％、

配水池が 33％、基幹管路が 19.7％となっておりま

す。県平均では、浄水場が 58.9％、配水池が

65.8％、基幹管路が 31.7％であることから、西予

市はかなり低い水準と言えます。上水道のある県

内 18の市町の中で、耐震化率は、浄水場は上から

８番目、配水池は 13 番目、基幹管路は 16 番目に

なります。 

今後、耐震化を進めていかなければなりません

が、この財源として国庫補助を受けるための資本

費等の条件を満たすための将来的な事業計画の策

定を行ってまいりたいと考えております。 

また、簡易水道やその他の供給施設の老朽化対

策については、簡易水道等では補助事業がないた

め、多額の資金を要する予防保全の対策をとるこ

とができず、各水道施設の自己財源と市の補助に

より、事故が生じたときに対処する事後保全によ

る対応をとらなければならないと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

なかなか大変でございまして、将来これどうや

ったら空気のような水がいつでも安全・安心な水

が供給できるのか。この問題を先延ばしするんで

はなしに、何らかの形で考えるべきときに来てる

んじゃないかと切に思います。 

そこでお尋ねしますが、現教育長が一生懸命課

長のときに、料金改定を寝ずにやられたことを私

覚えておるんですけれども、あの御苦労は大変だ

ったと思います。 

それに対しまして、また今回、このような状態

の中で料金改定の考え方はあるのかお尋ねをいた

します。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

ただいまの酒井議員からの上水料金の改定につ

いての考えについてお答えをさせていただきたい

と思います。 

先ほど給水収益の将来見込みでもお答えをいた

しましたとおり、令和 40年度頃には給水収益が現

在の 50％以下に落ち込むと推測されています。施

設を維持していく費用も増加していく上に、老朽

化も進行しており、老朽化対策に合わせて耐震化

工事も進めていく必要がございます。 

現在も老朽化対策、耐震化対策を進めておりま

すが、予算に限りがあるため進捗は芳しくありま

せん。その結果が、先ほど申し上げましたとおり、

県内でも耐震化率が下位になっている原因であり

ます。 

今後、近い将来予測される地震に備えるために

も老朽化対策、耐震化対策を計画的に、またその

進捗ペースを上げていく必要があります。そのた

めには必要な予算を確保しなければなりません。

将来にわたって収入が減少していき、費用が増加

するわけでありますから、必要に応じた水道料金

の改定が必要であると私は思っております。 

市といたしましては、令和６年度に料金改定を

行うための準備を進めております。市民の皆さん、

または議会の皆様に御理解をいただきながら、そ

のような料金改定に向けた準備を進めてまいりた

いと、そのように考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

老朽化とか耐震化の推進、そして、そういう財
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源に対して、水道料金の料金改定、下げるわけじ

ゃないだろうと思うんですよ、上げるんだろうと

思いますけども、上げて、それだけの財源を確保

しても、それだけの耐震化とか老朽化の対応がで

きないわけでございますから、予想されるわけで

ございますので、これは国・県挙げて陳情で、西

予市だけの財源で対応ができる問題じゃないと思

うんです。これから 20年かけて、国・県や日本の

国の水道事業に対しての陳情だとか、議会もそう

いう働きをするような協力をいたしますので、国

に対しての起債の発行、そしていろんなものをも

っと起債が借りやすくできるような対応とか、そ

ういうことを陳情すべきであると思いますが市長、

もういいですよ、そしたら。市長やりますか、お

願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

ただいま酒井議員から応援のエールを送ってい

ただいて感謝申し上げます。 

市としましても、市長会等を通じて、国・県へ

の要望等は行っておりますし、また、県下でもこ

の問題を共有する市町は多く、また全国を含めば

もっと多い部分があります。それで先ほども部長

の答弁の中にもありましたけれども、国の補助を

活用できるような計画も含めて、また財源につい

ての柔軟な対応を国・県に求めてまいりたいと思

いますので、議員各位の御支援をお願いしたいと

思います。ありがたいエールありがとうございま

した。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

酒井宇之吉君。 

○18番酒井宇之吉君 

次に質問を予定しておりました災害時の生活用

水の供給体制とかといいますのは、時間もござい

ませんので割愛させていただきますが、先般、９

月４日に明浜町宮野浦で防災訓練が行われました。

そのときにもやはりいろんな対策がなされており

ますので、これからの問題についても、いろいろ

想定されるであろう災害時の生活用水についての

対応も危機管理課、また建設課で、建設部でしっ

かりと対応していただきたいと思います。 

そして、県の水道広域化推進プランの推進につ

いて考えをお聞きしたいんでございますけれども、

時間もございませんので、私の進言をさせていた

だきたいと思います。 

これほど西予市の水道事業については多岐に多

様にわたっておりますので、ほかの上水道が非常

に割合の高い市町村と比べて、同じスタンスで同

じようにできるとは思いません。これを西予市の

中には、やはり逆に言えば、水道料金がどんどん

どんどん上がっていくと、先ほど説明があった

500 人ぐらいが自分とこで自分の水道を、生活用

水を賄ってるところのほうが昔に帰っていいかな

というような感じまでします。 

今は、結局浄化する機械や機能が非常に高くな

っておりますので、飲料水にしてもそんなに難し

い問題ではないと思います。生活用水の水道、そ

の辺りも含めて、今後、愛媛県の協力、南予水道

企業団等々につきましても、協力型のほうかどう

かをしっかりと施策を判断していただきたい。ま

た、議会にも相談していただければ協力を惜しみ

ません。 

そしてもう一つありますのは、西予市の水道事

業は、市民は平等に施策を享受すべきであるとい

う問題があります。上水道ばかりが、結局値上げ

はしても税金を費やして、そして環境をよくして

いくばかりではなしに、やはりいろんな多種多様

の原水を持っておられる供給施設に対しても同じ

ような西予市の市民としての配慮をお願いしたい。

というのは、いろいろな形がありますけれども、

自主経営されてるところは現在安いかもしれませ

ん、高いところもあるかもしれません。その辺り

のところへも配慮をしていただいて、市民への平

等性の水道事業、生活用水の供給は、どういう供

給施設であっても市民であると思いますので、平

等性を保つような施策をしっかりと基本的に考え

ていただきたいと、このように私はお願いをいた

しまして、これから 20年たちますと、この問題は、

やおら表に出てきます。 

今地球温暖化が始まってるように、西予市のこ

の水道問題は、10 年先 20 年先には必ず出てくる

問題でありますので、現在戦っておりますコロナ

との施策の問題も含めまして、今戦わなければな

らない施策、将来考えなければならない施策につ



 

- 52 - 

 

いて、今回は質問をさせていただきました。 

本日はありがとうございました。 

○小玉議長 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

９月８日は午前９時より一般質問及び質疑を行

います。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

  散会 午前11時15分 



 

 

 

 

第 ３ 日 

 

９月８日（木曜日） 
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令和４年第３回西予市議会定例会会議録（第３号） 

１．招 集 年 月 日 令和４年 ９月 ８日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和４年 ９月 ８日 

          午前 ９時００分 

１．散     会 令和４年 ９月 ８日 

          午後 ０時１５分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

    ８番  佐 藤 恒 夫 

    ９番  山 本 英 明 

   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １３番  井 関 陽 一 

   １４番  中 村 敬 治 

   １５番  二 宮 一 朗 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

   な    し  

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

市     長  管 家 一 夫 

副  市  長  酒 井 信 也 

教  育  長  松 川 伸 二 

総 務 部 長  山 住 哲 司 

政策企画部長  宇都宮 明 彦 

生活福祉部長兼 

福祉事務所長  一 井 健 二 

産 業 部 長  和 氣 岩 男 

建 設 部 長  三 瀬 計 浩 

医療介護部長  藤 井 兼 人 

会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   消防本部消防長  酒 井 広 一 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  大 森 寿 和 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   総 務 課 長  兵 頭 章 夫 

   財 政 課 長  安 岡 克 敏 

監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議  事  日  程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        

 



 

- 54 - 

 

      議  事  日  程 

 １ 一般質問 

２ 議案第８９号 ＣＡＴＶ整備事業 城川サ

ブセンター整備工事請負契

約について 

議案第９０号 西予市卯之町駅舎の設置及

び管理に関する条例制定に

ついて 

   議案第９１号 西予市支所及び出張所設置

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第９２号 西予市議会の議員及び長の

選挙における公費負担に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第９３号 西予市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第９４号 令和４年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

議案第９５号 令和４年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計補正予

算(第１号) 

   議案第９６号 令和４年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

１号) 

   議案第９７号 令和４年度西予市後期高齢

者医療特別会計補正予算

(第１号) 

   議案第９８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第１号) 

   議案第９９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第１号) 

３ 認定第 １号 令和３年度西予市一般会計

歳入歳出決算の認定につい

て 

  認定第 ２号 令和３年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計歳入歳

出決算の認定について 

   認定第 ３号 令和３年度西予市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

   認定第 ４号 令和３年度西予市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

   認定第 ５号 令和３年度西予市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認

定について 

   認定第 ６号 令和３年度西予市農業集落

排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

   認定第 ７号 令和３年度西予市水道事業

会計決算の認定について 

認定第 ８号 令和３年度西予市簡易水道

事業会計決算の認定につい

て 

認定第 ９号 令和３年度西予市公共下水

道事業会計決算の認定につ

いて 

   認定第１０号 令和３年度西予市病院事業

会計決算の認定について 

  認定第１１号 令和３年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計決算

の認定について 

４ 議案第１００号 西予市過疎地域持続的発展

計画の変更について 

５ 議案第１０１号 令和４年度西予市一般会計

補正予算(第５号) 

６ 請願第 １号 山田薬師の屋根保全修理へ

の補助金予算措置を求める

請願書 
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本日の会議に付した事件 

 １ 一般質問 

２ 議案第８９号 ＣＡＴＶ整備事業 城川サ

ブセンター整備工事請負契

約について 

議案第９０号 西予市卯之町駅舎の設置及

び管理に関する条例制定に

ついて 

   議案第９１号 西予市支所及び出張所設置

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第９２号 西予市議会の議員及び長の

選挙における公費負担に関

する条例の一部を改正する

条例制定について 

   議案第９３号 西予市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   議案第９４号 令和４年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

議案第９５号 令和４年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計補正予

算(第１号) 

   議案第９６号 令和４年度西予市国民健康

保険特別会計補正予算(第

１号) 

   議案第９７号 令和４年度西予市後期高齢

者医療特別会計補正予算

(第１号) 

   議案第９８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第１号) 

   議案第９９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第１号) 

３ 認定第 １号 令和３年度西予市一般会計

歳入歳出決算の認定につい

て 

  認定第 ２号 令和３年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計歳入歳

出決算の認定について 

   認定第 ３号 令和３年度西予市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

   認定第 ４号 令和３年度西予市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

   認定第 ５号 令和３年度西予市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認

定について 

   認定第 ６号 令和３年度西予市農業集落

排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

   認定第 ７号 令和３年度西予市水道事業

会計決算の認定について 

認定第 ８号 令和３年度西予市簡易水道

事業会計決算の認定につい

て 

認定第 ９号 令和３年度西予市公共下水

道事業会計決算の認定につ

いて 

   認定第１０号 令和３年度西予市病院事業

会計決算の認定について 

  認定第１１号 令和３年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計決算

の認定について 

４ 議案第１００号 西予市過疎地域持続的発展

計画の変更について 

５ 議案第１０１号 令和４年度西予市一般会計

補正予算(第５号) 

６ 請願第 １号 山田薬師の屋根保全修理へ

の補助金予算措置を求める

請願書 

  



 

- 56 - 

 

開会 午前９時00分 

○小玉議長 

おはようございます。 

本日はこのように大勢の方が傍聴にお越しいた

だき、誠にありがとうございます。 

ただいまの出席議員は 18名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

（日程１） 

○小玉議長 

日程第１、一般質問を行います。 

質問者は通告内容及び申し合わせに従い発言し

てください。 

それでは通告順に発言を許可いたします。 

まず、１番和気数男君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

おはようございます。 

本日はたくさんの傍聴ありがとうございます。 

１番日本共産党和気数男、議長より質問の許可

がおりましたので質問をさせていただきます。 

昨日もありましたが、新型コロナウイルス感染

症第７波が猛威を振るっております。日本、愛媛

県、西予市ともに、過去最多の感染者を記録して

おります。感染された皆様に心よりお見舞いを申

し上げますとともに、１日も早い御回復をされま

すことをお祈りいたします。 

そして、感染が急拡大している中、最前線で戦

っておられる医療従事者の皆さんには心からの感

謝を申し上げます。 

最近は身近に感染者が出てきていることで、一

般の方からも「もうどこに出てもおかしくはない

わいな」の言葉をたくさん聞くことが多くなって

おります。しかし、急激な感染拡大により死亡者、

重症者も増えていることから、基本的な拡大防止

策は守り、感染拡大を少しでも減らすことが大切

であろうかと思います。子どもの感染が少ないと

言われておりましたが、第７波ではかなり増えて

おるようです。そして、ワクチンの対象外の５歳

以下の子どもも感染の事例が報告をされておりま

す。 

さて、第６波が終息し、さあこれから経済対策

に本格的に取り組むことができるぞと町内でも意

気込んだ人も多かったのでございますが、７波の

急拡大で、小さな町の中では、しばらくは閉塞感

と諦めの気持ちが合い混ざった状態ですので、今

回の一般質問も簡略なものにして、市民の皆さん

との会話の中から、これはどうなっているのかな

どの中から行いたいと思います。 

最初に、平成 30 年豪雨災害の復旧状況を質問

させていただきます。 

被災した市道や農地、被災した公共施設、野村

運動公園の仮設住宅の解体撤去、県道宇和野村線、

山瀬川の復旧状況について、どのようになってい

るか質問いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

○宇都宮政策企画部長 

被災した道路や農地、公共施設等の復旧状況に

ついてお答えいたします。 

災害発生から４年と２カ月が経過したところで

ございます。多くの方々の御協力により、着実に

復旧・復興が進んでいることに感謝を申し上げま

す。 

まず、道路、河川、橋梁復旧事業の進捗状況で

すが、道路災害 88 件のうち 87 件、河川災害

24 件のうち 11 件、橋梁災害２件のうち２件、合

計で 114件のうち 100件が完成しており、完成率

は 87.7％となっております。 

残り 14 件につきましても、昨年度に入札を済

ませ、現在工事中であり、本年度中の完成を目指

しております。 

次に、農地及び農業用施設復旧事業の進捗状況

ですが、国の補助事業で実施をいたします公共災

害につきましては、合計 281 件、12 億 6269 万

3000 円の工事が災害対象となっており、全ての

工事を発注しております。このうち 248 件、

10 億 9700 万 8000 円が完成し、完成率 88.3％と

なっております。残り 33 件、1 億 6568 万

5000 円につきましては、農地が 19 件、農業用施

設 14 件で今年度中に完成予定となっております。 

市の単独事業で行います小規模な災害復旧事業

の進捗状況ですが、633 件の申請があり、418 件

が完成しており、残り 245 件で、完成率 63.0％
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となっております。河川や道路災害を優先して実

施しており、これらの事業が終わり次第、順次進

めてまいります。 

次に、公共施設等の復旧事業の進捗状況ですが、

計 41 施設ございます。事業数で言いますと

187 事業となります。うち 185 事業を発注してお

りまして、発注率は 98.9％となります。また、

完成率については 97.9％となっております。 

次に、県が所管であります復旧事業の進捗状況

についてお答えいたします。 

まず、野村運動公園に建設をしておりました仮

設住宅の解体状況ですが、７月に解体工事に着工

しておりまして、県建築住宅課及び施工業者に確

認したところ、９月いっぱいには解体工事が完了

する予定とのことであります。 

次に、県道宇和野村線ですが、西予土木事務所

に確認をしたところ、現在通行止めとなっており

ます主要地方道宇和野村線地滑り災害の復旧状況

につきましては、昨年度末に 7 万立方メートルの

地滑り頭部の土塊を除去する排土工事を完了し、

現在は、９月末の片側交互通行による通行止め解

除に向けたアンカー工事を行っているとのことで、

全面開放は、本年度末の令和５年３月を予定して

いるとのことであります。 

次に、山瀬川の災害復旧工事につきましても、

西予土木事務所に確認をしたところ、現地の測量

設計は令和３年度に完了しており、８月 22 日か

ら入札公告を行っており、９月 12 日に開札が行

えると伺っております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

公共施設の進捗状況、発注率 98.9％、完成率

97.9％ということで、着実に復興・復旧が進んで

いると、大変力強い答弁をいただきました。 

再質問でありますが、公共施設はどのような施

設事業が残っているのでしょうか、質問いたしま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

○宇都宮政策企画部長 

お答えいたします。 

公共施設等につきましては、野村体育館、野村

支所第４別館、旧野村児童館でございます。次に、

林業者等健康増進センター、野村高齢者工芸館、

野村老人憩の家、旧貝吹公民館、桂川渓谷が残っ

ております。そのうち、野村体育館、野村支所第

４別館、林業者等健康増進センターの解体、野村

高齢者工芸館の改修につきましては、発注済みで

ありまして、工事完成を 10 月末として事業を進

めております。 

野村老人憩の家、旧貝吹公民館の解体につきま

しては、10 月発注予定で進めており、年度内完

成を予定しております。 

桂川渓谷につきましては、大規模な工事となる

ことや生活再建が最優先事業と考えていることか

ら、具体的な復旧工事の計画は現在ございません

が、今後は優先する復旧・復興事業の進捗状況を

見ながら、ジオパークとの関連性を含めて検討し

てまいります。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

もう１回再質問でございます。 

野村運動公園にある仮設住宅は、９月いっぱい

に解体工事完了の答弁でしたが、運動公園として

市民が使用できるのはいつぐらいからになるか質

問いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

○宇都宮政策企画部長 

お答えいたします。 

野村運動公園多目的広場は、発災後から約４年

間、仮設の野村保育所や仮設住宅が建設されてい

たため、仮設給排水設備の配管工事による暗渠排

水管の断線等によりまして、グラウンド面の排水

機能が著しく低下していることが懸念されますの

で、グラウンドの暗渠排水工事を行うよう、当初

予算において事業費を計上し、今週９月６日に入

札を行いまして、請負業者が決定いたしましたの

で、来年３月中旬完成を目指し事業を進めてまい

ります。 
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具体的な利用開始時期は決定いたしておりませ

んが、工事完了後、可能な限り速やかに市民の皆

様が利用できるよう準備を行ってまいりたいと考

えております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

県道宇和野村線も非常に特に野村町民にとって

は待望久しいものですが復旧の見通しが出てきて

おります。最近西予土木事務所長と話したとき、

地滑り地域の土石が動いたら、松山の県の職員や

業者などに即時信号が発信されるようになったと

聞きました。今後、安全面で一歩進んだ対策がと

れるのではなかろうかなと感じております。 

山瀬川についても若干触れておきたいと思いま

す。野村の愛農地区から愛宕本町２丁目、３丁目

の境界を流れる支流で、豪雨災害のときには、川

幅が狭いので物すごい急流となり、肱川からの氾

濫と合流をし、２丁目、３丁目の災害を非常に大

きくした小さな川であります。 

被災後は、幅 10 メートルの川は土石で埋め尽

くされており、管理者の県もそこまでは手が回ら

ないと放置されておりました。愛宕本町２丁目、

３丁目の有志の方が、誰もやらないのなら自分た

ちでと土石流の撤去を始められ、愛宕橋の上

50 メートルくらいの地点から下流肱川まで、約

１キロの土石流を３カ月かけて人力で撤去しまし

た。 

しかしその後、愛宕橋の上の擁壁が崩れ、そこ

から大雨が降るたびにまた土石流が流れ込むよう

になって、愛宕橋下の川を埋め尽くすようになり、

そのたびに約３年間、有志の人たちが撤去してお

りました。今回やっと土木事務所も順番が来たと

いうことで擁壁の修理ができるようになり地区の

人たちは大変喜んでおられることを報告したいと

思います。 

次の質問に移らせていただきます。 

肱川の河川改修状況について、野村大橋と石久

保橋の付け替え工事の進捗状況、今後の見通しに

ついて質問いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

まず野村大橋は、事業実施主体が愛媛県でござ

いますので、西予土木事務所に進捗状況等につい

て確認をいたしましたところ、次のとおり回答が

ございました。 

現在、野村大橋の架け替えについては、必要と

なる用地等の調査が完了いたしまして、関係する

皆様の御理解、御協力をいただきながら買収、借

地等に係る交渉を行っており、順次契約をいただ

いているところでございます。 

今後におきましても、用地等の契約、移転等に

係る交渉を進めまして、早期の工事着工に向けて

取り組んでいるところでございます。御協力のほ

どをよろしくお願いをいたします。 

次に、石久保橋の架け替え工事状況につきまし

ては、県が行います河川護岸工事や野村大橋の架

け替え工事と調整が必要なこと、技術的にも専門

性の高い工事でありますので、委託工事として愛

媛県で実施をしてもらっております。 

今年度から、県において橋梁の詳細設計を進め

ているところでございます。設計完了後には、市

で用地測量、用地買収を進めるよう計画をしてお

ります。 

続きまして、肱川護岸工事の状況について、西

予土木に、これについても伺っております。 

肱川の大規模特定河川事業において取り組んで

おります護岸工事につきましては、令和３年度に、

最下流部の右岸側の護岸工事 85 メートルを完成

させております。引き続き、本年度も上流に向け

まして、約 100 メーターの護岸工事に着手をして

おります。 

今後におきましても、関係地権者との用地交渉

を継続し、工事を進めることとしております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

それでは次の質問に移らせていただきます。 

被災された住民の生活や生業の復旧状況につい

てお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

○宇都宮政策企画部長 

被災された住民の生活や生業の復旧状況につい

てお答えいたします。 

市内では、多くの事業所や店舗等が被災し、本

市の商工業は大きな影響を受けました。そのため、

市の産業経済の回復、さらには活力を維持するた

め、被災した事業者の再建意向を踏まえた多様な

支援が求められたところでございます。 

市では、産業・経済における生業の復興のため、

大きな被害を受けた市内事業者の事業再建に向け

た支援といたしまして、中小企業者等復興補助金

事業、災害関連対策資金等利子補給事業等の各種

施策を実施してまいりました。このうち、復興補

助金事業につきましては、昨年度をもって事業を

終了したところでございますが、引き続き、復興

まちづくり計画により市内商工業の再生に取り組

んでまいります。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

次ですが、心を痛めた住民の方の復興支援状況

についてお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

○宇都宮政策企画部長 

心を痛めた住民の心の復興についてお答えいた

します。 

平成 30 年 10月１日に、被災された方々の安定

的な日常生活の確保を支援するため、西予市地域

ささえあいセンターを開所いたしました。 

また、平成 31 年３月に策定いたしました西予

市復興まちづくり計画におきましては、日常の暮

らしの再建における被災者支援の具体的な施策と

して、地域ささえあいセンター運営事業の推進を

掲げております。 

具体的な活動内容といたしましては、相談支援

員による戸別訪問、地域情報交換の場のサロン活

動や健康相談、心のよりどころの場の提供による

傾聴活動を行ってまいりました。また、月に一度、

西予市地域ささえあいセンターと行政関係各課、

愛媛県社会福祉協議会との連絡会議を開催し、被

災者の生活再建や地域コミュニティーの再生等に

も取り組んでまいりましたが、被災者の方が安心

して暮らし続けることができる住環境の整備が進

んだことから、令和４年３月末をもって、西予市

地域ささえあいセンターは閉所したところでござ

います。 

今年度４月以降におきましては、西予市社会福

祉協議会の取り組む地域福祉事業や生活基盤体制

整備事業及び西予市生活困窮者自立相談支援事業

など既存の事業を活用・連動して支援を継続する

こととして、関係各課や社会福祉協議会等と連携

をいたしまして、再建支援、再建後の孤立防止や

困り事への対応を行っております。 

今後も個々の諸課題に対応した持続可能な支援

に努めてまいります。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

この点におきましては、丁寧に対応されており

ましたことを私も何回か拝見させてもらっており

ます。 

答弁にもありましたように、今後も必要に応じ

て持続可能な支援を行ってもらいたいと思います。

よろしくお願いします。 

次、２番目の質問に移らせていただきます。 

９月は防災月間の月であります。なぜ９月が防

災月間の月になったのか。皆さん御存じのように、

1927 年に起こった関東大震災が９月１日、さら

に、９月は台風や大雨など自然災害などが多いた

めであります。そして近年は特に、南海トラフ地

震、30 年内に 70％の確率で起こると予測をされ

ており、いわゆる耐震という問題がよく言われて

おります。 

これは、阪神淡路大震災においては、犠牲者の

死因が建物の倒壊による圧死、損壊死が 83.3％

ということでございました。 

先月、高齢者グループの方たちと懇談中にこの

話になりまして、その中のお一人が、かなり古い

市営住宅に入居しているが心配でたまらないと。

この対策についてどうなっているのかというよう
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なお願いも受けまして今回の質問となりました。 

質問ですが、西予市の管理住宅戸数と耐震性能

を満たしている住宅戸数、割合は幾らあるのか質

問いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

まず、現在西予市で管理をしております住宅は、

令和４年４月１日現在で、公営住宅 769戸、特定  

公営賃貸住宅 14戸、市単独住宅 93戸、計 876戸

を管理しております。 

そのうち耐震性を満たしております住宅につき

ましては 480戸で約 55％となっております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

次の質問です。 

今後耐震性のない公営住宅の耐震化の予定につ

いて伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

耐震性のない昭和 56 年５月以前に建設をされ

ました建築基準法の旧耐震基準で建設をされた市

営住宅については、平成 26 年に策定をいたしま

した西予市公営住宅等長寿命化計画により、耐震

化を進めております。 

当市の耐震性のない市営住宅の多くは耐用年数

を超過しているか、もしくは数年内に耐用年数を

迎える住宅が多く、補強などの耐震化ができない

状況でございます。このため、耐用年数を超過し

市営住宅の希望が多い団地については建て替え事

業を進め、市営住宅の希望が少ない団地につきま

しては用途廃止を行っております。 

なお、建て替えにつきましては、現在、宇和町

の一の瀬団地において、順次建て替え工事を進め

ている状況でございます。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

次の質問でございますが、老朽化によって耐震

化できなかった家賃は上がるのか。また、耐震化

した場合の住宅家賃は変更するのか。入居者の皆

さんは大変気になさっておることでございます。

答弁のほどよろしくお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

老朽化し耐用年数を超え耐震化でなく建て替え

た場合の住宅については、公営住宅法の家賃算定

方法により、住宅の規模係数や経過年数係数など

が変わりますので家賃は上がることになりますが、

家賃の激変緩和措置として５年間で徐々に本来の

家賃となるよう減免をしております。 

次に、耐震化した場合の住宅家賃につきまして

は、当市では市営住宅を耐震化した事例はござい

ませんが、耐震化のみでは、住宅設備など大きく

改善されたことにはなりませんので、住宅家賃の

見直しを行う予定はございません。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

続きまして、民間住宅の耐震化補助について質

問いたします。 

西予市内の民間住宅について、耐震性を満たし

ている住宅の割合はどのくらいあるのでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

西予市内の民間住宅の耐震性については、住

宅・土地統計調査によると住宅総数 2 万 580戸の

うち 1 万 1494 戸、約 56％の住宅が耐震性を有し

ている住宅とされております。内訳につきまして

は、木造が 1 万 7649 戸のうち 9,575 戸、約 54％
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の住宅が耐震性を有しております。非木造では

2,931戸のうち 1,919戸、約 66％が耐震性を有し

た住宅となっております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

耐震基準ができて 64 年ですか、ということな

ので、大体こういった数字かなと思いますが、災

害が起きたときに被害を小さくするためにも十分

な対策を講じてもらいたいものと思っております。 

そこで、住宅耐震化を行っている、その補助に

ついて行っているのか、その内容と実績について

お伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

耐震住宅化を促す補助についてお答えをいたし

ます。 

当市の住宅耐震化に対する補助につきましては、

木造住宅の耐震性の有無を判定する耐震診断補助、

診断に伴い耐震改修工事を行う場合には、工事に

ついても補助を行っております。いずれの補助に

つきましても、令和５年１月 31 日まで随時申請

を受け付けております。 

なお、木造以外の非木造住宅や住宅以外の建物

については補助は行っておりません。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

木造住宅の耐震改修事業について、市民への周

知方法はどのように行っているのかお伺いをいた

します。 

○小玉議長 

和気議員に申し上げます。 

３番の補助制度の内容と実績については質問い

かがでしょうか。飛ばされました。どうされます

か。順番に、通告順にお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

失礼をしました。ちょっと飛ばしておりました。 

３番補助の内容と今までの実績についてお伺い

いたします。 

併せて４番木造住宅耐震改修事業も一緒にお願

いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

まず、補助制度と実績についてお答えをいたし

ます。 

補助の内容と実績につきましては、木造住宅耐

震診断補助と耐震技術者派遣とがございます。木

造住宅耐震診断補助につきましては、住宅の所有

者が専門家に耐震診断を依頼し、補助対象経費の

３分の２以内で上限 2万円の補助を行っておりま

す。平成 18 年度より実施をしておりまして、こ

れまで 35件の補助を行っております。 

次に、耐震技術者派遣制度につきましては、住

宅の耐震性を診断する専門技術者を直接派遣する

制度で、住宅所有者に評価手数料の 3,000 円また

は 9,900円を負担していただき、耐震性の有無を

調査するものでございます。この事業は平成

28 年度より実施しておりまして、これまで 80 戸

の診断を行っております。 

次に、木造住宅耐震化補助につきましては、先

ほど説明をいたしました耐震診断などで補強が必

要と評価をされた住宅の耐震化工事が対象となり、

補助額は補強などの補助対象工事で、上限は

114 万円となっております。平成 23 年度より実

施をしておりまして、これまでに 42 件補助をし

ております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○小玉議長 

和気議員に申し上げます。 

通告内容、これ一問一答方式を選択されました

ので、併せてではなくて一問一答でお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 
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大変失礼をいたしました。 

それでは、改めて木造住宅耐震改修事業の市民

への周知方法をお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

市民の方への周知について御説明をいたします。 

木造住宅耐震化促進事業の市民の方への周知に

つきましては、毎年５月に市の広報紙に補助事業

の内容について掲載をいたしまして、地区への個

別訪問を約 250 戸程度実施し、昨年度は野村町大

和田地区の一部、本年度は三瓶町周木地区を予定

しております。 

また、西予市行政情報番組におきましても、木

造住宅耐震化促進事業の補助制度について説明を

行っております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

それでは次の質問でございます。 

優秀な職員の優秀な人材の育成・確保について

質問をしたいと思います。 

若者の公務員離れが目立つようになったと、主

に国への若者の応募者が減ったという報道が目立

っております。 

西予市の職員採用、退職の状況について、公務

員採用試験申込み数の減少や早期退職者の増加が

懸念をされておりますが、西予市の状況や対策を

お伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

職員採用、退職の状況またその対策につきまし

てお答えをいたします。 

国におきましては、長時間労働の是正、多様で

柔軟な働き方の実現、雇用形態の公正な待遇の確

保等を図る働き方改革の取組も実施をされており

まして、今後は、ワークライフバランスにも配慮

した定員管理が重要となってまいります。また、

地方公務員法等の改正が続いておりまして、令和

２年度には会計年度任用職員制度が導入、また、

令和５年度末退職者からは定年延長が予定されて

いるなど、職員体制は大きな変化を迎えておりま

す。 

全国的な人口減少・少子高齢化は、今後も引き

続き進行し、本市におきましても生産年齢人口の

減少等によります税収の減少、高齢化による社会

保障負担の増大など、行財政運営は今後一層厳し

さを増すものと見込まれております。そうした社

会全体の構造的な変化が進む中で、本市におきま

しては、行政が真に担うべき役割を明確にすると

ともに、定年退職後の再任用及び定年延長等の制

度運用や新規採用職員の任用を的確に把握をいた

しまして、市民生活に不可欠な行政サービスを持

続的かつ安定的に提供し続けるための組織体制を

構築、維持するため、令和３年９月に、西予市定

員管理計画を策定いたしたところでございます。 

令和５年度からの地域づくり活動センターへの

移行に合わせまして、現在の支所業務を人員とと

もに本庁へ集約し、組織のスリム化を図りながら、

令和６年度からの 10年間で 50人程度の職員数を

削減することとし、将来を見通した適正な定員管

理に努めてまいります。 

職員の採用についてでございますが、令和５年

度からの定年延長の導入に伴います影響や今後の

動向を注視しながら、職員の年齢構成、組織の新

陳代謝、退職者の培った技術・経験等の承継を考

慮し、計画的な採用を行ってまいります。 

採用試験の申込み者数につきましては、年々減

少傾向にありまして、一般行政事務職（上級）の

令和３年度応募者数は、10 年前より約 60％減少

しております。そのため一般事務職のほか、技師、

保健師、保育士、こういった専門職を含め、本市

独自のインターンシップ制度の創出の検討を進め

るなど、受験者数の増加、また新規採用職員の確

保に努めてまいりたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

５年度から定年制の延長を行い、なおかつ、今

後 10年間で 50 人の人員削減をする計画がスター

トするようでございます。 
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これなかなかですね、可能なのかなという気が

いたしますが、そこら辺、やっぱり新採を抑制す

るという方向になるんでしょうか。そこら辺のこ

と考えておられることをお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

今ほどの 50 人削減の可能性と新規採用職員の

採用についてお答えをさせていただきます。 

西予市定員管理計画におきまして令和３年度か

ら令和 15 年度まで、本市が計画をいたします職

員数についてまずお答えをいたします。 

令和３年度から５年度までは、現在進めており

ます地域づくり活動センターの設置や支所及び教

育委員会等の組織機構の見直しを行うといたして

おりまして、新体制構築までは職員数はほぼ現状

維持といたしております。定員管理計画では、令

和５年度当初の人員配置につきまして、市長部局

である支所に配置する職員の 40％から 50％を業

務とともに本庁へ集約し、明浜、野村、城川及び

三瓶の各教育課につきましては、業務の本庁集約

及び一部を支所へ移管するなどといたしまして、

市民サービスの維持向上に努めることといたして

おります。 

本庁への集約化につきましては、頻度の低い業

務、専門性の高い業務等につきまして、本庁にお

いて一括して対応することで業務を効果的、効率

的に遂行することが可能となる。また、組織力が

強化されることで、各種施策の推進体制も強化さ

れるなど、こういったメリットを最大限に生かす

ものでございます。 

さらに、ライフラインの維持管理、防災・減災

対策、地域自治組織との連携など、人命に関わる

ことや地域密着の行政サービスにつきましては、

拠点となります各支所、また、地域づくり活動セ

ンターへ適切な人員を配置することといたしてお

ります。 

令和６年度からは、業務のさらなる効率化、合

理化を順次進めてまいりまして、令和５年度を基

準といたしまして段階的に職員数の削減を図り、

令和 15 年度当初におきましては、目標としてお

ります職員数 50 人程度の削減を実現したいと考

えております。 

なお、この計画の見直しにつきましては２年に

１回といたしておりまして、今後の組織機構の見

直し等によりまして職員数が大きく変動する場合

はその都度見直すことといたしております。 

また、新規採用職員の採用につきましては、過

去に定員適正化計画集中改革プランで実施をいた

しましたその年の退職者数に対して、翌年度には、

その２分の１の人数を新規に採用するなど、こう

いった取組を参考にしつつ、先ほども申し上げま

したが、定年延長の影響、また今後の動向を注視

しながら、職種や年齢階層等の組織全体のバラン

スを考慮し、計画的な採用を行ってまいりたいと

考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

計画を見ますと、１年に 17 名ぐらい退職予定

者のある年もあります。非常に今後無理のない対

策を行ってもらいたいと思っております。 

次に、職員の処遇についてお伺いいたします。 

優秀な人材を確保するためにも処遇の改善が必

要ではないか。過去にもこの問題質問したのです

が、西予市は、ラスパイレス指数が県内市の中で

最下位であることを理由として、過去に西予市と

宇和島市の試験を受けて、両方合格したら宇和島

市を選んだなどと聞いております。公務員離れが

進んでいる今、少しでも改善して優秀な人材を確

保するために、他市並みの処遇改善を求めるもの

であります。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

職員の処遇改善につきましてお答えをいたしま

す。 

優秀な人材を確保するための処遇改善の一環と

しまして、人事評価結果の昇給反映を行うことと

いたしております。この点についてお答えさせて

いただきたいと思います。 

西予市では、人づくりの基本的な考え方である

人材育成基本方針に掲げる目指すべき職員像を実

現するため、職員一人ひとりが自分の強み弱みを
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自覚し、それを踏まえて自分の能力を高めること、

また、人材を育成し支援することを基本とした育

成型の人事評価制度を導入し、人事評価結果を昇

給及び給与等に活用してまいっております。 

昇任につきましては係長試験の受験資格として

反映を行い、給与につきましては勤勉手当の成績

率に反映させてまいりました。 

職員のやる気と能力を高め、組織全体を活性化

させることを目的といたしまして、今後、令和６

年１月以降の定期昇給時には、令和４年度後半評

価結果、また、令和５年度の前半評価の２回の人

事評価結果を反映させていくことを予定いたして

おります。 

この反映によりまして、特に優秀な職員につき

ましては、通常の昇給よりも２号給アップとなり

ます６号給の昇給とする予定といたしております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

次の質問に移らせていただきます。 

今年の２月でしたか、ケア労働者の処遇改善策

が国から参りまして、西予市も実施したと思いま

す。確か 10 月ぐらいまでは補助金が来たという

ことで、それから後はどのようになるのかまだ聞

いておりませんでしたが、今年度も西予市で実施

をされるのかどうかお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

ただいまの和気議員からのケア職員の処遇改善

のことに関しましてお答えをさせていただきます。 

保育士等や福祉・介護職員、また看護職員等の

ケア労働者の処遇改善につきましては、本年第１

回の定例会で関係条例の改正を行ったところであ

り、保育士等や福祉・介護職員については、令和

４年２月から収入を３％程度、月額にしまして約

9,000 円、また、看護職員等につきましては、収

入を１％程度、月額にして約 4,000円引き上げる

措置として対応しているところであります。 

これらの処遇改善措置につきましては、10 月

以降も引き続き対応することとしておりますが、

厚生労働省においては、10 月から処遇改善に係

る診療報酬、または介護報酬の仕組みを改め、看

護職員の処遇改善についても収入を３％程度引き

上げるための仕組みを創設するよう検討されてお

ります。 

現在、情報収集を、合わせて本市での運用につ

いて検討を進めているところであり、準備が整え

ば速やかに対応をしたいと考えているところであ

ります。 

新型コロナウイルス、特に、今回のＢＡ.５へ

の置き換わりに伴う急激な感染拡大によりまして、

医療機関は非常に逼迫し、医師、看護師をはじめ、

医療現場に関わる全てのスタッフが疲労こんぱい

の状態にあることは御承知のとおりであろうと思

います。 

そうした苛酷な環境の中で、日夜尽力されてい

る医療従事者の皆様に改めて敬意と感謝を申し上

げる次第であります。 

医療スタッフ、特に医師、看護師の不足は、以

前から非常に懸念されているところでもあり、そ

うした人材の確保は常に最優先の課題でもありま

す。 

市といたしましても、医師、看護師をはじめと

するケア労働者の人材確保に向けた労働環境整備

や処遇改善を図り、地域医療及び地域福祉サービ

スの維持・確保に努めてまいりたいと考えており

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

この処遇改善策はコロナ禍の中、経済対策とし

てつくられたものというふうに承知をしておりま

す。改善して地域経済を好転させる、いわゆる給

料を上げてどんどん地域経済を好転させるという

狙いでございますので積極的に進めていただきた

いと思います。 

続きまして、会計年度任用職員、地域おこし協

力隊について説明を求めます。 

制度開始から３年が経過した会計年度任用職員

制度の現状、来年度以降の職員採用計画はどのよ

うになっておりますか、お伺いいたします。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

本年４月１日現在、当市の会計年度任用職員は、

フルタイムが 172名、パートタイムが 467 名の合

計 639名となっております。部局別では医療介護

部を除く市長部局が 222名、教育部局が 251名、

病院、つくし苑などの医療介護部局が 166 名とな

っております。 

令和２年度から会計年度任用職員制度が始まり

まして、今年度で３年目となるということで、人

事評価によります再度の任用につきましては、平

等取扱いの原則、そして成績主義、また国の取扱

いに準じ、原則２回までといたしておりますこと

から、令和５年度、来年度の応募につきましては、

保育士や看護師などの資格職、専門職など一部の

職種を除きまして、新しい方も応募できるよう一

般公募を原則といたしまして、ホームページなど

で広く募集することといたしております。 

令和５年度以降の会計年度任用職員の採用計画

でございますが、来年度、大規模な組織再編を予

定いたしておりますので、正職員の配置を踏まえ

精査をしているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

２、３日前、８日だったと思うんですが、地方

自治体で働く非正規公務員のアンケート調査を全

労連から発表しております。それを見ると、６割

の方が年収 200 万円以下で、家計を支える生計維

持者でも半数以上が年数 200 万円以下と答えてお

ります。いわゆる官製のワーキングプアを生み出

すような会計年度任用職員制度ではないかと批判

しておりました。 

このことは、西予市でも雇用形態が変わったた

めに、年収は半分近くになり即退職された事例、

また、市民から能力が高く市民からも評価されて

いた職員さんが突然退職されたと、なぜかと聞か

れたこともあり、調べてみますとこの制度が取り

入れられたためと判明をいたしました。正規職員

と同じ仕事をしていても、専門性が高く基幹的な

業務を担う人であっても賃金水準は低い。しかも

採用が１年ごとに更新されるので、雇用の不安定

となり劣悪な雇用形態を生み出す制度なので、改

善が必要と指摘しておきたいと思います。 

地域おこし協力隊の採用状況及び任期終了後の

定住状況について質問いたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

○宇都宮政策企画部長 

地域おこし協力隊の採用状況についてお答えし

ます。 

まず西予市では、協力隊の募集といたしまして、

地域づくり組織の要望をもとに募集する個人事業

主タイプ、また、市の職員として担当部署に所属

し、それぞれの部署が求める業務についていただ

く会計年度任用職員タイプの２つのタイプで募集

をしているところでございます。 

令和４年度の採用状況ですが、まだ年度途中で

はございますが、９月１日現在で個人事業主タイ

プで８名、会計年度任用職員タイプで１名が採用

されている状況でございます。昨年までに採用と

なった協力隊を合わせると、９月１日現在で合計

26 名の地域おこし協力隊が本市で活動していた

だいており、この数字は、愛媛県下では一番多い

隊員数となっております。 

続きまして、任期終了後の定住状況についてお

答えいたします。 

本市の協力隊の定住率は、今までに任期を終了

した 27 名の隊員のうち 18名が定住されています。

定住率は 66.7％、なお、この定住率を個人事業

主タイプの隊員のみで置き換えますと 71.4％と、

全国平均 65.3％を大きく上回る結果となってお

ります。このことからも、当市においては、地域

づくりがサポートをし、また、定住に向けた活動

がしやすい環境にある個人事業主タイプの協力隊

のほうが定住につながっておりますので、今後も

地域づくり組織の皆様の協力を得ながら、また、

一般社団法人西予市移住定住交流センターが運用

を始めましたお試し地域おこし協力隊制度や移住

マッチング事業を通して、地域と協力隊のミスマ

ッチを解消しながら定住率を高めてまいりたいと

考えております。 

今後は、任期終了後に定住する協力隊に対し、
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一定の支援ができる制度の創出についても検討し

てまいります。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

この事業におきましては愛媛県でトップの成績

を収めておられるようでございます。 

今後も、定住化率の高い個人事業主タイプです

か、そういったことを継続して取り組んでいただ

きたい、増やしていただきたいと思います。 

昨年、厚生常任委員会では、西予市で不足して

いるエッセンシャルワーカーなどを対象とした地

域おこし協力隊募集の中に、そういった公募も進

めていけば成果が上がるのではないかという意見

もありました。ぜひ御検討いただきたいと思いま

す。 

以上、質問を終わらせていただきます。 

○小玉議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 10時 01分） 

○小玉議長 

再開いたします。（再開 午前 10時 10分） 

次に、２番宇都宮久見子君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

議席番号２番宇都宮久見子です。 

本定例会最終質問者となりますがどうぞよろし

くお願いいたします。 

まず１つ目の質問に移ります。 

１つ目の質問は、宇和町商店街及び宇和町小学

校周辺道路についてです。 

まず現在、近隣住民の方の生活道路及び朝夕な

ど、国道 56 号線の混雑を避ける方をはじめとし

て、かなりの交通量がある商店街の道路は、小学

生、中学生、高校生の通学路でもあります。その

中で、速度超過の車も多いように思いますが、車

両速度抑制のためハンプが設置されました。 

そこで、ハンプ設置後の成果についてお尋ねい

たします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

現在、宇和町商店街通りの車両速度抑制を目的

といたしまして、実際の段差を伴うハンプを３カ

所、カラー舗装やラインによる視覚的なハンプを

３カ所、計６カ所設置をしております。 

効果につきましては、事業実施前の仮設置のハ

ンプで速度調査を行い、おおむね７キロ減速させ

るとの調査結果をもとに本事業を実施した経緯が

ございます。 

また、設置後、商工会・教育関係・警察等に聞

き取り調査を行ったところ、速度抑制について一

定の効果があったとの回答を得ております。 

一方、慣れからハンプ部で一時的に減速はする

ものの、すぐに再加速し、ハンプ区間以外では減

速効果が薄れているとの指摘もございました。通

り全体としては、まだ車両速度が高い状況にある

ことから、昨年ハンプ設置箇所を増やしてほしい

との要望書も出ている状況でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

設置後、聞き取り調査の結果、一定の効果があ

ったということでした。 

ハンプ設置箇所増設の要望書が出ているという

ことですが、今後の増設計画について伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

今後の増設計画についてお答えをいたします。 

今後の増設計画につきましては、小中学生の通

学路となっている商店街通りは、交通量の抑制対

策として、鬼窪地区・下松葉地区からハンプ増設

の要望をいただいており、増設を検討していると

ころでございます。現在、ふれあいセンターから

県道宇和鳥坂線との交差点までの区間で設置箇所

の検討中でございます。今年度中には、設置候補

箇所を決定したいと考えております。 

なお、設置箇所の決定には近隣住民の方の御協

力や西予警察署との調整もございますので、時間
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を要することを御理解いただきたいと存じます。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

増設の検討をしていただいているということで

安心しましたが、きちんと近隣住民の方の理解を

得て早く対応していただければと思います。 

通学路として、該当範囲において危険な場所は

あるのか。 

また、保護者、児童生徒、住民から危険な場所

の集約は行っているのか。集約の方法を含めてお

尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

令和４年度におきます宇和町の商店街付近にお

ける通学路の危険箇所といたしまして、学校から

３カ所報告を受けております。内容といたしまし

ては、先哲記念館下交差点、図書交流館まなびあ

ん下交差点、宇和町小学校正門下の国道 56 号線

野田口交差点から商店街までの間となっておりま

す。 

商店街の通りにおいては、学校関係者による登

下校の見守りや警察による車両の速度超過取締り

等を行いまして、児童・生徒の安全な登下校に努

めているところであります。 

通学路における危険箇所につきましては、年度

初めに各学校が状況を取りまとめ、国土交通省大

洲河川国道事務所、西予土木事務所、西予警察署、

交通安全協会、建設課、学校関係、教育委員会で

構成する通学路安全推進担当者連絡会議において

対応方法等を検討した上で安全対策を講じており

ます。 

また、学校、保護者、児童・生徒、地域住民等

から、通学路における危険箇所等についての報告

があった場合は、西予警察署や建設課等の関係者

と合同点検等を行い、必要な対策を講じていると

いうところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

日頃より安全な登下校に努めていただいており

ます関係者の皆様に心より感謝申し上げます。 

危険箇所が３カ所学校より報告があるというこ

とでしたが、通学途中の事故があれば、件数等教

えいただければと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

宇和町の商店街における通学途中の事故件数に

つきましては、令和２年度から令和４年８月末ま

での間に合計３件となっております。内容につき

ましては、徒歩で下校中の児童と車との接触事故

が１件、自転車で登校中の生徒と車との接触事故

が２件となっております。また、事故には至らな

かったものの、事故の恐れがあった事案について

も児童・生徒や保護者から学校に情報が寄せられ

ております。 

今後も引き続き、児童・生徒への安全指導、教

職員等による登下校の見守り、関係機関と連携し

た安全対策等を講じてまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

今後も引き続き、関係機関と連携した安全対策

を講じていっていただき、子どもたちの安心安全

な通学に努めていただきたいと思います。 

次に、国道 56 号線野田口交差点から商店街ま

での道路拡幅整備についてです。 

今ほど教育部長の答弁の中の危険通学路として、

学校からも報告を受けておられる道路の一つであ

ります。現在、国により野田口交差点の改良が進

められておりますが、それは国道部分だけで、商

店街につながる市道部分は普通車がやっと離合で

きる道幅しかありません。今後、将来的に考える

と宇和町内の小学校再編が１校に集約されるとい

う答申が出されている中で、現在の宇和町小学校

の場所となる場合には、スクールバスの運行も当

然想定される中、整備を進めておくべきと考えま

すが理事者の考えを伺います。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

国道 56 号線野田口交差点から商店街までの市

道拡幅の計画につきましては、現在、国土交通省

において野田口交差点の改良工事を市道部の取付

けも含めて実施をいただいております。国道から

進入及び離合がスムーズに行え、児童・生徒の安

全確保が図られると考えております。 

市道拡幅工事の計画は今のところございません

が、野田口交差点から商店街までは通学路に指定

されていますので、改良されない区間についても、

区画線等にて歩行者の安全が図れるよう対策をし

ていきたいと考えております。 

また今後、宇和町地域小学校再編につきまして

は教育委員会と情報を共有しながら、通学路の安

全対策に努めていきたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

区画線等にて歩行者の安全が図れるように対策

していきたいとの答弁をいただいたところではあ

りますが、新しい道路と違い、旧道の改良は周辺

住民の理解も必要であることから、思った以上に

時間を要すると思いますので、早い段階で将来に

遺恨を残さない計画を立てるべきと考えます。道

路拡幅を含め児童館へ行く子どもたちや通学路の

安全を考えると、区画線ではなく歩道が必要であ

ると考えます。 

再度道路拡幅及び歩道の設置について理事者の

考えを伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 

通学路の危険排除は、西予市としても重要な課

題として捉えております。通学路安全推進担当者

連絡会議を年２回開催し、通学路の危険箇所につ

いて、各小中学校から改善要望をもとに協議・対

策を行っているところでございます。 

将来、改良を行う場合は歩道の確保も必要と考

えておりますが、国道 56 号線野田口交差点の改

良により安全性が高まることが期待をされます。

このため、今後この状況を注視していきたいと考

えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

ぜひとも早く計画を立てていただきたいと思い

ます。 

次に、宇和町小学校正門下の交差点の整備につ

いてです。 

宇和町小学校正門に通じる交差点は中高生の通

学路でもあり、また、市内で最も通行量の多い生

活道路で危険な場所となっています。私も、この

交差点でひやり、ハッとしたことが何度もありま

す。まなびあん、未来こども園ができる際にも道

路の整備について一般質問をいたしましたが、当

時、まなびあん下の商店街交差点もクランク形状

で非常に危険な交差点となっていました。しかし

ながら、開設に伴い改良された結果、まなびあん、

未来こども園利用者の方々からとても安全になっ

たと評価は高くかつ、周辺住民からも便利になっ

た、安全になったという声を多く聞いています。 

先ほど質問いたしました国道 56 号線野田口交

差点から進入した場合、商店街では北側方向がブ

ラインドとなっていつも危険だと感じます。小学

校正門側から商店街及び国道交差点へ行った場合

も同じく北側は非常に見えにくくなっています。

現在、１灯式の点滅信号が設置されており、一定

の予防効果を果たしているとは思いますが、交通

量が多い割には角に隅切りがなく直角の曲がり角

で大変危険なことに変わりはありません。 

今回の小学校再編計画も含め、同じくこの交差

点についても全面的な改良をする必要があるので

はないかと考えますが、理事者の考えを伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

お答えをいたします。 
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議員御指摘のとおり、当交差点は交通量が多く

見通しの悪い交差点で、視覚ハンプや誘導ポール

の設置等様々な対策が施されております。当箇所

周辺は住宅が立ち並ぶ市街地であり、改良する際

は周辺の道路状況や改良後の車両・歩行者の流れ

等検討すべき課題が多くあります。 

今後策定されます宇和町地域小学校再編計画や

スクールバスの運用など具体的な方針の決定後、

慎重に検討すべきであると考えております。当面

はソフト面での交通安全対策を引き続き各学校や

警察に御理解、御協力をいただきたいと思ってお

ります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

様々な事情はありますでしょうが、子どもたち

が安心安全に通学できるようどうぞよろしくお願

いいたします。 

現在、宇和町小学校からまなびあんへ行くにも

子どもたちが歩いていくにはあまり安全とは言え

ません。まなびあん周辺道路は改良され、せっか

くよくなったのですから、まなびあんから小学校

正門下交差点への進入ルートをつくることはでき

ないかお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

三瀬建設部長。 

○三瀬建設部長 

まなびあんからの進入ルートをつくることがで

きないかについてお答えをいたします。 

まなびあん周辺道路は施設整備と同時に改良さ

れたことにより、幅員も広がり通行しやすくなっ

ておりますが、提案いただいているルートにつき

ましては、住宅が立ち並んでいることから市道整

備は困難であると考えます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

進入ルートの市道整備は困難ということでした。

残念ではありますが、その分、宇和町小学校正門

下の交差点の整備が充実され、小学校とまなびあ

んへ子どもたちが安全に歩けるよう期待します。 

今後、宇和町地域小学校再編計画も策定される

ことになると思います。小学校再編を見据えた上

で児童・生徒はもちろんのこと近隣住民の方々が

安心して安全に通ることができるよう、何度も申

し上げますが、早く計画を立てていただくようよ

ろしくお願いいたしまして、次の質問に移ります。 

次に、西予市みらい発展就業奨励金についてで

す。 

新卒者が市内企業へ就職した場合、１年間に

10 万円を３年間受け取ることができるというも

のです。制定２年目となる奨励金ですが、まず、

設置目的についてお尋ねします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

○和氣産業部長 

設置目的についてお答えいたします。 

この奨励金は新規に学校を卒業した人に対し奨

励金を交付することにより、市内就職の促進と生

産労働人口の確保及び地域経済の維持を目的とし

たものでございます。既に廃止といたしましたふ

るさと就業創出奨励金の対象であります市内の中

学校または県内の中等教育学校、高等学校もしく

は特別支援学校高等部を卒業した方に加えて、大

学、短期大学、専門学校を卒業した方も加えるこ

とで、目的達成に向けてより高い効果を得られる

よう改善を図っております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

市内就職の促進と生産労働人口の確保及び地域

経済の維持を目的とした奨励金とのことですが、

この奨励金の対象人数についてお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

○和氣産業部長 

現在の対象人数についてお答えいたします。 

対象人数につきましては、市外出身者でも市内

事業所に就労し、西予市に住所を置いていただけ
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れば対象となりますので、対象人数の把握はでき

ておりません。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

では、申請件数と申請者内訳について伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

○和氣産業部長 

令和４年度に申請があった人数については、２

年目の方が 23 名、１年目の方が 25名でございま

す。既に廃止しておりますふるさと就業創出奨励

金対象者となる３年目の方については７名となっ

ております。 

みらい発展就業奨励金対象者の内訳でございま

すが、令和３年度学卒者として高校生が 10 名、

専門学校卒が３名、短期大学卒が５名、大学卒が

５名の計 23 名となっております。また、令和４

年度学卒者といたしまして高校卒業が 10 名、専

門学校卒業が２名、短期大学卒業が２名、大学卒

が 11名の計 25 名となっております。ふるさと就

業創出奨励金対象者は、高校生７名でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

次に、この奨励金の周知を対象者や事業者へど

のように行っているのかお尋ねします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

○和氣産業部長 

周知方法といたしましては、対象者及び事業者

への直接の周知が困難であることから市のホーム

ページ及び広報せいよでの周知にとどまっておる

ところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

現在、ホームページと広報せいよでの周知にと

どまっているのは少しもったいない気がします。

せっかくこのような奨励金があることを対象者に

知ってもらうよう努めていただきたいと思います。 

みらい発展就業奨励金について今後の展望を伺

います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

○和氣産業部長 

今後の展望についてお答えいたします。 

本事業は要綱制定後２年目であり、申請者数も

増えてきている状況でありますので、一定の成果

はあるものと考えておりますが、先ほど御質問い

ただきました周知方法等まだまだ改善すべき点は

ございます。全国の就業予定者に対して効果的に

ＰＲしていくとともに市内事業者と連携してより

効果の高い事業となるよう検討を進めてまいりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

学校はもとより、市内事業者や商工会との連携

も必要と思います。せっかくのすばらしい事業を

アピールしてますます西予市の就職の促進と生産

労働人口の確保及び地域経済の維持につながれば

と思います。 

新規就業するのに、例えば車の免許を取ったり、

部屋を借りる、スーツなどを新調するといった仕

事をするに当たってのまとまった準備金も必要と

なってきます。市内の事業者さんでは独自に行っ

ておられるところもあり、一例ではありますが、

就職が内定した学生に対し資金を貸し付ける制度

があり、就職後、引き続き業務を５年間継続すれ

ば貸付けされた金額は免除されるといった制度を

設けておられるところもあるようです。 

このようなことを市として取り組むことはでき

ないかお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 
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○和氣産業部長 

新規就業者貸付制度についてお答えいたします。 

新規就業者貸付けについてですが、就職のため

の支度に係る費用等が対象となると考えますが、

民間の貸付状況によっては、社会福祉協議会によ

る生活福祉資金貸付制度も利用が可能であり、事

業所によっては独自で新規就業者への貸付制度を

運用されている事業所もございます。 

また、貸付けとなれば条件設定が難しく、運用

に当たっては返済の管理等、回収不能な事実が生

じる場合も想定されます。 

このことから新規就業者への貸付制度設立につ

きましては現在のところ考えておりませんが、先

ほど御質問いただきました内容等も含めて、今後

の市内事業者への新規就労者確保に向けた施策に

ついて引き続き検討を進めて参りたいと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

貸付けになると条件設定が難しいということは

理解しましたが、これからますます奨励金や貸付

制度など対象者の方が利用しやすく、西予市で働

こうと思うきっかけの一つとなることを期待して

います。 

次の質問に移ります。 

コロナなどによる影響で半導体が不足している

現状に加えて、ウクライナ危機の影響で原油や資

材の価格高騰が加速し、民間では入札の不調や不

落の情報をよく耳にするようになりました。 

そこで、まず初めに市発注工事における本市の

入札状況をお尋ねします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

発注状況についての御質問でございますが、公

共工事の入札件数につきまして答弁させていただ

きたいと思います。 

令和２年度、令和３年度また、令和４年度にお

きましては８月末までの件数で御説明をさせてい

ただきます。 

まず、全体の工事件数でございますが、令和２

年度が 264 件、令和３年度が 162 件、令和４年度

は８月末で 96 件となっております。主な工種別

の内訳といたしましては、令和２年度が土木工事

174 件、建築工事 31 件、舗装工事 18 件、電気工

事 11件、管工事８件、水道施設工事 12 件でござ

います。 

次に、令和３年度につきましては、土木工事

98 件、建築工事 23 件、舗装工事 16 件、電気工

事３件、管工事９件、水道施設工事５件となって

おります。 

最後に、令和４年度８月末まででございますが、

土木工事が 51 件、建築工事 12件、舗装工事８件、

電気工事６件、管工事６件、水道施設工事９件と

なっております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

次に、市発注工事の市内企業落札状況及び下請

企業の状況はどのようになっているのかお尋ねし

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

市発注工事の市内業者の落札状況につきまして、

全体数、市内業者数、市内の業者の割合の順で御

説明を申し上げます。 

令和２年度が 264 件中 254 件で 96.2％、令和

３年度が 162 件中 159 件で 98.1％、令和４年度

８月末までが 96 件中 91 件で 94.8％となってお

ります。 

次に、下請の状況につきましては、市と下請と

の間におきましては直接の法律関係が生じないと

いうことで統計的なデータはとっていないため、

市内業者及び市外業者の件数は把握をいたしてお

りません。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

下請企業の件数は把握していないということで



 

- 72 - 

 

したが、市内企業者の育成、振興及び市内経済の

活性化の観点や市内業者の自主的な努力を助長し

た上で、公正な競争が行われるよう配慮しつつも

市内業者への受注機会の拡大を図るため落札業者

はもとより地元下請業者への優先発注の必要性を

感じます。既に、適正な競争原理のもとで公正性

等を確保した上で、市内業者を優先とした発注を

積極的に取り入れていただいていると認識いたし

ておりますが、国や県発注分における公共工事に

加えて、本市の補助金等が入った事業に対して、

それに関わる関係部局が受注業者に対して、市内

業者を下請等に選定するようお願いするような取

組は行っているのか伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

お答えをいたします。 

市では公共工事の発注に当たりまして、地域経

済の活性化及び市内業者の育成・振興と地域雇用

の促進を図る観点から、市内業者への発注を優先

するように努めておりますが、昨今の経済情勢の

変化によりまして、市内業者を取り巻く環境は大

変厳しい状況となっております。 

そのため、市内業者の受注機会の確保の観点か

ら市発注工事等の施工に際し下請が発生する場合

には、市内業者を優先して活用するように、契約

書の特約条項で明記をしてお願いをしているとこ

ろでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

契約書の特約事項で明記していただいていると

いうことで安心いたしました。 

次に、物品・備品の入札状況について伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

お答えをいたします。 

備品だけの入札区分がございませんので、物品

入札の件数ということで答弁させていただきます。 

物品入札件数は、令和２年度が 82 件、令和３

年度が 49件、令和４年度８月末までが 28件とな

っております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

物品入札の市内企業の落札状況について伺いま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

落札状況につきまして答弁申し上げます。 

令和２年度が 82 件中 56 件が市内業者で

68.3％、令和３年度が 49件中 30 件が市内業者で

61.2％、令和４年度は８月末までで 28件中 18 件

が市内業者で 64.3％となっております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

先に伺いました公共工事に比べ市内業者の割合

が低い理由について伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

お答えをいたします。 

工事に比べまして市内業者の占める割合が物品

については低いということですが、これにつきま

しては市内の公立病院で使用いたしております医

療機器などは全て市外業者の落札となっている、

こういったことが主な原因であるというふうに理

解をいたしております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

市で行う公共工事及び物品入札など入札全般に

ついて、実施方針等どのように定められているの
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か改めて伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

実施方針についてお答えをいたします。 

公共工事及び物品入札に関しましては、契約規

則及び各種要綱・要領等に基づきまして執行をい

たしております。 

御質問のありました入札における実施方針につ

きましては、工事におきましては指名基準で工事

に対する地理的条件に基づき市内業者が優先的に

受注できるようにいたしております。物品につき

ましても、地理的条件、また調達能力等の選定基

準を踏まえまして、可能な限り市内業者から選定

し、受注機会の確保に努めているところでござい

ます。 

ただし、先ほど申し上げましたけれども、市内

業者では対応できない大規模工事、また物品につ

きましては、選定業者を市外業者まで拡大しての

入札となる場合もございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

工事においては指名基準、物品に関しては選定

基準とありましたが、具体的にどのようなものか

お尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

お答えをいたします。 

工事の指名基準につきましては、市が定めてお

ります西予市発注の工事請負契約に係る指名基準、

これに基づきまして不誠実な行為の有無、経営状

況、工事成績の状況、工事に対する地理的条件等

を参考に指名業者を選定いたしております。 

また、物品の選定基準につきましては、同じく

市が定めております西予市物品の買入等指名競争

入札参加者選定基準、これに基づきまして、市内

に本店・本社を有する市内業者、市内に支店・営

業所等を有する準市内業者、そして、南予地域に

本店等、また支店等を有する近隣業者、このよう

な順番に順位をつけまして指名業者を選定いたし

ております。 

今後も引き続き、市内業者の入札機会が優先さ

れるような取組を進めて参りたいと考えておりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

現在、市内企業に対する配慮が行われていると

いうことでした。人口減少に加え、物価の高騰な

どで各業者さんは疲弊しておられるところがたく

さんあります。このような市内の業者が守られる

よう、市のお金、市民の税金は市内で使われるよ

うな努力を引き続き行っていただきたいと思いま

す。 

最後の質問に移ります。 

市内の保育所等についてです。 

８月 31 日の愛媛新聞において、厚生労働省は、

待機児童が 2,944人減、ピーク時の９分の１とな

った。全市区町村の約 85.5％を占める 1,489 自

治体で待機児童がゼロとなったとの報道がありま

した。 

そこで、西予市内各町別待機児童の現状につい

て伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井福祉事務所長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

各町別の待機児童数についてお答えいたします。 

令和４年９月１日現在の待機児童数は、潜在待

機児童の４名を含めまして、宇和町 17 名、野村

町３名、三瓶町１名、合計 21 名でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

行きたい保育所への利用希望に応えられず、入

所できていない潜在待機児童４名を含め 21 名と

いう答弁でありました。 

そこで、待機児童への対応についてどのように
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行っているのかお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井福祉事務所長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

待機児童等の対応についてお答えをいたします。 

保育所等の入園に至らなかった場合、継続した

入所支援を行うため、リスト化いたしました待機

児童情報を市内認可保育所等に情報提供し、随時

入所調整を行っているところでございます。 

昨年度においては４月から 12 月受け付けの待

機児童 36名のうち 17名を入所調整することがで

き、約５割の待機児童の解消につなげております。 

待機児童発生の根幹には、保育士不足により受

け入れる運営体制が整っていないという要因がご

ざいますので、待機児童解消に向け、保育士人材

確保についても併せて取り組んでまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

待機児童発生の根幹は保育士不足で、現在、保

育士人材確保に取り組んでおられるということで

すが、具体的にどのように取り組んでおられるの

か伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井福祉事務所長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

保育士人材確保についてお答えをいたします。 

保育士人材確保問題につきましては、公民を問

わず西予市全体の保育士不足を解消する施策を一

緒に考えるため、子育て支援課と市内で保育施設

を運営いたします民間法人代表者との意見交換会

を実施しているところでございます。 

この意見交換会では、保育士が担っている業務

は保育活動だけでなく、保育計画を手書きするな

どの非効率な事務作業や園内の衛生管理、保護者

対応等の多種多様な業務の多さが人材不足の原因

ではないかとの御意見をいただきましたので、近

日中に西予市内で働く保育士を対象にアンケート

を実施いたしまして、長期安定的な保育人材の定

着化を図るために、必要な保育士の現状や意向等

を把握いたしまして、保育士人材確保対策を講じ

て参りたいと思っております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

人材確保について様々な御努力いただいている

ようです。しかしながら、報道などでは待機児童

が減ったと言われるのに反するような、働きたい

のに保育園に入れないから働けない。兄弟が別の

保育所へ通っているので、朝の通園、お迎えなど

が大変だといった声を西予市内で耳にすることが

あります。 

このような声がなくなり、西予市は保育の環境

がほかの市に比べて整っているねと言われるよう

市独自の対応も今後考えていただきたいと思いま

す。 

以上で質問を終わります。 

○小玉議長 

以上で一般質問を終結といたします。 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 10時 56分） 

○小玉議長 

再開いたします。（再開 午前 11時 50分） 

ただいまから議案順に質疑を行います。 

（日程２） 

○小玉議長 

日程第２、議案第 89号「ＣＡＴＶ整備事業 城

川サブセンター整備工事請負契約について」から

議案第 93 号「西予市職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例制定について」までの

５件を一括議題といたします。 

これより本案５件に対する一括質疑を行います。 

質疑の通告がありますので発言を許可いたしま

す。 

15 番二宮一朗君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

議案第 90 号「西予市卯之町駅舎の設置及び管

理に関する条例制定について」質問をさせていた

だきます。 

条例では卯之町駅舎の設置及び管理というふう
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になっておりますけれども、条例の内容をちょっ

と見ておりましたら、設置はありますけれども管

理と言える内容になっていないのではないかとい

うふうに思いました。何か料理で言えば、塩が抜

けたみたいな、ちょっとイメージで私は聞いたん

ですけれども、駅舎完成後の駅舎の運営主体と運

営方法についてお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

○宇都宮政策企画部長 

駅舎完成後の運営方法と運営主体についてお答

えいたします。 

駅舎の運営に関する業務の主体は西予市が担い

ます。 

次に、管理業務につきましては、卯之町「はち

のじ」まちづくり整備事業に係る特定事業契約に

基づいて、株式会社西予まちづくりサービスが、

これまでの駅舎と同様に 24 時間利用が可能な駅

舎として、建物の保守管理、警備、清掃などの維

持管理業務を行います。 

次に、駅舎内でのポスター等の掲示やイベント

をはじめとする施設の利活用に関する企画等運営

業務については、株式会社西予まちづくりサービ

スと協力連携して実施してまいります。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮議員。 

○15番二宮一朗君 

駅舎完成後、まちづくりサービスが運営主体と

いうことだったんですけども、駅舎完成後はお披

露目のイベントとかを企画される予定があるのか

どうかお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

○宇都宮政策企画部長 

お答えいたします。 

卯之町駅舎の開所を 11 月初旬に予定しており

ます。オープニングセレモニーの開催を計画いた

しております。 

また、駅舎の開所後のイベント企画といたしま

しては、卯之町駅が全国で唯一「卯」がつく駅名

であることから、うさぎ年を前に卯之町駅を全国

的にアピールしていくため、西予市産材でつくっ

たうさぎ絵馬の販売や絵馬のモニュメントの設置

などを現在計画しております。 

そのほかにも、木の風船の設置や愛の火鉢を活

用したイベントなど季節ごとの駅舎の利活用につ

いて、地元関係団体とともに実施に向けて検討を

進めてまいります。 

以上、答弁といたします。 

○小玉議長 

ただいま議題となっております議案第 89 号か

ら議案第 93 号までの５件は総務常任委員会へ付

託いたします。 

（日程３） 

○小玉議長 

次に、日程第３、議案第 94 号「令和４年度西

予市一般会計補正予算（第４号）」から議案第

99 号「令和４年度西予市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）」までの６件を一括議題

といたします。 

これより本案６件に対する一括質疑を行います。 

質疑の通告がありますので発言を許可します。 

15 番二宮一朗君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

それでは、議案第 94 号「令和４年度西予市一

般会計補正予算（第４号）」の予算書 18 ページ、

6 款 1 項 3 目農業振興費、農業後継者育成事業に

おいて、新規就農者が実施する機械・施設等を導

入する経費との説明がありました。 

新規就農者が補助金を適用される期間というの

が決まっているのかどうか。また、新規就農者と

いう定義ですね、それについてありましたらお伺

いをしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

○和氣産業部長 

二宮議員の質問にお答えいたします。 

新規就農者が新規就農総合支援事業補助金の交

付を受けられる期間は就農した初年度に限られま

す。 
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次に、新規就農者の定義でございますが、新規

就農総合支援事業補助金の交付を受けることがで

きる新規就農者の要件として７点ございます。 

まず１点目が、独立・自営就農時の年齢が

49 歳以下であること。２点目が、令和４年度中

に要件を全て満たし独立・自営就農すること。３

点目が、青年等就農計画の認定を受けた認定新規

就農者であること。４点目、農業経営を承継する

場合は、経営に従事してから５年以内に継承する

こと。５点目、人・農地プランに位置づけられて

いる、または、位置づけられることが確実、また

は、農地中間管理機構から農地を借り受けている

こと。６点目、雇用就農資金及び経営継承・発展

等支援事業の交付を受けていないこと。最後です

が、機械・施設等の取得費用に交付対象者本人が

金融機関から融資を受けているということになり

ます。 

今年度よりハード事業に対して国が２分の１、

県が４分の１、合わせて４分の３の補助で、上限

で 1000 万円の補助が受けれるようになります。 

この要件を満たした新規の就農者ということが

定義となります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

ちょっと私が思とった新規就農者というのは、

年間 150万円、３年間補助される制度というのが

イメージがありまして聞いたんですけれども、今

私が言ったその年間 150 万円を３年間もらえる新

規就農者も初年度であれば同時に申請してもいい

ということで理解してよろしいんでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

○和氣産業部長 

二宮議員にお答えいたします。 

年間 150 万円、就農時から３年間交付を受けら

れる新規就農総合支援事業交付金でありますが、

同時に申請することも可能でございます。 

しかし、今回の補助事業の上限は 1000 万円で

すが、年間 150 万円を同時申請した場合につきま

しては、半額の 500 万円が補助金額の上限となり

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

二宮一朗君。 

○15番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

思わぬええ事業があるもんやなというふうにち

ょっと今思ったんですけれども、最初の答弁の要

件の中に、独立ということと自営就農という言葉

があったんですけども、これについての定義があ

りましたらお伺いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

和氣産業部長。 

○和氣産業部長 

お答えいたします。 

独立・自営就農とはということでございますが、

まず１点目、農地所有権または施設を所有し、ま

たは借りていること。２点目が、主要な農業機械、

施設を所有し、または借りていること。３点目が、

生産物や生産資材等を自らの名義で出荷・取引す

ること。４点目でございます。経営収支を自らの

名義の通帳及び帳簿で管理すること。５点目が、

自らが農業経営に関する主宰権を有していること

でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○小玉議長 

ただいま議題となっております議案第 94 号は

関係常任委員会へ、議案第 95 号は総務常任委員

会へ、議案第 96号から議案第 98 号の３件は厚生

常任委員会へ、議案第 99 号は産業建設常任委員

会へそれぞれ付託いたします。 

（日程４） 

○小玉議長 

次に、日程第４、認定第１号「令和３年度西予

市一般会計歳入歳出決算の認定について」から認

定第 11 号「令和３年度西予市野村介護老人保健

施設事業会計決算の認定について」までの 11 件

を一括議題といたします。 

これより本案 11 件に対する一括質疑に入りま

す。 

質疑の通告がありませんので質疑を終結といた
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します。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております認定第１号から

認定第 11号までの 11件については決算審査特別

委員会に付託することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

異議なしと認めます。よって、認定第１号から

認定第 11号までの 11件は決算審査特別委員会に

付託することに決定いたしました。 

（日程５） 

○小玉議長 

次に、日程第５、議案第 100 号「西予市過疎地

域持続的発展計画の変更について」を議題といた

します。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

 〔宇都宮政策企画部長登壇〕 

○宇都宮政策企画部長 

議案第 100号「西予市過疎地域持続的発展計画

の変更について」提案理由の御説明を申し上げま

す。 

本市は、令和３年４月に過疎地域の様々な課題

を解決するための過疎地域持続的発展計画を策定

し、総合的かつ計画的な対策を実施しているとこ

ろであります。 

今回、児童公園を整備するため、過疎地域持続

的発展計画に１事業を新たに追加いたしました。 

新たに追加する事業は、親子並びに地域ぐるみ

で子どもたちの健やかな成長を支えることを目的

として、西予市衛生センター横に設置いたします

児童公園の整備に係るものであります。 

この事業の追加に伴う本計画の変更について、

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法

第８条の規定により議会の議決を求めるものであ

ります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○小玉議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。なお、

質疑の内容は大綱のみに願います。 

質疑はありませんか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

井関議員。 

○13番井関陽一君 

ただいま説明をいただいたわけなんですけども、

児童公園整備事業という名前になっておりますが、

先ほど全協室で話を聞いたときには仮称というこ

とを聞いたように思ってるんですが、この名前の

ままでよろしいんでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

宇都宮政策企画部長。 

○宇都宮政策企画部長 

ただいまの井関議員の御質問にお答えします。 

過疎計画上は今回、児童公園の整備ということ

で議案として上げますので、そちらのほうでいか

せていただいたらと思います。 

以上です。 

○小玉議長 

ほかにありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第 100 号に

ついては総務常任委員会へ付託いたします。 

（日程６） 

○小玉議長 

次に、日程第６、議案第 101 号「令和４年度西

予市一般会計補正予算（第５号）」を議題といた

します。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

議案第 101号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第５号）」について提案理由の御説明を申

し上げます。 

今回の補正予算でございますが、まず、新規事

業となります児童公園整備事業につきまして、子

育て環境の充実を図るため、子どもたちの遊びと

交流の場として、市産材を用いた木製大型遊具を
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備えた公園を整備するための経費 6870 万円を計

上するものであります。 

令和４年度及び令和５年度の２カ年事業として

継続費を設定し事業を実施するものであります。 

次に、予防接種事業につきまして、新型コロナ

ウイルス感染症に係る特例臨時接種の実施期間を

延長する国の方針に基づいて、オミクロン株に対

応した新型コロナウイルスワクチンの接種体制を

迅速に整備するための経費 1 億 1216万 7000円を

計上するとともに、同事業の円滑な推進のため、

事務補助としての会計年度任用職員を任用するた

めの経費 206 万 8000 円を計上するものでありま

す。 

これらの事業の財源につきましては、国庫支出

金として、新型コロナウイルスワクチン接種対策

費国庫負担金及び新型コロナウイルスワクチン接

種体制確保事業費国庫補助金、繰入金として、ふ

るさと応援基金及び森林環境譲与税基金等を計上

し、収支の均衡を図るものであります。 

これらによりまして、歳入歳出の予算の総額に

歳入歳出それぞれ 1億 8293 万 5000円を増額し、

歳入歳出予算の総額を 339億 1192万 3000 円と定

めるものでございます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○小玉議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。なお、

質疑の内容は大綱のみに願います。 

質疑はありませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

中村敬治君。 

○14番中村敬治君 

今、市長から補正予算第５号ということで説明

がありました。 

その中で８ページの児童公園整備事業 6870 万

円、そして、予防接種事業 1 億 1200 万円という

ものが説明があったわけですけれども、この予防

接種事業の 1 億 1200 万円というのは、これはコ

ロナの関係ですので、国の方針もあってなかなか

定まらなかったと思いますが、児童公園整備事業

について、これ９月１日に一般会計補正予算とし

ては説明があったわけで、今日急に、先ほど説明

をいただいたわけですけれども、こういうような

全体事業費で、今年は 6870 万円、合計で 2 億円、

今年と来年度で 2億円に上るような大きな事業に

着手するということなんですけれども、なぜその

追加で急にこういうようなものが今日突然出てき

たのかなと。私としては、突然出てきた話と思う

わけですけれども。 

こういうところは、場所的にもどんぶり館と衛

生センターに挟まれたところで、既に用地も確保

できておるというところでして、計画的に９月１

日の本会議当日に説明があってもよかったんかな

と思う事案ですがいかがでしょうか。どうしてこ

う遅くなったんでしょうか、お尋ねします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

一井生活福祉部長。 

○一井生活福祉部長兼福祉事務所長 

提案時期についてのお尋ねであったかなと思い

ます。 

現在、今回の議案につきましては、まずかねて

から子育て支援計画、そして、アンケート等でも

子育て環境においてはおおむね整備をされている

というようなお声がございましたけれども、ただ

こういった遊び場等についての要求といいましょ

うか、要望が多くこれまであってきたところでご

ざいます。 

そういったことも含めまして、かねてから計画

はしておったわけなんですけれども、特に、今回

コロナの影響もございまして、近年やはり行動制

限等がかなりきております。子育て環境の中で、

やはり子どものストレス、あるいは親のストレス

等も続いている状況でございまして、その中では、

そういった行動制限のかかる中でも、子育てしや

すい環境整備としての遊具整備というのは急務で

あろうかなと考えております。 

特に、子どもの１年というのは、大人の１年と

比べまして、非常に人間形成には必要な貴重な時

間でございますので、早急な対策が必要であると

いうことで提案をさせていただいております。 

なお、事業費等につきましても、近隣の状況、

公園の状況も精査する必要がございましたもので、

その精査をする期間もございまして年度途中のこ

の時期での提案をさせていただいたところでござ

います。 
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以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

中村敬治君。 

○14番中村敬治君 

事情は十分分かりましたけれども、この公園事

業そのものは、私もどんぶり館と衛生センターの

間の位置というのは非常にインターにも近いし、

来訪客に対してもいいんかなという気はしており

ます。しかし、やはりこういうような大事業を突

然にこうやって 2億円に近いような事業を今聞く

と、聞いて追加で出されるというようなことにつ

いては、今後十分精査していただいて、こういう

ことのないように計画的に進めていただきたいと

思いますのでよろしくお願いします。 

○小玉議長 

ほかに質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第 101 号に

ついては関係各常任委員会へ付託いたします。 

（日程７） 

○小玉議長 

次に、日程第７、請願第１号「山田薬師の屋根

保全修理への補助金予算措置を求める請願書」を

議題といたします。 

請願１件についての詳細につきましては、お手

元に配信しております請願陳情文書表を御参照く

ださい。 

ただいま議題となっております請願１件につい

ては総務常任委員会へ付託いたします。 

各常任委員会及び特別委員会においては、各議

案について十分に審査を行い、各常任委員会にお

いては９月 20 日の本会議において、特別委員会

については最終日の本会議において、委員会の審

査の経過と結果について各委員長の報告を求める

ことといたします。 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

９月 20 日は午前 10時より会議を開きます。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午後０時15分 
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議案第９０号 西予市卯之町駅舎の設置及

び管理に関する条例制定に

ついて 

   議案第９１号 西予市支所及び出張所設置

条例の一部を改正する条例

制定について 

   議案第９２号 西予市議会の議員及び長の

選挙における公費負担に関

する条例の一部を改正する
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補正予算(第４号) 
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者医療特別会計補正予算

(第１号) 

   議案第９８号 令和４年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第１号) 

  議案第９９号 令和４年度西予市農業集落

排水事業特別会計補正予算

(第１号) 

  議案第１００号 西予市過疎地域持続的発展

計画の変更について 

 議案第１０１号 令和４年度西予市一般会計

補正予算(第５号) 

請願第 １号 山田薬師の屋根保全修理へ

の補助金予算措置を求める

請願書 

２ 議案第１０２号 西予市職員の給与に関する

条例及び西予市会計年度任

用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 
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  開会 午前10時00分 

○小玉議長 

おはようございます。 

ただいまの出席議員は 18名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

（日程１） 

○小玉議長 

日程第１、議案第 89号「ＣＡＴＶ整備事業 城

川サブセンター整備工事請負契約について」から

議案第 101 号「令和４年度西予市一般会計補正予

算（第５号）」までの 13 件、及び請願第１号

「山田薬師の屋根保全修理への補助金予算措置を

求める請願書」を一括議題といたします。 

各委員会における審査の経過と結果について各

委員長の報告を求めます。 

まず、総務常任委員会委員長河野清一君の報告

を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

河野清一君。 

 〔河野総務常任委員会委員長登壇〕 

○河野総務常任委員会委員長 

総務常任委員会の審査報告をいたします。 

去る９月８日の本会議において当委員会へ付託

されました議案９件、請願１件につきましては、

13 日委員会を開催し審査を行いました。その経

過と結果について御報告を申し上げます。 

委員会結果はお手元に配信のとおりであり、議

案９件は原案のとおり可決決定、請願１件は採択

と決定いたしました。 

これより議案審査の過程におきまして、各委員

より出されました質疑並びに部課長の答弁を抜粋

して報告いたします。 

議案第 89号「ＣＡＴＶ整備事業 城川サブセン

ター整備工事請負契約について」では、ＣＡＴＶ

の施設整備に係る費用負担として、西予ＣＡＴＶ

からの負担はないかとの質疑に対し、総務省が示

す地方公共団体が整備・保有する光ファイバ網の

電気通信事業者への開放に関する標準手続により、

機器の賃貸借契約を締結して、貸付料として費用

負担をしていただいているとの答弁でありました。 

議案第 90 号「西予市卯之町駅舎の設置及び管

理に関する条例制定について」では、卯之町はち

のじまちづくり整備事業の全体事業費における駅

舎の建設費、費用負担についてはどうなっている

かとの質疑に対し、卯之町はちのじまちづくり整

備事業に係る特定事業契約において、施設整備業

務、維持管理業務、運営業務を全て含み約 19 億

6893 万円で契約している。駅舎建設については、

整備等委託料として約 5000 万円で事業を進めて

おり、全ての施設整備が終了後精算し、増加した

事業費について、契約先の株式会社西予まちづく

りサービスへ支出することになるとの答弁であり

ました。 

また、卯之町駅の１日の利用客数と今後、株式

会社西予まちづくりサービスが行う保守管理の内

容についての質疑があり、2020 年度で１日平均

244 人の利用客数があり、これまでの駅舎と同様

に 24 時間利用が可能な駅舎として、日常的な点

検、警備、清掃などの管理業務を行うとの答弁で

ありました。 

議案第 93 号「西予市職員の育児休業等に関す

る条例の一部を改正する条例制定について」では、

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正

に伴い条例の一部を改正するもので、主に男性職

員の育児休業等の取得について要件が緩和された

ため、育児休業等を取得しやすい環境づくりを行

い、積極的に取得を促していくことで、育児に参

加する男性職員の仕事と家庭生活の両立を後押し

していきたいとの説明でありました。 

委員から、西予市男性職員の育児休暇取得状況

についての質疑があり、育児休業・産後パパ育休

について、令和３年度、令和４年度現在で１人も

取得していないが、今年 10 月から男性職員１名

が育児休業を取得する予定となっている。また、

５日の範囲でとれる育児参加のための休暇につい

ては、令和３年度が８名、令和４年度は４名取得

しているとの答弁でありました。 

議案第 94 号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第４号）」について、スポーツ・文化課所

管分では、宇和文化会館管理運営事業の舞台機構

設備取替工事費の増額となった設備についての質

疑があり、舞台吊物や舞台の吊物を吊るすブドウ

棚に係る設備の取替えと修繕であり、原材料価格

の高騰や石油価格の上昇に起因する調達コストが

増加したため増額となったとの答弁でありました。 
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請願第１号「山田薬師の屋根保全修理への補助

金予算措置を求める請願書」については、９月

13 日現地において、請願者である西山田区長か

ら説明を受けた後、委員会審査を行いました。 

請願の対象となっている山田薬師本堂は、西予

市指定有形文化財であり、本堂内にも薬師如来坐

像など市指定有形文化財が保存されており、西山

田地区としても、地区住民の象徴として長く保存

し、年中行事を伝承していくことが地区住民の願

望であるとのことでありました。 

審査では、西予市指定文化財にも登録してあり、

貴重な文化財を守らなければならないとの意見が

あり、補助金の予算措置については、西予市文化

財維持管理費補助金交付要綱に基づいた支援を行

うことで採決を行い、全会一致で採択いたしまし

た。 

以上、総務常任委員会審査報告といたします。 

令和４年９月 20 日、総務常任委員会委員長河

野清一。 

○小玉議長 

次に、厚生常任委員会委員長竹﨑幸仁君の報告

を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

竹﨑幸仁君。 

 〔竹﨑厚生常任委員会委員長登壇〕 

○竹﨑厚生常任委員会委員長 

厚生常任委員会審査報告を行います。 

去る９月８日の本会議において、当委員会に付

託されました議案５件について、９月 12 日に委

員会を開催し、審査を行いましたので、その経過

と結果について御報告申し上げます。 

議案５件については、お手元に配信のとおり、

原案可決決定いたしました。 

これより議案審査の過程において、委員より出

された質疑並びに部課長の答弁を抜粋して報告い

たします。 

議案第 94 号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第４号）」の子育て支援課所管分では、公

立保育所の保育業務支援システム導入後の効果に

ついて質疑があり、当システムには、保育現場の

業務負担軽減に資する機能として、指導計画、日

誌作成などの記録アプリなど、保護者とのコミュ

ニケーション機能として、連絡帳、保護者連絡ア

プリによりお便りやお知らせを一斉に配信する機

能があり、有効に活用されているとの答弁であり

ました。 

議案第 101号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第５号）」の健康づくり推進課所管分では、

オミクロン株対応ワクチンの接種体制についての

質疑があり、10 月以降、オミクロン株対応ワク

チンを接種するよう準備を進めており、初回接種

を完了した 12 歳以上全ての市民が接種可能であ

る。接種の対象者が３回目、４回目を接種してい

ない方、12 月以降には５回目を接種する方など

複雑になるため、市民の皆様にできる限り分かり

やすいような通知をしていく。今後、小児ワクチ

ンについても３回目接種が予定され、また、国の

説明では、生後６カ月経過した乳幼児から接種が

可能になるとのことであり、しっかりと準備を行

い、スムーズに接種できるよう進めていきたいと

の答弁でありました。 

子育て支援課所管分では、児童公園整備事業、

遊具設置工事について、子育て環境の充実を図る

ため、子どもたちの遊びと交流の場として、市産

材を用いた木製大型遊具を宇和町稲生のどんぶり

館横のみずすまし公園内に、令和４年度、５年度

２カ年の総額 1 億 4850 万円の継続費を計上する

との説明がありました。 

事業計画の開始時期と予算計上の時期、場所の

選定についての質疑があり、令和３年度末から調

査研究を開始しており、人口減少、少子化対策は

急務であり、保護者アンケートの結果も反映し、

コロナ禍での子どもを取り巻く環境への対応とし

て、野外での子どもたちの遊び場の確保、メンタ

ルヘルス対策が必要である。新しい生活様式とし

て、地方移住という選択枠についても考えられて

いる時期でもあり、この機を捉え、西予市の子育

て環境のよさをアピールし、移住定住対策を展開

し、人口減少対策につなげ、早急な整備を行うた

め、９月補正予算に計上する。市内外からの集客

を見込み、西予宇和インターの近くで、どんぶり

館横に位置し、遊び、買物、食事などができる場

所に選定したとの答弁でありました。 

また、駐車場の確保についての質疑に対し、

100 台の駐車場を設置予定であり、年間 15 万人

の集客を見込んでいるとの答弁でありました。 

さらに、遊具整備に関し、市民の声をどのよう
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に反映するのかとの質疑に対し、有識者、保護者

の代表者等で構成するプロポーザル審査委員会を

設置し、企画提案書等の内容を審査していただく

との答弁でありました。 

委員からは、遊具利用における十分な安全の確

保、また、高齢者の利用にも配慮するようにとの

意見がありました。 

以上、委員会審査報告といたします。 

令和４年９月 20 日、厚生常任委員会委員長竹

﨑幸仁。 

○小玉議長 

次に、産業建設常任委員会委員長井関陽一君の

報告を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

井関陽一君。 

 〔井関産業建設常任委員会委員長登壇〕 

○井関産業建設常任委員会委員長 

産業建設常任委員会審査報告をいたします。 

去る９月８日に当委員会に付託されました議案

３件につきまして、９月 12 日に委員会を開催し、

審査いたしましたので、その結果と内容について

御報告申し上げます。 

当委員会に付託されました議案３件は、お手元

に配信のとおり、全会一致にて原案可決決定いた

しました。 

次に、審査経過及び意見等について、抜粋にて

御報告を申し上げます。 

議案第 94 号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第４号）」の農業水産課所管分では、畜産

新技術等導入支援事業補助金申請の流れについて

質疑があり、補助金申請については、畜産クラス

ター協議会が市へ申請し、市で取りまとめた後、

愛媛県へ申請を行い、県から事業決定通知が届い

たら、市が畜産クラスター協議会へ交付決定を通

知するという流れになっています。補助金につい

ては、県から西予市に交付され、西予市から畜産

クラスター協議会へ支出するような流れとなって

いるとの答弁でした。 

農業後継者育成事業では、新規就農総合支援事

業補助金の内容や内訳について質疑があり、当補

助金は、新規就農者が農業に定着するための機械

や施設、牛や豚などを導入する費用に充当するこ

とができる事業で、限度額が 1000 万円で今年度

初めて創設された事業であり、今回の補正では、

養豚経営に対する補助金 284 万 1000 円、ミニト

マト農家に対する補助金 456 万円を計上したとの

ことでした。また、この補助金は、既存の経営開

始資金と併用して利用することができ、その場合

の補助金は限度額 500万円となっているとのこと

でした。 

経済振興課所管分では、Ｅ－ＢＩＫＥの運営方

法について質疑があり、現在のところ、ジオミュ

ージアムに５台、みかめ本館に２台、あけはまー

れと狩江公民館で５台、クアテルメ宝泉坊と游の

里で５台、乙亥会館に３台、文化の里休憩所に７

台の計 27 台を設置する予定であり、西予市の交

通手段を考えると乗り捨てが難しいため、起点か

ら起点に戻ることを基本に考えているとの答弁で

した。 

設置後の周知方法については、ホームページや

広報紙のほかにフェイスブックなどのＳＮＳの活

用を考えており、一般社団法人西予市観光物産協

会と連携して対応を講じたいとの答弁でありまし

た。 

議案第 99 号「令和４年度西予市農業集落排水

事業特別会計補正予算（第１号）」では、前年度

繰越金の確定に伴う歳入予算の組替えを行うもの

で、歳入歳出予算の総額に変更はないとのことで

した。 

議案第 101号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第５号）」の林業課所管分では、公園の遊

具に森林環境譲与税を充当するに至った経緯につ

いて質疑があり、森林環境譲与税は細かく規定さ

れている国庫補助金と異なり、地方公共団体に一

定の裁量が与えられており、事業を幅広く弾力的

に実施できるものとされており、今回の児童公園

整備については、木製大型遊具を設置することと

されており、木材利用の促進、木育活動の普及啓

発として、その目的に合致していると考えて充当

することとし、森林環境譲与税の目的を鑑みると、

森林整備が最優先と考えるが、今後も広く木材利

用の促進や普及啓発となる事業にも当基金の充当

を検討していきたいとの答弁がありました。 

以上、委員会報告といたします。 

令和４年９月 20 日、産業建設常任委員会委員

長井関陽一。 

○小玉議長 
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以上で、各委員長の報告は終わりました。 

これより各委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

以上で質疑を終結といたします。 

討論の通告がありませんので討論を終結といた

します。 

これより議案順に採決を行います。 

まず、議案第 89号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 89号「ＣＡＴＶ整備事業 城川サブセン

ター整備工事請負契約について」は原案のとおり

決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 89 号は

原案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第 90号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 90 号「西予市卯之町駅舎の設置及び管

理に関する条例制定について」は原案のとおり決

定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 90 号は

原案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第 91号から議案第 93 号までの３件

を一括採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 91 号「西予市支所及び出張所設置条例

の一部を改正する条例制定について」から議案第

93 号「西予市職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例制定について」までの３件は

原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

異議なしと認めます。よって、議案第 91 号か

ら議案第 93 号までの３件は原案のとおり決定い

たしました。 

次に、議案第 94号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 94 号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第４号）」は原案のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 94 号は

原案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第 95号から議案第 99 号までの５件

を一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 95 号「令和４年度西予市育英会奨学資

金貸付特別会計補正予算（第１号）」から議案第

99 号「令和４年度西予市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）」までの５件は原案のと

おり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 95 号か

ら議案第 99 号までの５件は原案のとおり決定い

たしました。 

次に、議案第 100号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 100号「西予市過疎地域持続的発展計画

の変更について」は原案のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

異議なしと認めます。よって、議案第 100 号は

原案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第 101号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 101号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第５号）」は原案のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 101 号は

原案のとおり決定いたしました。 

次に、請願第１号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

請願第１号「山田薬師の屋根保全修理への補助
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金予算措置を求める請願書」は原案のとおり採択

することに賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、請願第１号は原

案のとおり採択することに決定いたしました。 

（日程２） 

○小玉議長 

次に、日程第２、議案第 102 号「西予市職員の

給与に関する条例及び西予市会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例制定について」を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

山住総務部長。 

 〔山住総務部長登壇〕 

○山住総務部長 

議案第 102号「西予市職員の給与に関する条例

及び西予市会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例制定について」

提案理由の御説明を申し上げます。 

令和３年 11 月に閣議決定されましたコロナ克

服・新時代開拓のための経済対策に基づき、看護、

介護、保育、幼児教育などに関わる職員の処遇を

改善するため、本年第１回定例会で関係条例の改

正を行ったところであります。 

今回の改正は、国により看護職員を対象とする

処遇の改善の第２段階として新たな措置が講じら

れることに伴い、関係２条例の一部を改正するも

のでございます。 

改正の内容としましては、本年２月より国の補

助金を活用し、初任給調整手当、または、給料の

調整額として看護職員の収入の月額 4,000 円の引

上げを実施しているところでありますが、10 月

からは、補助金による引上げ措置から診療報酬に

より月額 1 万 2000 円相当を引き上げる措置を講

じることが決定されたことに伴い、初任給調整手

当において、同水準額の処遇改善措置を講ずるも

のであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願いいたします。 

○小玉議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。なお、

質疑の内容は大綱のみに願います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第 102 号に

ついては総務常任委員会へ付託いたします。 

ただいま付託されました総務常任委員会におい

ては、議案について十分に審査を行い、10 月３

日の本会議において、委員会審査の経過と結果に

ついて、委員長の報告を求めることといたします。 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

10 月３日は午後２時から会議を開きます。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午前10時34分 
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令和４年第３回西予市議会定例会会議録（第５号） 

１．招 集 年 月 日 令和４年１０月 ３日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和４年１０月 ３日 

          午後 ２時００分 

１．閉     会 令和４年１０月 ３日 

          午後 ２時４２分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

    ８番  佐 藤 恒 夫 

    ９番  山 本 英 明 

   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １３番  井 関 陽 一 

   １４番  中 村 敬 治 

   １５番  二 宮 一 朗 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

   な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

市     長  管 家 一 夫 

副  市  長  酒 井 信 也 

教  育  長  松 川 伸 二 

総 務 部 長  山 住 哲 司 

政策企画部長  宇都宮 明 彦 

生活福祉部長兼 

福祉事務所長  一 井 健 二 

産 業 部 長  和 氣 岩 男 

建 設 部 長  三 瀬 計 浩 

医療介護部長  藤 井 兼 人 

会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   消防本部消防長  酒 井 広 一 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  大 森 寿 和 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   総 務 課 長  兵 頭 章 夫 

   財 政 課 長  安 岡 克 敏 

監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議  事  日  程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      議  事  日  程 

１ 議案第１０２号 西予市職員の給与に関する

条例及び西予市会計年度任

用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

認定第 １号 令和３年度西予市一般会計

歳入歳出決算の認定につい

て 

  認定第 ２号 令和３年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計歳入歳

出決算の認定について 

   認定第 ３号 令和３年度西予市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

   認定第 ４号 令和３年度西予市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

   認定第 ５号 令和３年度西予市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認

定について 

   認定第 ６号 令和３年度西予市農業集落

排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

   認定第 ７号 令和３年度西予市水道事業

会計決算の認定について 

認定第 ８号 令和３年度西予市簡易水道

事業会計決算の認定につい

て 

認定第 ９号 令和３年度西予市公共下水

道事業会計決算の認定につ

いて 

   認定第１０号 令和３年度西予市病院事業

会計決算の認定について 

  認定第１１号 令和３年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計決算

の認定について 

２ 議案第１０３号 令和４年度西予市一般会計

補正予算（第６号） 

 ３ 議員派遣の件について 
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本日の会議に付した事件 

１ 議案第１０２号 西予市職員の給与に関する

条例及び西予市会計年度任

用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

認定第 １号 令和３年度西予市一般会計

歳入歳出決算の認定につい

て 

  認定第 ２号 令和３年度西予市育英会奨

学資金貸付特別会計歳入歳

出決算の認定について 

   認定第 ３号 令和３年度西予市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

   認定第 ４号 令和３年度西予市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

   認定第 ５号 令和３年度西予市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認

定について 

   認定第 ６号 令和３年度西予市農業集落

排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

   認定第 ７号 令和３年度西予市水道事業

会計決算の認定について 

認定第 ８号 令和３年度西予市簡易水道

事業会計決算の認定につい

て 

認定第 ９号 令和３年度西予市公共下水

道事業会計決算の認定につ

いて 

   認定第１０号 令和３年度西予市病院事業

会計決算の認定について 

  認定第１１号 令和３年度西予市野村介護

老人保健施設事業会計決算

の認定について 

２ 議案第１０３号 令和４年度西予市一般会計

補正予算（第６号） 

 ３ 議員派遣の件について 
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  開会 午後２時00分 

○小玉議長 

ただいまの出席議員は 18名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

（日程１） 

○小玉議長 

日程第１、議案第 102号「西予市職員の給与に

関する条例及び西予市会計年度任用職員の給与及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制

定について」及び、認定第１号「令和３年度西予

市一般会計歳入歳出決算の認定について」から認

定第 11 号「令和３年度西予市野村介護老人保健

施設事業会計決算の認定について」までの 12 件

を一括議題といたします。 

各委員会における審査の経過と結果について委

員長の報告を求めます。 

まず、総務常任委員会委員長河野清一君の報告

を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

河野清一君。 

 〔河野総務常任委員会委員長登壇〕 

○河野総務常任委員会委員長 

総務常任委員会の審査報告をいたします。 

去る９月 20 日の本会議において当委員会へ付

託されました議案１件につきましては、28 日に

委員会を開催し審査を行いました。その経過と結

果について御報告申し上げます。 

委員会結果はお手元に配信のとおりであり、議

案１件は原案のとおり可決決定いたしました。 

これより議案審査の過程におきまして、各委員

より出されました質疑並びに部課長の答弁を抜粋

して報告いたします。 

議案第 102号「西予市職員の給与に関する条例

及び西予市会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て」、国により地域でコロナ医療など一定の役割

を担う医療機関に勤務する看護職員を対象に、診

療報酬加算による処遇改善措置が講じられること

から、初任給調整手当の上限額を 1 万 2000 円に

引き上げるための関係条例の一部改正を行うとの

説明でありました。 

委員から、診療報酬の加算によりどの程度患者

に影響してくるかとの質疑があり、西予市民病院

の試算では、１カ月間 30 日入院した場合、医療

費１割負担の方で約 1,500円、３割負担の方で約

4,500 円の負担増を見込んでいるとの答弁であり

ました。 

また、手当の増額により病院の運営には影響な

いかとの質疑があり、改正後、不足した場合は病

院からの持ち出しになるが、影響がない程度の額

を見込んでいるとの答弁でありました。 

さらに、手当の上限額についての質疑があり、

看護師不足の中、人材確保のためにも 1 万

2000 円の上限額まで引上げておくべきではない

かと考えているとの答弁でありました。 

以上、総務常任委員会審査報告といたします。 

令和４年 10 月３日、総務常任委員会委員長河

野清一。 

○小玉議長 

次に、決算審査特別委員会委員長信宮徹也君の

報告を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

信宮徹也君。 

 〔信宮決算審査特別委員会委員長登壇〕 

○信宮決算審査特別委員会委員長 

西予市決算審査特別委員会審査報告を行います。 

令和４年９月８日の本会議において当特別委員

会に付託されました認定 11 件について、９月

14 日、16日、21日に分科会を、28日に特別委員

会を開催し、慎重に決算審査を行い、審査の結果、

全て認定することに決しました。 

これより決算審査の過程において、委員より出

された質疑並びに部課長の答弁をお手元の報告書

より抜粋して報告いたします。 

認定第１号「令和３年度西予市一般会計歳入歳

出決算の認定について」総務課所管分の交通安全

施設整備事業では、ガードレール、ガードパイプ

等の設置基準についての質疑があり、ガードレー

ル等は、市道における設置基準で設置できるとこ

ろは市道工事で設置しているが、この基準に満た

ない場所で、特に危険度の高い場所、利用者が多

い場所については、優先順位を決めて当事業で設

置している。当事業においては、要望箇所の内容

は様々であることから一律の設置基準を設けるこ
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とは難しく、要望箇所については全て現地確認を

行い、警察等と相談しながら優先順位を決定して

いるとの答弁でありました。 

危機管理課所管分の防災行政無線・情報システ

ム整備事業では、コスモキャストの利用状況につ

いての質疑があり、令和４年８月時点で 862名が

登録しており、消防団等積極的に登録をお願いし、

啓発に努めているとの答弁でありました。 

また、聴覚障がい者の方への情報伝達方法とし

て文字放送の機能があるが、緊急時以外において

も運用できているかとの質疑があり、現在、緊急

放送しか運用できていない状況であるが、防災行

政無線との連携の改修を行い、９月末には改修が

終わり文字放送の運用ができるため、さらに啓発

に努めていきたいとの答弁でありました。 

まちづくり推進課所管分の地域発「せいよ地域

づくり」事業では、地域づくり活動センターへ移

行していく中での課題と課題解決へ向けてどのよ

うな提案を行っているかとの質疑があり、センタ

ー長の選出、地域任用職員の任用といった課題を、

それぞれの組織でセンター化に向けた検討委員会

を立ち上げて地域ごとに話合いを進めていただい

ている。地域づくり組織の話合いの中で、担当職

員の説明を求められた際には、職員が出向いて説

明をするようにしており、具体的な提案として、

センター長については、これまでの公民館長と同

様に地域の方を主体として、地域と行政を結んで

いただけるような方を選出していただくようお願

いしている。また、地域任用職員については、地

域任用職員にどういったことをしてほしいのか、

そういうことをまずは考えていただき、それに見

合う方を募集していただくようにアドバイスして

いるとの答弁でありました。 

消防総務課所管分の消防団施設整備事業では、

耐震性貯水槽の整備において、設置場所の確保が

困難となり変更となったことについて質疑があり、

地域からの要望により、近隣住民に理解を求めな

がら計画を進めていたが、一部住民の理解を得る

ことができず整備を断念することになり、代替措

置として消火栓設備を設置した。また、場所を変

更して予算繰越により令和４年度実施したとの答

弁でありました。 

教育総務課所管分のスクールバス維持管理事業

では、昨年の政策提言において、スクールバスの

学校活動以外での利用について、柔軟な運用を行

うこととの提言に対し、学校行事に支障がない範

囲で可能との回答だったが利用があったかとの質

疑があり、学校行事以外では、スクールバス１台

について、公共交通バスとして野村地区で利用し

ているとの答弁でありました。 

環境衛生課所管分の不法投棄対策事業では、不

法投棄に関しての通報があった場合の市の対応に

ついての質疑があり、廃棄物の処理及び清掃に関

する法律では、不法投棄した者の責任であるが、

不明の場合にはその土地の所有者が責任をとるこ

ととされている。私有地に家電などが捨てられて

いた場合は、土地所有者の方が清掃センターに持

参していただき、処理費については市が対応する

との答弁でありました。 

健康づくり推進課所管分の温泉巡回バス事業で

は、市内３カ所の温泉施設を無料バスで巡回し、

健康増進や介護予防を図り、健康づくりと温浴施

設の利便性を高めることを目的に、平成 18 年度

から実施されている事業である。新型コロナウイ

ルスの感染拡大の影響による運行回数の減便、利

用者数の減少、また、事業開始と同時に導入した

バスは 16 年が経過し、修繕や部品交換をしなが

ら維持管理しているとの説明がありました。 

運行継続の検討の必要性があるが、今後の具体

的な方針はあるのかとの質疑に対し、コロナの影

響で減便、また、利用者数の減少もあるが、一定

の方々の利用がある。一方、車両の老朽化により

修繕料も増加しており、来年度以降の事業継続に

ついては、事業見直しの中で検討していきたいと

の答弁でありました。 

福祉課所管分の避難行動要支援者管理運営事業

では、情報提供に同意した住民の名簿を自主防災

組織等の支援関係者へ提供するが、同意を得た人

の数、同意が得られない要因についての質疑があ

り、75 歳以上の独居高齢者、高齢者のみの世帯、

介護認定３以上の方、障害者手帳１、２級の方等、

自ら避難することが困難と思われる方々が支援の

対象であり、4,380 人が同意されており、同意率

としては 72.5％である。同意されない方は、家

族が近くに住み支援が必要でない、内容を理解さ

れていないなどの理由が考えられるが、分かりや

すい様式にする、家族の方に郵送するなどの工夫

も必要であるとの答弁でありました。 



 

- 94 - 

 

委員からは、高齢者の方などで内容を理解でき

ない方のほうが深刻であり、同意されない場合に

は消防団や自主防災組織の手が回らないという事

態も考えられるため、一人でも多くの方に理解が

得られるようにとの意見がありました。 

長寿介護課所管分の高齢者路線バス利用補助事

業では、三瓶、明浜から市外の病院へ通院するた

めにバスを利用した場合、市内のみの助成である

ために対象にならない場合があるが、利便性のあ

るものに内容を検討してはどうかとの質疑に対し、

高齢者の負担軽減と市内病院への利用者の増加、

市内店舗の消費喚起を進めることを目的としてい

るため、市内公共路線バスの区域のみの対応であ

るとの答弁でありました。 

経済振興課所管分のみらい発展就業奨励金事業

では、奨励金支給対象者を市外に広げる考えはな

いかとの質疑があり、当事業は、既存事業のふる

さと就業創出奨励事業の要件を拡充して制度化し

た事業である。生産労働人口の確保や地域経済の

維持を目的に対象者を市内在住としているが、さ

らなる要件の拡充については今後検討していきた

いとの答弁でありました。 

委員からは、将来的に南予圏域の人口が激減す

ると予測されており、それを含め、今の時点から

対策を講じていく必要があるため、引き続き検討

するように意見がありました。 

観光協会事務運営事業（本会）では、市が補助

金を出さなくても自主財源で運営できるような意

識改革は必要ではないかとの質疑があり、観光物

産協会が一般社団法人になって３年が経過し、改

革意識を持ち始め、ジオのジュートバックやタン

ブラーなどを制作し販売し始めている。そういっ

た積み重ねが大切であるため、今後、協議、検討

を重ねていきたいとの答弁でありました。 

農業水産課所管分の農業後継者育成事業では、

農業生産法人での農業の展開について質疑があり、

農業生産法人を設立するためには、核となる労働

力が必要であり、若くて行動力があり、経営力も

ある農業者が必要と考える。そういった人材がい

れば、集落の農地をまとめて集落営農のような展

開ができると考えているとの答弁でありました。 

また、新規就農者確保について質疑があり、補

助事業を行い、新規就農を目指す人の後押しを支

援しているが、希望者をいかに確保するか、西予

市の農業に興味を持ってやりたいと感じてもらう

かが施策として弱い部分であるため、今後対策を

講じていきたいと考えているとの答弁でありまし

た。 

林業課所管分の有害鳥獣捕獲対策事業では、有

害鳥獣の頭数を減らす効果的な方法について質疑

があり、捕獲数を向上させるためには、捕獲隊員

数の確保と若手隊員の育成が必要である。捕獲隊

は地域ごとに班があるため、若手の勧誘や育成を

地域密着型で進めていかなければならないと考え

ている。また、愛媛県では、受講すると狩猟免許

取得の費用が全額補助となる有害鳥獣ハンター養

成塾を開催しており、西予市でも令和３年度に４

名の入塾者があった。今後、このような事業を活

用して捕獲隊員の数を増やしていきたいとの答弁

でありました。 

建設課所管分の危険空家除却事業では、危険空

家除却の今後の見通しについて質疑があり、持ち

越し数については、例年 10 から 20件の間で推移

すると考えており、できる限り補助を利用して危

険空家除却事業を進めていきたいとの答弁であり

ました。 

住宅リフォーム事業では、毎年予算枠以上の申

請者となり、抽せんの結果、補助金交付とならな

い方も多くいるが、予算枠を増額する考えはない

のかとの質疑があり、当事業は、市の単独予算で

行っている事業であり、国や県の補助などがなく、

全て一般財源からの支出となるため、現状の予算

枠としているとの答弁でありました。 

認定第９号「令和３年度西予市公共下水道事業

会計決算の認定について」では、令和３年度に管

路整備工事を行った宇和町伊賀上地区のみどり団

地の接続率についての質疑があり、令和４年６月

時点で、接続可能戸数約 100 件のうちの約６割が

接続もしくは申請中の状況であるとの答弁であり

ました。 

認定第 10 号「令和３年度西予市病院事業会計

決算の認定について」では、新型コロナウイルス

感染者数の増加に伴う医療従事者の方の過重労働

について質疑があり、市民病院では、内科におい

ての発熱外来等の電話対応、コロナ感染の入院患

者の対応等に看護師の人数が必要であり、外来・

入院の通常業務に支障を来している。コロナ感染

患者に対しては、完全防御での対応が必要であり、
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看護師に対する負担は大きく、家族に高齢者がい

る場合など、帰宅困難となり宿泊施設を利用する

という状況もある。野村病院では、感染症の病床

がないため新型コロナウイルス感染患者の入院は

ないが、ほかの病院で感染により入院し、コロナ

からは回復したものの、引き続き入院が必要な患

者の受入先として後方支援を行っている。自宅療

養中の感染患者が救急搬送されてくるケースもあ

り、両病院とも肉体的にも精神的にも看護師には

負担がかかっているとの答弁でありました。 

その他、各分野で詳細にわたり質疑応答が行わ

れ、令和３年度の決算の総括と次年度に向けての

意見が交わされました。 

以上、委員会審査報告といたします。 

令和４年 10 月３日、西予市決算審査特別委員

会委員長信宮徹也。 

○小玉議長 

以上で各委員長報告は終わりました。 

これより委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

以上で質疑を終結といたします。 

討論の通告がありませんので討論を終結といた

します。 

これより議案順に採決を行います。 

まず、議案第 102号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 102号「西予市職員の給与に関する条例

及び西予市会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例制定について」

は原案のとおり決定することに御異議ありません

か。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

異議なしと認めます。よって、議案第 102 号は

原案のとおり決定いたしました。 

次に、認定第１号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

認定第１号「令和３年度西予市一般会計歳入歳

出決算の認定について」は原案のとおり認定する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、認定第１号は原

案のとおり認定いたしました。 

次に、認定第２号から認定第 11号までの 10件

を一括採決いたします。 

お諮りいたします。 

認定第２号「令和３年度西予市育英会奨学資金

貸付特別会計歳入歳出決算の認定について」から

認定第 11 号「令和３年度西予市野村介護老人保

健施設事業会計決算の認定について」までの

10 件は原案のとおり認定することに賛成の議員

の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、認定第２号から

認定第 11号までの 10件は原案のとおり認定いた

しました。 

（日程２） 

○小玉議長 

次に、日程第２、議案第 103 号「令和４年度西

予市一般会計補正予算（第６号）」を議題といた

します。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

議案第 103号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第６号）」について、提案理由の御説明を

申し上げます。 

まず、国の物価・賃金・生活総合対策本部の方

針に基づき、令和４年９月 20 日、政府において、

令和４年度一般会計新型コロナウイルス感染症及

び原油価格・物価高騰対策予備費の使用が閣議決

定され、その中では、住民税非課税世帯を対象と

した支援策のほか、エネルギー・食料品価格等の

物価高騰の影響を受けた生活者や事業者への支援

等も講じることとされており、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金に、電力・ガ

ス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金を創設

し、推奨事業メニューの提示もあったところであ

ります。 
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市といたしましても、今後速やかに、推奨事業

のメニューに合致する事業の検討を行い、市民・

事業者への支援に向けて効果的な事業を機動的に

進めてまいりたいと考えておりますので、議員の

皆様には御理解と御協力をお願い申し上げます。 

さて、今回の補正予算でございますが、電力・

ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業

としまして、電力・ガス・食料品等の価格高騰が

続く中、特に家計への影響が大きい住民税非課税

世帯等を対象に、１世帯当たり 5万円を支給する

ものであり、約 7,000世帯分を見込み、事務経費

を含めた 3 億 5713 万 3000円を計上するとともに、

事務補助として会計年度任用職員を任用する経費

209万 5000 円を計上するものであります。 

事業の財源につきましては、国庫支出金として、

子育て世帯等臨時特別支援事業費国庫補助金を計

上し、収支の均衡を図るものであります。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 3 億

5922 万 8000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ 342億 7115万 1000 円と定めるものであ

ります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○小玉議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第 103 号については、会議規則第 37 条第

３項の規定により委員会付託を省略したいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

異議なしと認めそのように決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○小玉議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第 103号「令和４年度西予市一般会計補正

予算（第６号）」は原案のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○小玉議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 103 号は

原案のとおり可決することに決定いたしました。 

（日程３） 

○小玉議長 

次に、日程第３、議員派遣の件についてを議題

といたします。 

お諮りいたします。 

お手元に配信しております本件を承認すること

に御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

異議なしと認めます。よって、議員派遣の件に

ついては、本件のとおり承認することに決定いた

しました。 

この際お諮りいたします。 

ただいま決定いたしました議員派遣の内容につ

いて、諸般の事情により変更が生じる場合には議

長に一任を願いたいと思いますが、これに御異議

ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

異議なしと認めそのように決定いたしました。 

以上で全日程を終了いたしました。 

管家市長より閉会の挨拶があります。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○小玉議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

第３回定例会の閉会に当たりまして、一言御挨

拶を申し上げます。 

９月１日から本日まで、33 日間にわたる会期

の中で、一般質問をはじめ、上程いたしました条

例制定及び改正、補正予算、決算認定などの重要

な案件をいずれも原案どおり可決または御認定い

ただきました。 

議員の皆様方におかれましては、熱心な御審議

をいただきましたことを厚く御礼申し上げます。 
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さて、新型コロナウイルスにつきましては、県

内感染者数の減少に伴い、９月 17 日から感染警

戒期の特別警戒期間に移行しておりますが、感染

者数の減少傾向はさらに進み、ようやく第７波は

終息しつつあると実感できるようになってまいり

ました。 

ただし、９月 26 日以降は感染者数の発表が市

町別から二次医療圏域別に変わったことにより、

市内における実数がつかめなくなっている中で、

圏域内の感染者数は高止まりしている傾向も見ら

れるため、十分な警戒が必要となり、そして、感

染予防対策の徹底には、引き続き努めていきたい

と思います。 

また、今月からオミクロン株対応の二価ワクチ

ンの接種も始まっております。第８波への備えも

含め、可能な方はワクチン接種を早めに受けられ

ますようお願いいたします。 

愛媛県は、９月９日に独自に試算された県内人

口の将来推計を発表いたしました。 

愛媛県の 2060 年の将来人口推計は、2020 年の

県人口約 133 万人から約 78 万人、41.3％減少、

特に、南予地域では約 23 万 5000 人から約 8 万

2000 人、65.2％減少し、本市では 1 万 2000 人弱

と 66.6％も減少するというものでありました。

まさに衝撃的な発表でありました。 

令和２年度に発表した当市の人口ビジョンでは、

上位、中位、低位のビジョンで推移をしていたわ

けですが、低位モデルで、2060 年には 1 万

5000 人程度と推計しておりましたので、人口減

少は当市の予想よりも急激に進む見通しとなって

おります。 

人口減少対策、少子高齢化対策は、当然、最優

先の喫緊の課題として位置づけているものですが、

今回の公表を受けて、さらに危機感を持って対策

を練っていかなければ、まさに消滅自治体になり

かねない状況にあることを強く感じたところであ

ります。 

人口減少対策、少子高齢化対策は、一部地域で

の一過性のものでは、抜本的な解決、解消は見込

めず、国レベルの具体的な対策が必要と感じてお

りますが、現状において手をこまねいているだけ

では、さらに状況は悪化するだけであります。 

早々、庁内にプロジェクトチームの編成を指示

し、本日、若手職員によるせいよ将来人口究明・

対策プロジェクトとして立ち上げたところであり

ます。 

今後は、様々な角度から分析、検討を進め、西

予市モデルとなるような対策を講じるよう取り組

む所存であります。オール市役所で各分野におい

て、この問題に積極的に取り組んでまいりたいと

考えております。 

議会におかれましても、この問題については、

以前から重大な関心をお持ちのことと存じますが、

今後の取組の中で、御指導、御協力をお願い申し

上げます。 

かねてより建設中の野村支所新庁舎でございま

すが、関係各位の御協力をいただき、10 月 19 日

に落成式、24 日に開庁式を執り行い、本格的に

稼働する運びとなりました。 

平成 30 年７月豪雨災害からの復興のシンボル

の一つであり、また、新しい行政のスタイル、公

共施設の高度利用の在り方とも捉えており、地域

の皆様の利便性の向上と安全安心な社会の実現に

大きく寄与できる施設になるものと期待している

ところであります。 

改めまして、新支所建設に関わっていただきま

した多くの皆様に厚く御礼申し上げます。 

秋の気配も次第に濃くなり、季節の移り変わり

を感じるようになりましたが、朝晩の気温差も激

しく体調を崩しやすい時期でもあります。 

議員各位におかれましては、健康に十分御留意

をいただき、市政運営に一層の御尽力を賜ります

ようお願い申し上げまして、閉会の御挨拶といた

します。 

○小玉議長 

これをもって、令和４年第３回西予市議会定例

会を閉会といたします。 

 

 

 閉会 午後２時42分 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 98 - 

 

 

 

 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここに

署名する。 

 

 

  西予市議会議長   小玉 忠重 

 

 

   同   議員   兵頭  学 

 

 

   同   議員   森川 一義 

 



 

 

 

 

付 録 
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令和４年第３回西予市議会定例会会期日程表 

 

会期９月１日（木）～10月３日（月）    （会期33日間） 
 

月  日 曜日 日   程 備  考 

 ９月１日 木 
本会議（開会） 

特別委員会 

・全員協議会（午前９時開会） 

・理事者提案理由説明 

・質疑 

・即決議案採決 

・行政報告会 

・決算審査特別委員会 

 ９月２日 金 休   会  

 ９月３日 土 休   会  

 ９月４日 日 休   会  

 ９月５日 月 休   会  

 ９月６日 火 休   会 ・質疑通告〆切 

 ９月７日 水 本 会 議 
・一般質問 

・決算審査特別委員会 

 ９月８日 木 
本 会 議 

議会運営委員会 

・一般質問 

・質疑・委員会付託 

・全員協議会 

・理事者提案理由説明 

・質疑・委員会付託 

・行政報告会 

 ９月９日 金 休   会  

 ９月10日 土 休   会  

 ９月11日 日 休   会  

 ９月12日 月 常任委員会  

 ９月13日 火 常任委員会  

 ９月14日 水 特別委員会 
・決算審査特別委員会（厚生分科

会） 

 ９月15日 木 休   会 ・討論通告〆切 

 ９月16日 金 特別委員会 
・決算審査特別委員会（産業建設

分科会） 

 ９月17日 土 休   会  

 ９月18日 日 休   会  

 ９月19日 月 休   会  

 ９月20日 火 本 会 議 

・全員協議会（午前９時開会） 

・委員長報告 

・質疑・討論・採決 

・理事者提案理由説明 

・質疑・委員会付託 

・行政報告会 
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月  日 曜日 日   程 備  考 

 ９月21日 水 特別委員会 
・決算審査特別委員会（総務分科

会） 

 ９月22日 木 休   会  

 ９月23日 金 休   会  

 ９月24日 土 休   会  

 ９月25日 日 休   会  

 ９月26日 月 休   会  

 ９月27日 火 休   会  

 ９月28日 水 

常任委員会 

特別委員会 

議会運営委員会 

・決算審査特別委員会 

 ９月29日 木 休   会 ・討論通告〆切 

 ９月30日 金 休   会  

 10月１日 土 休   会  

 10月２日 日 休   会  

 10月３日 月 本会議（閉会） 

・全員協議会（午後１時開会） 

・行政報告会 

・委員長報告 

・質疑・討論・採決 

・理事者提案理由説明 

・質疑 

・即決議案採決 
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令和４年第３回西予市議会定例会議決結果表 

 

議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第  089号 
ＣＡＴＶ整備事業 城川サブセンター整備工事請負契

約について 
04.９.20 原案可決 

議案第  090号 
西予市卯之町駅舎の設置及び管理に関する条例制定

について 
04.９.20 原案可決 

議案第   91号 
西予市支所及び出張所設置条例の一部を改正する条

例制定について 
04.９.20 原案可決 

議案第   92号 
西予市議会の議員及び長の選挙における公費負担に

関する条例の一部を改正する条例制定について 
04.９.20 原案可決 

議案第   93号 
西予市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例制定について 
04.９.20 原案可決 

議案第   94号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第４号) 04.９.20 原案可決 

議案第   95号 
令和４年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計補正

予算(第１号) 
04.９.20 原案可決 

議案第   96号 
令和４年度西予市国民健康保険特別会計補正予算(第

１号) 
04.９.20 原案可決 

議案第   97号 
令和４年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算

(第１号) 
04.９.20 原案可決 

議案第   98号 
令和４年度西予市介護保険特別会計補正予算(第１

号) 
04.９.20 原案可決 

議案第   99号 
令和４年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予

算(第１号) 
04.９.20 原案可決 

議案第  100号 西予市過疎地域持続的発展計画の変更について 04.９.20 原案可決 

議案第  101号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第５号) 04.９.20 原案可決 

議案第  102号 

西予市職員の給与に関する条例及び西予市会計年度

任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

04.10.３ 原案可決 

議案第  103号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第６号) 04.10.３ 原案可決 

諮問第   ９号 人権擁護委員候補者の推薦について 04.９.１ 原案同意 

諮問第   10号 人権擁護委員候補者の推薦について 04.９.１ 原案同意 

認定第  １号 
令和３年度西予市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 
04.10.３ 認  定 

認定第  ２号 
令和３年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計歳入

歳出決算の認定について 
04.10.３ 認  定 

認定第  ３号 
令和３年度西予市国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について 
04.10.３ 認  定 

認定第  ４号 
令和３年度西予市後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定について 
04.10.３ 認  定 

認定第  ５号 
令和３年度西予市介護保険特別会計歳入歳出決算の

認定について 
04.10.３ 認  定 

認定第  ６号 
令和３年度西予市農業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 
04.10.３ 認  定 

認定第  ７号 令和３年度西予市水道事業会計決算の認定について 04.10.３ 認  定 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

認定第  ８号 
令和３年度西予市簡易水道事業会計決算の認定につ

いて 
04.10.３ 認  定 

認定第  ９号 
令和３年度西予市公共下水道事業会計決算の認定に

ついて 
04.10.３ 認  定 

認定第  10号 令和３年度西予市病院事業会計決算の認定について 04.10.３ 認  定 

認定第  11号 
令和３年度西予市野村介護老人保健施設事業会計決

算の認定について 
04.10.３ 認  定 

報告第  ８号 令和３年度西予市一般会計継続費精算報告について 04.９.１ 報  告 

報告第  ９号 令和３年度健全化判断比率の報告について 04.９.１ 報  告 

報告第  10号 令和３年度資金不足比率の報告について 04.９.１ 報  告 

報告第  11号 西予市土地開発公社の経営状況について 04.９.１ 報  告 

報告第  12号 株式会社エフシーの経営状況について 04.９.１ 報  告 

報告第  13号 株式会社城川ファクトリーの経営状況について 04.９.１ 報  告 

報告第  14号 株式会社どんぶり館の経営状況について 04.９.１ 報  告 

報告第  15号 
あけはまシーサイドサンパーク株式会社の経営状況

について 
04.９.１ 報  告 

報告第  16号 株式会社グリーンヒルの経営状況について 04.９.１ 報  告 

報告第  17号 一般財団法人宇和文化会館の経営状況について 04.９.１ 報  告 

報告第  18号 西予ＣＡＴＶ株式会社の経営状況について 04.９.１ 報  告 

請願第  １号 
山田薬師の屋根保全修理への補助金予算措置を求め

る請願書 
04.９.20 採  択 

発議第  ２号 西予市決算審査特別委員会の設置について 04.９.１ 原案可決 

選任第  ３号 西予市決算審査特別委員会委員の選任 04.９.１ 議長指名 

 議員派遣の件について 04.10.３ 承  認 
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諸  般  報  告  書 

 

月  日 出 席 者 行   事   名 

６月８日 議 長 西予市農業再生協議会通常総会 

６月13日 

全 議 員 令和４年第２回定例会 採決・一般質問 

関 係 議 員 市民と議会との意見交換会実行委員会 

全 議 員 行政報告会 

６月14日 全 議 員 令和４年第２回定例会 一般質問 

６月15日 
全 議 員 令和４年第２回定例会 一般質問・質疑・委員会付託 

全 議 員 議員全員協議会 

６月16日 
関 係 議 員 総務常任委員会 

関 係 議 員 厚生常任委員会 

６月17日 関 係 議 員 産業建設常任委員会 

６月18日 議 長 ウクライナ選手との交流会 

６月22日 関 係 議 員 議会だより編集委員会 

６月24日 
全 議 員 行政報告会 

全 議 員 令和４年第２回定例会 閉会 

６月25日 議 長 東宇和農協第25回通常総代会 

６月28日 
関 係 議 員 議会だより編集委員会 

議長・産建委員長 国道378号（八幡浜・宇和島間）整備促進期成同盟会定期総会 

６月30日 議 長 
令和４年度四国西予ジオパーク推進協議会総会・ジオパーク講

演会 

７月６日 
議長・関係議員 西予市消防署野村支署起工式 

関 係 議 員 議会だより編集委員会 

７月８日 議長・関係議員 西予市都市計画審議会 

７月11日 議 長 ＪＲ四国要望 

７月12日 
議 長 令和４年度国土交通省四国地方整備局要望活動 

関 係 議 員 厚生常任委員会行政視察（～14日） 

７日13日 関 係 議 員 産業建設常任委員会行政視察（～15日） 

７月19日 議 長 八幡浜地区施設事務組合臨時会 

７月23日 議長・副議長 うわじま牛鬼まつり 

７月26日 
全 議 員 議員全員協議会 

全 議 員 令和４年第３回臨時会 

７月27日 関 係 議 員 総務常任委員会行政視察（～29日） 

７月28日 議 長 西予市行政連絡協議会代表者会 

７月30日 
議長・関係議員 渓筋地区体育館起工式 

議 長 第27回全国「かまぼこ板の絵」展覧会表彰式 

７月31日 議 長 第65回愛媛県下三地区剣道優勝大会 

８月２日 関 係 議 員 産業建設常任委員会行政視察 



－104－ 

月  日 出 席 者 行   事   名 

８月３日 議 長 岡山県井原市議会視察受入 

８月５日 全 議 員 愛媛県市議会観光議員連盟定期総会 

８月19日 議長・関係議員 明浜柑橘加工施設起工式 

８月23日 議長・総務委員長 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合議会 

８月24日 
議長・関係議員 議会運営委員会 

議 長 知事との意見交換会 

８月29日 
議長・関係議員 議会運営委員会 

関 係 議 員 議会だより編集委員会 

９月１日 
全 議 員 議員全員協議会 

全 議 員 令和４年第３回定例会 開会 
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令和４年９月13日 

 

西予市議会議長 

  小 玉  忠 重 様 

 

総務常任委員会         

委員長  河 野  清一    

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第089号 ＣＡＴＶ整備事業 城川サブセンター整備工事請負契約について 原案可決 

議案第090号 西予市卯之町駅舎の設置及び管理に関する条例制定について 原案可決 

議案第091号 
西予市支所及び出張所設置条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
原案可決 

議案第 92号 
西予市議会の議員及び長の選挙における公費負担に関する条例

の一部を改正する条例制定について 
原案可決 

議案第 93号 
西予市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制

定について 
原案可決 

議案第 94号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第４号) 原案可決 

議案第 95号 
令和４年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計補正予算(第１

号) 
原案可決 

議案第100号 西予市過疎地域持続的発展計画の変更について 原案可決 

議案第101号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第５号) 原案可決 
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令和４年９月28日 

 

西予市議会議長 

  小 玉  忠 重 様 

 

総務常任委員会         

委員長  河 野  清一    

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第102号 

西予市職員の給与に関する条例及び西予市会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

原案可決 
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令和４年９月12日 

 

西予市議会議長 

  小 玉  忠 重 様 

 

厚生常任委員会          

委員長  竹 﨑  幸 仁  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第094号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第４号) 原案可決 

議案第 96号 令和４年度西予市国民健康保険特別会計補正予算(第１号) 原案可決 

議案第 97号 令和４年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号) 原案可決 

議案第 98号 令和４年度西予市介護保険特別会計補正予算(第１号) 原案可決 

議案第101号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第５号) 原案可決 
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令和４年９月12日 

 

西予市議会議長 

  小 玉  忠 重 様 

 

産業建設常任委員会      

委員長  井 関  陽 一  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第 94号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第４号) 原案可決 

議案第 99号 令和４年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算(第１号) 原案可決 

議案第101号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第５号) 原案可決 
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令和４年９月28日 

 

西予市議会議長 

  小 玉  忠 重 様 

 

西予市決算審査特別委員会    

委員長  信 宮  徹 也 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

認定第１号 令和３年度西予市一般会計歳入歳出決算の認定について 認  定 

認定第２号 
令和３年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計歳入歳出決算の

認定について 
認  定 

認定第３号 
令和３年度西予市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 
認  定 

認定第４号 
令和３年度西予市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 
認  定 

認定第５号 
令和３年度西予市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 
認  定 

認定第６号 
令和３年度西予市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 
認  定 

認定第７号 令和３年度西予市水道事業会計決算の認定について 認  定 

認定第８号 令和３年度西予市簡易水道事業会計決算の認定について 認  定 

認定第９号 令和３年度西予市公共下水道事業会計決算の認定について 認  定 

認定第10号 令和３年度西予市病院事業会計決算の認定について 認  定 

認定第11号 
令和３年度西予市野村介護老人保健施設事業会計決算の認定に

ついて 
認  定 
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令和４年９月13日 

 

西予市議会 

  議長 小 玉  忠 重 様 

 

総務常任委員会          

委員長  河 野  清 一  

 

請 願 等 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第142条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

請願第１号 山田薬師の屋根保全修理への補助金予算措置を求める請願書 採  択 
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総務常任委員会審査報告書 

 

【審査した議案】 

議案第89号 ＣＡＴＶ整備事業 城川サブセンター整備工事請負契約について 

議案第90号 西予市卯之町駅舎の設置及び管理に関する条例制定について 

議案第91号 西予市支所及び出張所設置条例の一部を改正する条例制定について 

議案第92号 西予市議会の議員及び長の選挙における公費負担に関する条例の一部を改正する条例

制定について 

議案第93号 西予市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

議案第94号 令和４年度西予市一般会計補正予算（第４号） 

（歳入・歳出予算に関する総務常任委員会所管分） 

議案第95号 令和４年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計補正予算（第１号） 

議案第100号 西予市過疎地域持続的発展計画の変更について 

議案第101号 令和４年度西予市一般会計補正予算（第５号） 

（歳入・歳出予算に関する総務常任委員会所管分） 

請願第１号 山田薬師の屋根保全修理への補助金予算措置を求める請願書 

以上９議案については、原案可決決定した。 

また、請願１件については、採択と決定した。 

 

【審査経過及び意見等】 

議案第89号「ＣＡＴＶ整備事業 城川サブセンター整備工事請負契約について」では、ＣＡＴＶ

の施設整備に係る費用負担として、西予ＣＡＴＶからの負担はないかとの質疑に対し、総務省が示す

「地方公共団体が整備・保有する光ファイバ網の電気通信事業者への開放に関する標準手続」によ

り、機器の賃貸借契約を締結して、貸付料として費用負担をしていただいているとの答弁であった。 

議案第90号「西予市卯之町駅舎の設置及び管理に関する条例制定について」、卯之町はちのじま

ちづくり整備事業の全体事業費における駅舎の建設費、費用負担についてはどうなっているかとの質

疑に対し、卯之町はちのじまちづくり整備事業に係る特定事業契約において、施設整備業務、維持管

理業務、運営業務を全て含み約19億6893万円で契約している。駅舎建設については、整備等委託料と

して約5000万円で事業を進めており、全ての施設整備が終了後精算し、増加した事業費について、契

約先の株式会社西予まちづくりサービスへ支出することになるとの答弁であった。 

また、卯之町駅の１日の利用客数と今後、株式会社西予まちづくりサービスが行う保守管理の内

容についての質疑があり、2020年度で１日平均244人の利用客数があり、これまでの駅舎と同様に

24時間利用が可能な駅舎として、日常的な点検、警備、清掃などの管理業務を行うとの答弁であっ

た。 

議案第93号「西予市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について」、地方

公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い条例の一部を改正するもので、主に男性職員の育

児休業等の取得について要件が緩和されるため、育児休業等を取得しやすい環境づくりを行い、積極

的に取得を促していくことで、育児に参加する男性職員の仕事と家庭生活の両立を後押ししていきた

いとの説明であった。委員から、西予市男性職員の育児休暇取得状況について質疑があり、育児休
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業・産後パパ育休について、令和３年度、令和４年度現在で、１人も取得していないが、今年10月か

ら男性職員１名が育児休業を取得する予定となっている。また、５日の範囲でとれる育児参加のため

の休暇については、令和３年度が８名、令和４年度が４名取得しているとの答弁であった。 

議案第94号「令和４年度西予市一般会計補正予算（第４号）」について、スポーツ・文化課所管

分では、宇和文化会館管理運営事業の舞台機構設備取替工事費の増額となった設備についての質疑が

あり、舞台吊物や舞台の吊物を吊るすブドウ棚に係る設備の取替と修繕であり、原材料価格の高騰や

石油価格の上昇に起因する調達コストが増加したため増額となったとの答弁であった。 

請願第１号「山田薬師の屋根保全修理への補助金予算措置を求める請願書」については、９月

13日現地において請願者である西山田区長から説明を受けた後、委員会審査を行った。 

請願の対象となっている山田薬師本堂は、西予市指定有形文化財であり、本堂内にも薬師如来坐

像など市指定有形文化財が保存されており、西山田地区としても、地区住民の象徴として長く保存

し、年中行事を伝承していくことが地区住民の願望でもあるとのことであった。 

審査では、西予市指定文化財にも登録してある貴重な文化財を守らなければならないとの意見が

あり、補助金の予算措置については、西予市文化財維持管理費補助金交付要綱に基づいた支援を行う

ことで採決を行い、全会一致で採択した。 

 

以上、総務常任委員会審査報告とする。 

 

令和４年９月20日 

 

                       総務常任委員会      

                         委員長  河野 清一  
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総務常任委員会審査報告書 

 

【審査した議案】 

議案第102号 西予市職員の給与に関する条例及び西予市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例制定について 

以上１議案については、原案可決決定した。 

 

【審査経過及び意見等】 

議案第102号「西予市職員の給与に関する条例及び西予市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例制定について」、国により地域でコロナ医療など一定の役割を担う

医療機関に勤務する看護職員を対象に、診療報酬加算による処遇改善措置が講じられることから、初

任給調整手当の上限額を12,000円に引き上げるための関係条例の一部改正を行うとの説明であった。 

委員から、診療報酬の加算によりどの程度患者に影響してくるかとの質疑があり、西予市民病院

の試算では、１カ月間30日入院した場合、医療費１割負担の方で約1,500円、３割負担の方で約

4,500円の負担増を見込んでいるとの答弁であった。 

また、手当の増額により病院の運営には影響ないかとの質疑があり、改正後、不足した場合は、

病院からの持ち出しになるが、影響がない程度の額を見込んでいるとの答弁であった。 

さらに、手当の上限額についての質疑があり、看護師不足の中、人材確保のためにも12,000円の

上限額まで引き上げておくべきではないかと考えているとの答弁であった。 

 

 

以上、総務常任委員会審査報告とする。 

 

令和４年10月３日 

総務常任委員会      

委員長   河野 清一  

 

  



－114－ 

厚生常任委員会審査報告 

 

【審査した議案】 

議案第94号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第４号) 

      （歳入・歳出予算に関する厚生常任委員会所管分） 

議案第96号 令和４年度西予市国民健康保険特別会計補正予算(第１号) 

議案第97号 令和４年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号) 

議案第98号 令和４年度西予市介護保険特別会計補正予算(第１号) 

議案第101号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第５号) 

（歳入・歳出予算に関する厚生常任委員会所管分） 

以上５議案については、原案可決決定した。 

 

【審査経過及び意見等】 

 議案第94号「令和４年度西予市一般会計補正予算(第４号)」の子育て支援課所管分では、公立保育

所の保育業務支援システム導入後の効果について質疑があり、当システムには、保育現場の業務負担

軽減に資する機能として、指導計画、日誌作成などの記録アプリなど、保護者とのコミュニケーショ

ン機能として、連絡帳、保護者連絡アプリにより、お便りやお知らせを一斉に配信する機能があり、

有効に活用されているとの答弁であった。 

議案第101号「令和４年度西予市一般会計補正予算(第５号) 」の健康づくり推進課所管分では、

オミクロン株対応ワクチンの接種体制についての質疑があり、10月以降、オミクロン株対応ワクチン

を接種するよう準備を進めており、初回接種を完了した12歳以上すべての市民が接種可能である。接

種の対象者が３回目、４回目を接種していない方、12月以降には５回目を接種する方など複雑になる

ため、市民の皆様にできる限り分かりやすいような通知をしていく。今後、小児ワクチンについても

３回目接種が予定され、また国の説明では、生後６カ月経過した乳幼児から接種が可能となるとのこ

とであり、しっかりと準備を行い、スムーズに接種できるよう進めていきたいとの答弁であった。 

子育て支援課所管分では、児童公園整備事業、遊具設置工事について、子育て環境の充実を図る

ため、子どもたちの遊びと交流の場として、市産材を用いた木製大型遊具を宇和町稲生のどんぶり館

横のみずすまし公園内に、令和４年度、５年度２カ年の総額1億4850万円の継続費を計上するとの説

明があった。 

事業計画の開始時期と予算計上の時期、場所の選定についての質疑があり、令和３年度末から調

査研究を開始しており、人口減少、少子化対策は急務であり、保護者アンケートの結果も反映し、コ

ロナ禍での子どもをとりまく環境への対応として、野外での子どもたちの遊び場の確保、メンタルヘ

ルス対策が必要である。新しい生活様式として、地方移住という選択枠についても考えられている時

期でもあり、この機を捉え、西予市の子育て環境のよさをアピールし、移住定住対策を展開し、人口

減少対策につなげ、早急な整備を行うため、９月補正予算に計上する。市内外からの集客を見込み、

西予宇和インターの近くで、どんぶり館横に位置し、遊び、買物、食事などができる場所に選定した

との答弁であった。また、駐車場の確保についての質疑に対し、100台の駐車場を設置予定であり、

年間15万人の集客を見込んでいるとの答弁であった。さらに遊具整備に関し、市民の声をどのように

反映するのかとの質疑に対し、有識者、保護者の代表者等で構成するプロポーザル審査委員会を設置
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し、企画提案書等の内容を審査していただくとの答弁であった。 

委員からは、遊具利用における十分な安全の確保、また高齢者の利用にも配慮するようにとの意

見があった。 

 

 以上、委員会審査報告とする。 

 

 令和４年９月20日 

  

                      厚生常任委員会         

                      委員長  竹﨑 幸仁     
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産業建設常任委員会審査報告書 

 

【審査した議案】 

議案第94号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第４号) 

     （歳入・歳出予算に関する産業建設常任委員会所管分） 

議案第99号 令和４年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第101号 令和４年度西予市一般会計補正予算(第５号) 

     （歳入・歳出予算に関する産業建設常任委員会所管分） 

以上３議案については、原案可決決定した。 

 

【審査経過及び意見等】 

議案第94号「令和４年度西予市一般会計補正予算（第４号）」の農業水産課所管分では、畜産新

技術等導入支援事業補助金申請の流れについて質疑があり、補助金申請については、畜産クラスター

協議会が市へ申請し、市で補助申請を取りまとめた後、愛媛県へ申請を行う。県から事業決定通知が

市へ届き、市が畜産クラスター協議会へ交付決定を通知するという流れになる。補助金については、

愛媛県から西予市に交付され、西予市から畜産クラスター協議会へ支出をすることになるとの答弁で

あった。 

農業後継者育成事業では、新規就農総合支援事業補助金の内容や内訳について質疑があり、当補

助金は、新規就農者が農業に定着するための機械や施設、牛や豚などを導入する費用に充当すること

ができる事業で、限度額が1000万円で今年度に初めて創設された事業である。今回の補正予算では、

養豚経営に対する補助金284万1000円、ミニトマト農家に対する補助金456万円を計上した。この補助

金については、既存の経営開始資金と併用して利用することができ、その場合の補助金の限度額は

500万円となるとの答弁であった。 

経済振興課所管分では、Ｅ－ＢＩＫＥの運営方法について質疑があり、現在のところ、ジオミュ

ージアムに５台、みかめ本館に２台、あけはまーれと狩江公民館で５台、クアテルメ宝泉坊と游の里

で５台、乙亥会館に３台、文化の里休憩所に７台の計27台を設置する予定としている。西予市の交通

手段を考えると乗り捨てが難しいため、起点から起点に戻ることを基本に考えているとの答弁であっ

た。 

また、設置後の周知方法について質疑があり、ホームページや広報紙のほかにフェイスブックな

どのＳＮＳの活用を考えており、一般社団法人西予市観光物産協会と連携して対策を講じたいとの答

弁であった。 

議案第99号「令和４年度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」では、前年度繰

越金の確定に伴う財源の調整により歳入予算の組替えを行うもので、歳入歳出予算の総額に変更はな

いとの説明であった。 

議案第101号「令和４年度西予市一般会計補正予算（第５号）」の林業課所管分では、公園の遊具

に森林環境譲与税を充当するに至った経緯について質疑があり、森林環境譲与税は細かく規定される

国庫補助金と異なり、地方公共団体に一定の裁量が与えられており、事業を幅広く弾力的に実施でき

るものとされている。今回の児童公園整備事業については、木製大型遊具を設置することとされてお

り、木材利用の促進、木育活動の普及啓発として、その目的に合致していると考えて充当することと
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した。森林環境譲与税の目的を鑑みると、喫緊の課題である森林整備が最優先と考えるが、今後も広

く木材利用の促進や普及啓発となる事業にも当基金の充当を検討していきたいとの答弁であった。 

  

 以上、委員会審査報告とする。 

 

令和４年９月20日 

 

産業建設常任委員会       

委員長   井関 陽一     
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西予市決算審査特別委員会審査報告書 

 

【審査した議案】 

認定第１号 令和３年度西予市一般会計歳入歳出決算の認定について 

認定第２号 令和３年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定第３号 令和３年度西予市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定第４号 令和３年度西予市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定第５号 令和３年度西予市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定第６号 令和３年度西予市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定第７号 令和３年度西予市水道事業会計決算の認定について 

認定第８号 令和３年度西予市簡易水道事業会計決算の認定について 

認定第９号 令和３年度西予市公共下水道事業会計決算の認定について 

認定第 10号 令和３年度西予市病院事業会計決算の認定について 

認定第 11号 令和３年度西予市野村介護老人保健施設事業会計決算の認定について 

 以上、11件について、認定と決した。 

 

【審査経過及び意見等】 

認定第１号「令和３年度西予市一般会計歳入歳出決算の認定について」総務課所管分の『交通安

全施設整備事業』では、ガードレール、ガードパイプ等の設置基準についての質疑があり、ガードレ

ール等は、市道における設置基準で設置できるところは市道工事で設置しているが、この基準に満た

ない場所で、特に危険度の高い場所、利用者が多い場所については、優先順位を決めて当事業で設置

している。当事業においては、要望箇所の内容は様々であることから一律の設置基準を設けることは

難しく、要望箇所については全て現地確認を行い、警察等と相談しながら優先順位を決定していると

の答弁であった。 

危機管理課所管分の『防災行政無線・情報システム整備事業』では、コスモキャストの利用状況

についての質疑があり、令和４年８月時点で 862 名が登録しており、消防団等積極的に登録をお願い

し、啓発に努めているとの答弁であった。 

また、聴覚障がい者の方への情報伝達方法として文字放送の機能があるが、緊急時以外において

も運用できているかとの質疑があり、現在、緊急放送しか運用できていない状況であるが、防災行政

無線との連携の改修を行い、９月末には改修が終わり、文字放送の運用ができるため、さらに啓発に

努めていきたいとの答弁であった。 

まちづくり推進課所管分の『地域発「せいよ地域づくり」事業』では、地域づくり活動センター

へ移行していく中での課題と課題解決へ向けてどのような提案を行っているかとの質疑があり、セン

ター長の選出、地域任用職員の任用といった課題を、それぞれの組織でセンター化に向けた検討委員

会を立ち上げて地域ごとに話合いを進めていただいている。地域づくり組織の話合いの中で、担当職

員の説明を求められた際には、職員が出向いて説明をするようにしており、具体的な提案として、セ

ンター長については、これまでの公民館長と同様に地域の方を主体として、地域と行政とを結んでい

ただけるような方を選出していただくようお願いしている。また、地域任用職員については、地域任
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用職員にどういったことをしてほしいのか、そういうことをまずは考えていただき、それに見合う方

を募集していただくようにアドバイスしているとの答弁であった。 

『高校魅力化事業』では、公営塾の内容についての質疑があり、高校によって特色があり、高校

側のオーダーに沿う支援を公営塾スタッフが行っており、それぞれの学校に応じた内容で対応をして

いるとの答弁であった。 

また、公営塾スタッフの確保についての質疑があり、今年度１名採用し、野村高校に配置してい

る。今は三瓶分校に２名、野村高校２名という体制で進めており、双方で協力しながら対応している

状況である。今後は、宇和高校においても公営塾を開塾する予定で、宇和高校に関しては、委員会の

中でコーディネーター的なスタッフを求められており、現在募集しているとの答弁であった。 

『移住交流促進事業』では、移住者について、令和３年度は過去３年間平均の約３倍に当たる

95 世帯 122 名の移住者があったとの説明があった。増加した要因について質疑があり、都市部にお

ける移住フェアの開催や、コロナ禍の中、田舎でもテレワークで仕事ができるなど、働く場所を選ば

ずに生活ができるといった考えの方が多くなってきており、そのような中で、田舎でのんびりと暮ら

しながら仕事ができるという環境が整ってきたことが要因ではないかとの答弁であった。 

委員からは、移住者が増加した理由、移住者の移住元や年齢等基礎的な事項の調査分析を行い、

移住・定住政策に取り組むよう意見があった。 

政策推進課所管分の『マイナンバーカード普及促進事業』では、マイナンバーカードを使って西

予市でどのようなことができるのかとの質疑があり、健康保険証としての利用については、市民病院、

診療所等において全て対応できている。また、現在、国ではマイナンバーカードがスマートフォンの

中に搭載できるよう進めており、カードに依存し過ぎると、スマートフォンに移行した際に、再度シ

ステム開発等に経費が発生する可能性もあるため、その状況を情報収集しているとの答弁であった。 

消防総務課所管分の『消防団施設整備事業』では、耐震性貯水槽の整備において、設置場所の確

保が困難となり変更となったことについて質疑があり、地域からの要望により、近隣住民に理解を求

めながら計画を進めていたが、一部住民の理解を得ることができず整備を断念することになり、代替

措置として消火栓設備を設置した。また、場所を変更して予算繰越により令和４年度実施したとの答

弁であった。 

教育総務課所管分の『スクールバス維持管理事業』では、昨年の政策提言において、「スクール

バスの学校活動以外での利用について、柔軟な運用を行うこと」の提言に対し、学校行事に支障がな

い範囲で可能との回答だったが利用があったかとの質疑があり、学校行事以外では、スクールバス１

台について、公共交通バスとして野村地区で利用しているとの答弁であった。 

学校教育課所管分の『せいよ西学校給食センター運営事業』『せいよ東学校給食センター運営事

業』『三瓶学校給食センター運営事業』では、地場産物の使用割合、地元食材を使用したメニュー開

発等地産地消の取組についての質疑があり、地元西予市産の米、小麦粉を使用しているほか、社会福

祉法人や地域づくり組織、地元農家が栽培している野菜を納入することにより、西予市内産の地産地

消率は約 25.4％となっている。県内産については 77.6％の使用ということで、県内平均 70.6％を大

きく上回っているとの答弁であった。 

また、新たなメニュー開発については、取組が十分できていない状況であるが、地元の郷土料理

を取り入れたり、西予市地産地消の日、地場産物の活用週間等では、できるだけ地元の食材を活用し

た給食を提供しているとの答弁であった。 
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人権啓発課所管分の『人権啓発庶務事業』では、成年後見制度中核機関設置に向けた検討委員会

について質疑があり、令和４年度から８年度を計画期間とする第２期成年後見利用促進計画が閣議決

定され、国の指針に基づき、成年後見制度中核機関の設置検討を行っている。令和４年２月から令和

４年９月までに４回の検討委員会を開催し、運営方式、設置の経費、構成内容、業務内容などについ

て審議を行い、最終的な答申内容の最終確認を行っており、９月中、遅くとも 10 月中に答申を行う

予定であるとの答弁であった。 

環境衛生課所管分の『ごみ収集運搬業務委託事業』では、ふれあい収集事業についての質疑があ

り、高齢者や障がい者の方で、ごみステーションまでごみを搬出できない世帯に対して直接収集に出

向く事業であり、平成 29 年５月から事業を開始し、令和４年９月９日現在、西予市合計で 89世帯の

方が利用している。明浜・宇和の下地区は西予総合福祉会「いっとき館」、宇和の上・三瓶地区はひ

まわり育成会「宇和ひまわりの郷」、野村・城川地区は西予市野城総合福祉協会「あおぞら」にそれ

ぞれ委託しているとの答弁であった。 

『不法投棄対策事業』では、不法投棄に関しての通報があった場合の市の対応についての質疑が

あり、廃棄物の処理及び清掃に関する法律では、不法投棄した者の責任であるが、不明の場合にはそ

の土地の所有者が責任をとることとされている。私有地に家電などが捨てられていた場合は、土地所

有者の方が清掃センターに持参していただき、処理費については市が対応するとの答弁であった。 

健康づくり推進課所管分の『温泉巡回バス事業』では、市内３カ所の温泉施設を無料バスで巡回

し、健康増進や介護予防を図り、健康づくりと温浴施設の利便性を高めることを目的に、平成 18 年

度から実施されている事業である。新型コロナウイルスの感染拡大の影響による運行回数の減便、利

用者数の減少、また、事業開始と同時に導入したバスは 16 年が経過し、修繕や部品交換をしながら

維持管理しているとの説明があった。 

運行継続の検討の必要性があるが、今後の具体的な方針はあるのかとの質疑に対し、コロナの影

響で減便、また、利用者数の減少もあるが、一定の方々の利用がある。一方、車両の老朽化により修

繕料も増加しており、来年度以降の事業継続については、事業見直しの中で検討していきたいとの答

弁であった。 

福祉課所管分の『避難行動要支援者管理運営事業』では、情報提供に同意した住民の名簿を自主

防災組織等の支援関係者へ提供するが、同意を得た人の数、同意が得られない要因についての質疑が

あり、75 歳以上の独居高齢者、高齢者のみの世帯、介護認定３以上の方、障害者手帳１、２級の方

等、自ら避難することが困難と思われる方々が支援の対象であり、4,380 人が同意されており、同意

率としては 72.5％である。同意されない方は、家族が近くに住み支援が必要でない、内容を理解さ

れていないなどの理由が考えられるが、わかりやすい様式にする、家族の方に郵送するなどの工夫も

必要であるとの答弁であった。 

委員からは、高齢者の方などで内容を理解できない方のほうが深刻であり、同意されない場合に

は消防団や自主防災組織の手が回らないという事態も考えられるため、一人でも多くの方に理解が得

られるようにとの意見があった。 

子育て支援課所管分の『子ども医療費助成事業』では、事業費についての質疑があり、小学生・

中学生の通院及び入院に係る医療費については、市の単独事業であり、就学前児童の入院費及び３歳

以上の通院医療費 2,000 円を超えた分については、２分の１が県の補助であるとの答弁であった。 
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また、小・中学生までの医療費助成を実施していない市町はあるのかとの質疑に対し、愛媛県下

全市町で実施しているとの答弁であった。 

長寿介護課所管分の『高齢者路線バス利用補助事業』では、三瓶、明浜から市外の病院へ通院の

ためにバスを利用した場合、市内のみの助成であるため対象にならない場合があるが、利便性のある

ものに内容を検討してはどうかとの質疑に対し、高齢者の負担軽減と市内病院への利用者の増加、市

内店舗の消費喚起を進めることを目的としているため、市内公共路線バスの区域のみの対応であると

の答弁であった。 

経済振興課所管分の『ジオブランド推進事業』では、ジオの至宝の認定基準や応募状況について

質疑があり、ジオの至宝は、ストーリー性、オリジナル性、信頼性・安全性の３つを基準に認定して

おり、令和３年度末までに 11 品認定されている。申請数が少なく、この制度が浸透していないと感

じており、道の駅への商品展示など情報発信に努め、ジオの至宝の認識を市内に植え付けていきたい

と考えているとの答弁であった。 

『企業誘致奨励金事業』では、既に市内に事業所を有している企業も対象になるのかとの質疑が

あり、既に新設されて、その後増設等に伴い工場を建築した場合についても、投下固定資産額

3000 万円以上や市内に住所を有する新規常用雇用従業員３人以上などの対象基準を満たしていれば

奨励措置の対象となるとの答弁であった。 

『みらい発展就業奨励金事業』では、奨励金支給対象者を市外に広げる考えはないかとの質疑が

あり、当事業は、既存事業のふるさと就業創出奨励事業の要件を拡充して制度化した事業である。生

産労働人口の確保や地域経済の維持を目的に対象者を市内在住としているが、さらなる要件の拡充に

ついては今後検討していきたいとの答弁であった。 

委員からは、将来的に南予圏域の人口が激減すると予測されており、それを含め、今の時点から

対策を講じていく必要があるため、引き続き検討するよう意見があった。 

『観光協会事務運営事業（本会）』では、市が補助金を出さなくても自主財源で運営できるよう

な意識改革が必要ではないかとの質疑があり、観光物産協会が一般社団法人になって３年が経過し、

改革意識を持ち始め、ジオのジュートバックやタンブラーなどを制作し販売し始めている。そういっ

た積み重ねが大切であるため、今後、協議、検討を重ねていきたいとの答弁であった。 

『ふるさと納税推進事業』では、令和３年度の寄付金額の手応えについて質疑があり、令和３年

度の目標金額を 3 億 1000 万円に掲げ、それに近い実績となっており順調と認識している。令和４年

度は目標金額を 3 億 8000 万円に定め、それに向かってふるさと納税の魅力を伝えていきたいとの答

弁であった。 

また、返礼品に対しての生産者への責任について質疑があり、商品が傷んでいたなどのクレーム

が観光物産協会にあった場合は、出品業者に連絡をとって対応している。贈る側の責任もあるため、

度重なる同じ業者へのクレームについては、最終的に観光物産協会と協議をしていきたいとの答弁で

あった。 

さらに、ふるさと納税ポータルサイトの契約業者や手数料等について質疑があり、西予市で活用

しているポータルサイトは、楽天、ふるさとチョイス、さとふるなど７業者で、手数料は 5.0％から

12％と業者ごとに異なっている。令和３年度のポータルサイト手数料は約 2,467万円支出していると

の答弁であった。 
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『夢資源活用基金事業』では、オフセットクレジットの販売相手について質疑があり、現在まで

に伊予銀行、愛媛銀行、三菱ＵＦＪリース株式会社など多数の企業に販売しており、令和３年度は、

東京ガス株式会社が 700 トン購入したとの答弁であった。 

『市観光ＰＲ事業』では、市のＰＲ費用について質疑があり、令和３年度は、えひめ南予きずな

博実行委員会負担金に約 800万円、乙亥大相撲補助金に約 500万円支出したとの答弁であった。 

農業水産課所管分の『農業後継者育成事業』では、農業生産法人での農業の展開について質疑が

あり、農業生産法人を設立するためには、核となる労働力が必要であり、若くて行動力があり、経営

力もある農業者が必要と考える。そういった人材がいれば、集落の農地をまとめて集落営農のような

展開ができると考えているとの答弁であった。 

また、新規就農者確保について質疑があり、補助事業を行い、新規就農を目指す人の後押し支援

をしているが、希望者をいかに確保するか、西予市の農業に興味を持ってやりたいと感じてもらうか

が施策として弱い部分であるため、今後対策を講じていきたいと考えているとの答弁であった。 

『ため池等農地災害危機管理対策事業』では、廃止要望が出ているため池の廃止の進め方につい

て質疑があり、防災重点ため池は、人的に被害が生じるため池で、国庫補助事業 100％の事業で廃止

を行うこととなる。それ以外のため池については、国の補助がなく市単独事業となるため、地元負担

金７％をいただいて廃止工事を行うこととなるとの答弁であった。 

『農作物被害対策事業』では、捕獲檻の貸出しについて質疑があり、平成 21 年から 26 年にかけ

て国の補助金を活用して、イノシシ用捕獲檻を 243基購入し、希望者に貸出しを行っている。設置場

所が山の中となり、設置したままとなるなど管理が難しく、近年は捕獲檻の購入はしていない。林業

課で２分の１補助、上限 2 万 5000 円の補助事業を行っているため、当事業を活用してもらいたいと

の答弁であった。 

また、国からの補助の配分状況について質疑があり、ワイヤーメッシュの施設整備については、

県内各地からかなりの要望があったため、要望の８割の配分であった。捕獲に対する補助についても、

当初８割の配分となっていたが、県内の捕獲状況が考慮され、最終的に要望通りのほぼ 10 割の配分

となったとの答弁であった。 

林業課所管分の『木育推進事業』では、木育教育の内容について質疑があり、小学校では山にど

のような木があるかなど市内の森林林業の状況を中心に学習している。中学校では、愛媛県の林業研

究センターから職員を招き、シミュレーターを用いた高性能林業機械の操作など林業の仕事について

学習しているとの答弁であった。 

『林道網整備事業』では、林道の舗装条件について質疑があり、林道開設時のコンクリート路面

工は、縦断勾配 7.0％以上の箇所に限られている。アスファルトで舗装する場合は、事前に林野庁と

協議し、採択を受けた箇所のみとなる。既設の未舗装林道で地元から要望があった場合は、林野庁の

ヒアリングを受けて採択になれば実施となるとの答弁であった。 

『森林経営管理制度事業』では、自伐林家への支援について質疑があり、令和３年度は安全装備

品として防護ズボン等の補助を３名の方に行ったとの答弁であった。 

『有害鳥獣捕獲対策事業』では、有害鳥獣の頭数を減らす効果的な方法について質疑があり、捕

獲数を向上させるためには、捕獲隊員数の確保と若手隊員の育成が必要である。捕獲隊は地域ごとに

班があるため、若手の勧誘や育成を地域密着型で進めていかなければならないと考えている。また、

愛媛県では、受講すると狩猟免許取得の費用が全額補助となる有害鳥獣ハンター養成塾を開催してお
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り、西予市でも令和３年度に４名の入塾者があった。今後、このような事業を活用して捕獲隊員の数

を増やしていきたいとの答弁であった。 

建設課所管分の『危険空家除却事業』では、令和３年度に除却の補助要件を満たし申請された件

数は、令和２年度からの繰越分を含み 57 件である。当事業は、国・県からの補助金を活用しており、

各自治体で補助枠が割り当てられているため、44 件の除却を行い、残りの 13 件は令和４年度に持ち

越したとの説明があった。 

委員から、危険空家除却の今後の見通しについて質疑があり、持ち込し数については、例年 10 か

ら 20 件の間で推移すると考えており、できる限り補助を利用して危険空家除却事業を進めていきた

いとの答弁であった。 

『住宅リフォーム事業』では、毎年予算枠以上の申請者となり、抽せんの結果、補助金交付とな

らない方も多くいるが、予算枠を増額する考えはないのかとの質疑があり、当事業は、市の単独予算

で行っている事業であり、国や県の補助などがなく、全て一般財源からの支出となるため、現状の予

算枠としているとの答弁であった。 

認定第９号「令和３年度西予市公共下水道事業会計決算の認定について」では、令和３年度に管

路整備工事を行った宇和町伊賀上地区のみどり団地の接続率について質疑があり、令和４年６月時点

で、接続可能戸数約 100 件のうち約６割が接続もしくは申請中の状況であるとの答弁であった。 

認定第 10 号「令和３年度西予市病院事業会計決算の認定について」では、新型コロナウイルス感

染者数の増加に伴う医療従事者の方の過重労働について質疑があり、市民病院では、内科においての

発熱外来等の電話対応、コロナ感染の入院患者の対応等に看護師の人数が必要であり、外来・入院の

通常業務に支障を来している。コロナ感染患者に対しては、完全防御での対応が必要であり、看護師

に対する負担は大きく、家族に高齢者がいる場合など、帰宅困難となり宿泊施設を利用するという現

状もある。野村病院では、感染症の病床がないため新型コロナウイルス感染患者の入院はないが、他

の病院で感染により入院し、コロナからは回復したものの、引き続き入院が必要な患者の受入先とし

て後方支援を行っている。自宅療養中の感染患者が救急搬送されてくるケースもあり、両病院ともに

肉体的にも精神的にも看護師には負担がかかっているとの答弁であった。 

その他、各分野で詳細にわたり質疑応答が行われ、令和３年度の決算の総括と次年度に向けて意

見が交わされた。 

 

以上、委員会審査報告とする。 

 

令和４年 10月３日 

 

西予市決算審査特別委員会  

委員長  信宮 徹也  

 


